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細川浩司氏蒐集の邦産コメツキムシ
岸井 尚

Elaterid-beetles (Elateridae, Coleoptera)
collected by Mr. Koj i Hosokawa fi・om Japan

By Takashi Kishi i

A bstract This is a list of elaterid beetles collected by Mr. Koji Hosokawa, Nagoya, during 21
years ( l985-2005) with the au thor's taxonomical commentaries. Total 246 taxa (including  l9
subspecies) of the family Elateridae, Coleoptera, were recognized. Among these, four species and
four subspecies are thought to be new to science, and full descliptions as new taxa will be published
in the near future. Most of the specimens were collected in four prefectures of the central Honshu:
Shizuoka, Nagano, Gifil and Aichi, and the rest were gathered fi・om various habitats fi・om Hokkaido
to Loochoo Islands. Specimens collected by a light trap and flillen in a flight-intercept trap were
denoted as (LT) and (FIT), respectively.

2004 年の , 水野弘造さんを通 して名古屋の細川浩司氏が本邦各地で採集された多量のコ メ

ツキムシ資料の同定を依頼され, 更に年末の学会例会時初めてお会いした後に追加資料の送付

もあり, 全てを総合し以下のように種めたもので, 総計で227 種と別に l9 亜種からなり, 中に

未記載と見られる4 種, 4 亜種が含まれていた. お住まいの愛知県を中心に岐阜・長野などの中

部山地で採集されたものが主で, 更に南西諸島はじめ広範囲の道府県各地での資料も含まれて
いた. これらの地からはこれまでにも大平・ 鳥飼(l971: 89-94; 1973: 33-42) , 有本(1988: l-35) ,
大平(l990: 367-382) などを初めとして多くの記録・報告があるので, 今回の資料も大部分は既

知のものが多いが, それぞれの地域での未記録種と見られるものや記録価値の高い種も見受け

られた. それぞれの種の配置は筆者の考えに基づいたもので, 簡単な来歴と共に分類並びに分
布などについての問題点などにも触れた.

以下の記録で採集者名のないものは全て細川氏の採集されたもので, データは全てラベル表

示 (地名は2004 年以前の表示) に従った. なお, 資料の一部は細川氏のご厚意で筆者が保管して

おり(未記載種の可能性の強い資料及び稀少種) ,  これらは何れ適当な公的機関(大阪市立自然
史博物館の予定) に管理を依頼し,  未記載と見られる資料は後ほど検討の上適宜発表する事と

する. またLTとあるものはライ ト・ トラップ(ラベル表記のもののみ) によるもので, 鹿児島県

[著者住所 : address o f the author]

〒 569-1044 高槻市上土室 l-10, 6-410
(1-10 6-410, Kamihamuro, Takatsuki city, Osaka pref, Japan569-1044)
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大隅半島南端の佐多町と高山町からの資料に FIT と記されたものは野田亮氏の設置によるフィ

ット・ トラップでの資料である.
終わ りにこの貴重な資料記録発表の機会を与えられた細川浩司氏, 並びに水野弘造氏には著
者の深い感謝の意を表したい.

PITYOBIINAE( オオコメツキ亜科) : Pectocerini( ヒゲコメツキ族)
Pectocera llige llige Kishii, 1993 ヒゲコメツキ

長野県三岳村常磐橋, l ♂,21. VII i987; 長谷村戸台,2 ♂♂, l ♀,  25. V 2003.
愛知県豊田市山中, l ♂, 22. V_ l999.
滋賀県日野市綿向山, l ♂, l4. V. l983.
京都府舞松市与保呂, l ♀, 25-26. VI_ l994.
北海道から九州までの本土全体と大部分の付属諸島に分布する. Candeze (1873: 6) がFortune
による中国本土(Chusan) での資料に基づきPectocera Fortunei と命名した種で, Lewisによる神
戸産資料も記載時用いられたので, 以後本邦産個体群はこの名で報じられていた.  しかし筆者

は大陸産個体群と本邦産のそれとの間には多くの差異点が認められ, 特に交尾器側片先端部の

形状に明瞭な違いがあることから本邦産のものを別種と見なした(Kishii, l993: 2-3) . また中国

本土(Fujian, Hubei and Jiangxi Provs) からの/ortuneiと同定できる資料と, 同じく朝鮮半島北部,
済州島などからのfortutleiの資料も検したが(Kishii et S.-H. Jiang, l994: 95-96), いずれも本邦
産のものとの違いは明らかであった.

Pectoce'a higeyakuana Kishii, 1993 ヤクヒゲコメツキ (写真 l)
鹿児島県上屋久町白谷雲水峡, l ♂, l2. VII i995;2 ♂♂,8. VII 2002.
南西諸島分布のヒゲコメツキ類は島戦により分化が進んでいて, 現在5 種 l 亜種個体群が知

られる. 屋久島からは故白水隆先生によって, 東岸の安房で l950年7 月に採集された一頭の雌

個体を記録(Kishii, 1959: 4-5) したのが最初で, 屋久島の資料は本土産個体群と多くの点で異な

ることを述べた. その後の報告例は無いようであったが, 記載時検した雄個体は前胸背板はほ

ぼ台形の短形幅広, 中央縦溝の左右にある円形凹陥部が大きく明瞭, 前胸背板・ 上翅共に点刻は

より小さく疎, 雄交尾器側片の鈎状三角形部は明らかに短いので別亜種とした(Kishii, l993: 4) .
今回の3 頭の雄資料はやや大型であるが上記特徴は同じである.

AGRYPNINAE(サビキコ リ亜科) : Agrypnini (サビキコリ族)
Agrypnus (Ag,ypnus1 binodulus b''nodulus (Motschulsky,1861) サビキコリ

北海道幌加内町母子里, l ♂,24. VII i998; 斜里町斜里公園,1 ♀,20. Vn. l998.
長野県木曽福島町東山, l ♀, 5. VII i987; 長谷村戸台, l ♂,3. V 2003.
鹿児島県上屋久町大株歩道, l ♂, l t. VII i995; 同宮之浦,3 ♂♂,2 ♀♀, l2. VII i995; 同平
瀬林道, 1 ♀, 6. VII 2002(LT) ; 屋久町栗生, l ♂, l6. VII i993.
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写真 l_l t. l, ヤクヒゲコメツキ pectocera hi8e yakuana (屋久島上屋久町白谷雲水l峡, , 22.5 mm) ; 2, ミ

カワサビキコリ A mikawaensis (長野県木曽福島町東山土場, , l4.6 mm); 3, サキシマシロモンサビキ

コリ A. sc“teuaris t,a″,al (石垣島吉原, , 17.0 mm); 4, ホソサビキコリ A fuilginosus (鹿児島県佐多町
杉山谷, 早, l5.0 mm);  5, ミゾムネホソサビキコリA tacitumusryukyuensis (石垣島吉原, ♀, l8.5 mm);
6, ミゾムネヒメサビキコリA yuppe (奄美大島第:二i由井岳林道, , l3.6 mm); 7, コガタヒメサビキコリ

A hypnjcola (岐阜県本巣町温見 , ,8.5 mm); 8, ヤクヒメサビキコリA miyamotoiyaku (屋久島上屋
久町宮之浦, , 8.g mm);  9, コガタノサビコメツキ Lacon paralleh,s paralteh‘s (鹿児島県佐多町杉山谷,

cj;、,11.5 mm);  10, アマミコガタノサビコメツキL. paralletus amamie,tsis (奄美大島第二i由井岳林道, ,

8.2 mm);  l l, ヨツコブサビコメツキ L.quadri,todatus (岐阜県高根村日和田高原, ♀, l4.l mm).

本邦産のコメツキでは最も普遍的に分布し, Candaze(l860) による2 種に次いで, 本邦で最も
早い時期に記載された種の一つである. Hayekによる世界的な再検討(l973: l-309; l979: l83-
261) は, このグループの研究には大変貴重な参考資料となり, 本邦産本属は研究者によっては
異なる見解もあるが, 筆者はAgryp,Ms s.str., Sabikikortus, SagoUyo, Colaldonの4 亜属とするのが
妥当と考える. 本種類似の別種は近辺地域から複数種が知られるが, 対馬と済州島・ 朝鮮半島・
中国東北に棲息する本種の個体群は別亜種(cerea,u‘s) である.
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Agrypnus (Agrypnus1 m'lkawaensis Ohira: 1986 ミカワサビキコ リ (写真 2)

長野県長谷村戸台, ] ♀, 25. V 2003; 松本市岡の宮神社, 1 ♀, 22. Vl. 1996; 阿智村阿智P_A.
内, l ♀,25_ VII i987; 木曽福島町東山土場,1 ♂,20_ VII_ l986; l ♂,26. VII‘ l987.
愛知県豊田市山中, l ♂, l8. V. l 985_

種名のように愛知県を基産地とする種で前種によく似るので誤認されやすいが, 前胸背板の

形状が細く長めの方形で側方に広がらず, 背板中央横位の瘤状一 対の突起は小型であるが明瞭
な点などで区別され, かってこの体形の個体群を前種の変異型(ab fonn tenu,collis) と見なして

いた(Kishii, l961: 23-24) . 分布域は広いが九州と島◆興からの記録例はない.
Agrypnus (Agrypnus1 co?icollis (Candeze.1865)  ムナビロサビキコリ

長野県長谷村戸台, l ♂, l ♀,  25_ V_2003; 同三峰川上流, l ♂, 1. VIII_ l987; 王滝村御岳八

海山, l ♂,25. VII i991; 同 ノ湯, l ♂,18. VII i987; 同御岳, l ♀,5. VII i987; 楢川村奈

良井ダム灯火, l ♀,2. Vm. l997.
岐阜県本巣町温見峠(950-1000 m), l ♂, l3. VIII 2004(LT) ; 根尾村温見峠(950 m), l ♀,

l 8-19. VII I. l 990.

鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m), l ♂, l7-l8. VII 2004; 同稲尾岳南麓, l ♂, 5. IX 2004,
野田亮 leg.
前胸背板の特異な形状で分かり易い. 北海道から九州までの本土各地と主な付属諸島の大部

分から記録されていて南限は屋久島である. 轉国の昆虫チェックリスト(Kon-Kuk Univ., l994:
l58) には載っているが資料は見ていない.  なお周知の様に本亜属種の雌は腹部末端節(第7 腹

節板) に顕著な性標の長円形平滑な無鱗毛部をもつ.
Agrypnus (Ag'ypnus) scutellans hamai Ohira, 1967 サキシマシロモンサビキコリ (写真3)
沖縄県石垣島吉原, 1 ♂,4. v 2001.
原名亜種は奄美大島原産で,  トカラ諸島以南の南西諸島の大部分に分布し走光性が強い. 今
回の先島諸島の個体群はやや大型で別亜種とされる.  八丈島からの報告例もあるが資料は検

していない.  体形はbinodulusに似るがより大きく前胸背板上の瘤状隆起は極めて不鮮明であ
る. 台湾産のf:;rmosam‘sタイワンオオサビにも似るが体形はより細型で長く鱗毛は白銀色に近
い. またこれらの近似種間の雄交尾器形状は互いに異なるが, 常に共通して幅が広い.
Agrypnus(Sabikikoriusl fuligl'nosus(Candeze,1865) ホソサビキコリ(写真4)
愛知県岡崎市矢作川河畔大門, 2 exs., 30. vi l996.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m),2 exs.,17-18. VII 2004_
本亜属は筒状に近い体形で前胸背板は単純に膨隆し後角部も単純で隆起線はない.  また普通

は雌腹部末端節(第7 腹節板) には性標を欠くが, 不鮮明な鱗片を欠く長円形部をもつ種もある.
雄交尾器形状は常に幅が狭く細長く前亜属と明瞭に異なる. 本土全域と大部分の付属諸島から

記録されていて トカラ諸島以南からは報告例はなかったが, 最近大阪市立自然史博物館の所蔵
標本中にトカラ中之島産の資料を検した. 国外では済州島からの報告例 (Lee et al., 1985: 351-
455) があり, 轉国本土の記録例(Kon-Kuk Univ., l994: l58) もあるが, 資料は何れも未見で分布
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には疑問点はあるが移入個体の可能性も強い.
Agrypnus(Sabikikoriu.s) tacitumus ryukyuensis Kishii,1985 ミゾムネホソサビキコリ(写真5)
沖縄県石垣島吉原,1 ♀,2. V 2001.
原名亜種はラオス原産で東南アジアに広く分布し, 別亜種として台湾(k()shunensis) 及び, 沖縄

本島と先島諸島の石垣島・ 西表島・ 黒島からの本亜種が知られる. 前胸腹側板と後胸腹板に極め

て明瞭な付節溝をもつので, 本亜属の基準種fu/igmosusとは著しい差異点があるが, 体形や雄
交尾器形態はよく似ていて, 現時点ではSabikikorius種と見ている.
Ag,ypnus(:Sago」lylo) yuppe (Kishii,1964)  ミゾムネヒメサビキコリ(写真6)
鹿児島県屋久町半山, l ex_, 9. vIl 2002; 奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♂, 26-29. VI.

2003.

口永良部島からの l 雌資料に基づきColau1on属の新亜属新種として記載され,  その後黒島・

屋久島・ 奄美大島・ 徳之島・ 沖縄本島・ 久米島・ 石垣島・ 西表島などからも知られ, 奄美大島と徳之

島には多い.  一般的外観では次項のColaulon亜属( ヒメサビキコリ類) によく似て体は圧平さ

れ幅広の体形であるが, 前胸腹側板と後胸腹板に鮮明な付節溝をもち, 雄交尾器形態は次亜属

に近い. 台湾に分布する kau,amuraeカワムラサビと似た種で, 本種のほうがやや大きめで幅も
広く体色はより濃色である.
Agrypnus (1Colaulon) scrota scrota (Candeze,1873)  ヒメサビキコリ
長野県三岳村常磐橋, l ♀, 21. vn. l987; 長谷村戸台, 1 ex (損傷大) , 28. vn. l985; 王滝村松

越, 1 ex.,8. VI 2003; 開田村開田高原末川,1 ex., 28. VIII. l988.
静岡県静岡市畑薙ダム(1100 m) , 1 ♂, 22. vm. 1992.
愛知県旭町旭高原元気村, 1 ex., 14. vn. 1997.
地表性で普通は水辺に多いが内陸でも見られる. 前亜属と共に体表の大型円形の疎点刻から

l 個づつの鱗片毛を生ずるので鱗毛列を形成し, Agr:ypnus s. strやSabikikoriusなどでは小型密
な点刻に鱗片毛を生じ体表を密布状に被う.  現在本邦から9 種知られ, 一部の島峡性と海浜性
の種では多くの亜種に分かれている. また下翅が退化して飛翔不能の種と, 本種や次種の様に

正常な下翅でよく飛翔する種がある. 本種は本邦四大島に最も普遍的に分布し, 付属諸島では

佐渡・ 平戸島から知られる. また北海道産個体群は本土産のものに比し, 触角・ 体表点刻・ 前胸腹

板突起などでの差異点をもち, 雄交尾器側片の形状にも相違点があり別亜種(katoi) となる. 轉

国からの報告例(Kon-Kuk Univ., 1994: l58) もあるがこれは次種の可能性が強い.
Agrypnus (Colaulon) hypni,cola (Kishii, 1964)  コガタヒメサビキコリ (写真7)
岐阜県本巣町温見峠(950 m),1 ex., l4. vm. l 999.

愛知県名古屋市緑区相原郷, l ex.,20. vn. l997.
京都南部の木津川河原で極めて多く (350 exs) の資料を得たが, この様に多数個体が一度に得

られた報告はその後なく通常 l 頭から数頭のみである.  分布地は比較的広く北陸・ 関東以西と

四国・ 九州・ 対馬の各地から記録されている.  中部・ 東海地域では山梨・ 静岡・ 愛知(大平,  l990:
369, as A. hypo,t,cola[!]) ・三重からの記録例がある. 朝鮮半島からも報告例があり(Lee et al.,
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l987: l -7, as A huponicola[ ! ] ) , 済州島には確実に生息し複数個体で筆者は確認している (Kishii
et Paik,2002:4) . 前種の小型個体と似て紛らわしいが, 上翅間室点刻が円形で大型である.
Agryp - s (1Colaulon) miyamotoi yaku Kishii,1996 ヤクヒメサビキコリ(写真8)
鹿児島県上屋久町宮之浦, l ex., l4. VII i986.
本種は 1953 年の大阪市立自然科学博物館(現 : 大阪市立自然史博物館) のトカラ諸島調査行

で, 宝島と中之島からの資料で新属新種(Clyptolacon属) として記載された(Nakane et Kishii,
l955b: 1-3) . 典型的な外洋に面した海浜性コメツキの一つで, 伊豆諸島・ 四国・ 九州・ 南西諸島の

多くの地点で知られ, 雄生殖器構造の地域的な差異で l l 亜種に分割され, 本亜種ではその側片
先端の側方突起は短く鈍端である. また本亜属での下翅退化型種と して最初に発見されたもの

で, 続いて同様な形態, 生態及びそれぞれ幾つかの亜種個体群をもつtsukamoloiハマベオオヒ
メ tsushimensisツシマヒメなども発見された(大平, l986:3-l3; Kishii, l996:2-10) .

AGRYPNINAE(サビキコ リ 亜科) : Adelocerini(サビコメ ツキ族)
Adeloce,a (Bl,achylacon) difncMs(Lewis,1894) シロオビチビサビキコリ
鹿児島.県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道,2 exs.,26-29. VI 2003.
沖縄県石垣島屋良部岳,2 exs.,3. V 2001.
本州中央部の福井・ 岐阜・ 静岡以西から先島諸島までの分布が知られ, 主として照業樹林の葉

上に多く, 灯火飛来や冬季の落葉下や朽木中でも得られる. 台湾からも記録例があるがこれは
別種の可能性がある. Lewis(1894: 29) が長崎から記載した本種については, Candeze(l873: 1) が

Lewisの採集した邦産資料を, セイロン(現スリランカ)産資料に基づきLacon trifasciatus と命

名(Candeze,1865:10) した種と同じとしたのが最初であるが, Lewisはこの種の形態が邦産個体
と異なるとし邦産種をLacon djfic出sと命名した. 九州大学の所蔵標本を三輪(1933a:27, 29) が
同定した際に,  天草と対馬からの資料をセイロン産資料に基づく Motschulsky(l858:  60) の

Lacon microcephalus と同定し, 翌年Cande,ze 種をこの種のシノニムとした(Miwa, l934: 70) . 以
後長くこの扱いが続いたが, 大平( l977: 5) はそのチェックリストで本種名をLewis種に復活し
て用い現在に至つている. この仲間は本邦に6 種分布するが, 本種以外は全て稀である.
Lacon(Lacon) parauduspal-allelus (Lewis,1894)  コガタノサビコメツキ(写真9)
鹿児島県佐多町杉山谷(150-200 m), 1 ex., l7-l8. VII 2004.
札幌を基産地とする本種は広く本土全域と御蔵島・ 冠島・ 対馬・ 屋久島に分布し,  有美大島と

沖縄本島には次項の別亜種が知られる. 採集は燈火飛来によるものが殆どで少なく, 本州では

東北地方からの記録例はなく新潟・ 栃木・ 千業以西から知られ,  九州本土での記録は福岡' 長崎

のみである. 轉国からの記録(Kon-Kuk Univ., l994: l58) もあるが資料未見である.
Lacon(Lacon) parandus amamlensis Ohira,1967 アマミコガタノサビコメツキ(写真10)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道,1 ex.,26-29. VI 2003.
前項の本土産原名亜種に比し極めて小型で, 沖 本島にも分布し, 今回の資料は本島からは
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記載後の再報と見られる.
Lacon (Lacon) quadrinodatus Lewis, 1894 ヨツコブサビコメツキ(写真 l l)
岐阜県高根村御岳日和田高原,2 exs., l9. vI 2004.
本邦固有種で北海道・ 青森・ 栃木・ 山梨・ 奈良・ 和歌山・ 大阪・ 徳島・ 熊本・ トカラ中之島から知ら

れる. 体表を被う金赤色の 毛と, 前胸背にある極めて明瞭な四個の瘤状突起で分かり易い種
である. 少ない種で岐阜県からの記録は初めてのようである.
Lacon(Alaotypus) maeld,'n,, (Candeze,1865)  オオサビコメツキ(写真 l2)
長野県大鹿村小渋湖畔, l , 29. v. l999; 木曽福島町東山土場, 1 ♀, 20. Vn. l986; 同新開, l

(i'、,26. VI 20()4(LT) .
静岡県静岡市畑薙ダム(1100m), l ex., 22. vm. l992; 水窪町門桁山, 2 exs., l2. Vm 2000; 1
早,13. Vm 2000; 同梅ヶ島, l 早, l2. VIII 2005.
岐阜県白川村大白川林道, l ♀, l t. vm. 1996.
愛知県旭町旭高原元気村, l ♀,3. vm. l996; l ex., 27. vI. l998; 稲武町面の木 (1100 m), l
♀, 4. VII i999.
宮崎県霧島山皇子原, 1 ex.,27. VII i989, 森一規 leg.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m), 6 exs., l7- l8. vn 2004; 同稲尾岳南麓, l 早, 5. vm.

2004, 野田亮 leg; 上屋久町白谷林道,1 (i'',2. vm. l983; 同宮之浦, l , l2. vn. 1995; 同

平瀬林道,9 exs.,6. VII 2002(LT) ; 屋久町小楊子林道,2 exs.,5. VII 2002(LT) .
本土全域と奥尻・ 淡路・ 隠岐・ 五島・ 黒・ 屋久などの島 に分布する本邦固有種と見られるが,
韓国からの未確認報告(Kon-Kuk Univ., l994: l58) もある. 幼虫時の食餌量によるものであろう

が, 両性共に個体間での大きさの不均衡が目立つ種である. 以下の2 種に極めてよく似るが両

性共に生殖器構造に明瞭な違いがある.
Lacon (Alaotypus) maenam″ (0hira,1989) マエナミサビコメツキ(写真 l3)
東京都八丈島末吉,1 早, 1 ex., l5. VII i984, 岡田裕之 leg.
伊豆諸島の八丈島が基産地で,  利島・ 新島・ 式根島・ 三宅島・御蔵島・ 青島からも記録されて

いる. 筆者は本土に広く分布する前種の別亜種とみていたが, 雌貯精表内の角質櫛状片を検し

たところ, 前種のものとは著しく異なり, 記載時の処置が正しく独立種と認められる.
Lacor1(Alaotypus) yayeyamanus(Miwa, 1934) ヤェヤマサビコメツキ(写真 l4)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第:二、(由井岳林道,2 exs.,26-29. vI 2003.
沖縄県石垣島屋良部岳, l (i'l, 30. IV 2001;4 exs.,3. v 2001; 同大浜, l , 10. v 2003.
l930年代の著名な昆虫図譜著者の平山修次郎氏による石垣島資料(1 ex., 27. v. l933) に基づ

き記載された. 現在トカラ諸島から先島諸島までの南西諸島の多くの島l興から知られ, 本土で

も鹿児島県の記録があり, 鹿児島市城山産の資料 (2 exs.,30-31. VII i977, 八木正道 leg.) も検
した. 更に鳥取県大山と広島県十方山林道からの近似の資料も見ている. 本州産のものについ

ては更に精査を要するが, 鹿児島県本土分布は確実である. 近似のmaekliniiとはより小型, 触角

第3 節が長く, 前胸背板後角部端は鈍角で外側方に突出しないなどで区別は容易である.
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AGRYPNINAE(サビキコリ亜科) : Chalcolepidiini (ウバタマコメツキ族)
Cryptalaus larvatuslarvatus(Candeze,1874)  オオフタモンウバタマコメツキ(写真 l5)
沖縄県石垣島吉原海岸林, l ♀,28. IX. l997; 同浮海於茂登岳, l ♀,10. VI. l998; 同オモト岳,

l ♂, l5. IX. l999; l ♂,3. IX 2000; 同吉原, l ♀, l5. VIII 2000.
本種の基産地は中国南部(上海? ) であるが, 分布範囲は極めて広く本邦本土・ 南西諸島・ 小笠

原・ 中国・ 台湾・ 蘭戦・ ベトナムなどから記録されている. 本邦本土産の個体群は次項のように別
亜種とされ, 南西諸島の何処で分割されるかと言う点でやや論が分かれているが, 少なくとも
先島諸島の個体群は台湾のものと同じものである.
Cryptalaus larv,;atus pii、ni (Lewis,1894)  フタモンウバタマコメツキ
鹿児島県佐多町杉山谷打詰(FIT) (l50-200 m), l ♂, 9. VII 2004, 野田亮 leg; 上屋久町官之

浦, 1 ♂, l4. vII i986;2 ♀♀, l2. VII i995; 屋久町大川林道, l ♂, l8. Vii i993; 同栗生,1
♀, l6. vII i993; 奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♀,26-29. VI 2003.
現在新潟・ 千葉両県以西が本亜種の分布限界域のようで,  温暖化が進むと東北地方南部でも

見られるようになる可能性がある.  島峡では伊豆諸島と冠島以南の付属諸島大部分で見られ,
南限は沖縄本島・ 慶良間島・ 渡嘉敷島・ 久米島と見られる. 前述のように原名亜種と本亜種との
分布境界は地理的にはほぽ明らかだが, 両亜種間の形態的な違いはやや不明瞭で, 前胸背板の

形状と上翅末端部の剔れ方などで区分できる(岸井,2004b:4-5) .
Cryptalausberus(Candlize,1865)  ウバタマコメツキ
愛知県豊田市山中,2 ♀♀, l8. V. l985; l ♀,22. V. l999.
東南アジアなど世界の熱帯域に多くの種が分化する本属と近縁属中で, 本種は最も高緯度域
まで分布する種の一つで, 北海道を除く本邦のほぼ全域で普遍的に見られ, マツとの関連が強

い. 済州島・ 朝鮮半島・ 中国本土・ 台湾・ ベトナム・ ラオスにも分布する. 一般に本属の種では雌腹

板末端(第7 腹節) の外縁近くに多くの長剛毛をもつが, 雄では通常の微軟毛のみである.

AGRYPNINAE( サビキコ リ亜科) : Hemirhipini( オオクシヒゲコメツキ族)
Tetrigus lewisiCandeze,1873  オオクシヒゲコメツキ(写真l6, l7)
愛知県旭町旭高原元気村,2 ♂♂,2. VIII. l997; l ♀,27. VI. l998.
徳島県鳴門市大麻山, l ♀, 5. VII 2000; l ♂, 5. VIII 2000.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200m),4 ♂♂, l7-l8. VII 20,04; 同打詰(FIT) (l50-200 m), l l ♂

♂, l ♀, 9. vIl 2004, 野田亮 leg; 同稲尾岳南麓,1 ♂, l ♀,7. VIII 2004, 野田亮 leg; l ♂,
5. IX 2004, 野田亮 leg.
沖縄県石垣島オモト岳, 1 ♂, l5. IX. l999.
本邦全域に分布し灯火や樹液飛来が多い. 国外でも前種とほぼ同じ様な分布域をもつ. 幼虫
時の食餌量によると見られる大きさの不均衡が目立ち,  l6  mm 程の雄個体(奈良市内) から34
mm の雌個体(京都市内) を検している.
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l3 l4 l6 l7

ce

写真 l2_22. l2, オオサビコメツキLacon nlaeklinii (岐阜県白川村大白川林道, ♀, 18.9 mm) ; l3, マエナ
ミサビコメッキL maenamjj (八丈島末吉, ♂, l7.3 mm); l4, ヤェヤマサビコメツキL- yayeyamanuS(石
垣島屋良部岳, ♂,168 mm) ; l5, オオフタモンウバタマコメツキCryptalat‘slarvatus iarvatus (石垣島オモ
ト岳, ♂,2g5 mm) ; l6, オオクシヒゲコメツキnetriguslewisl (鹿児島県佐多町打請, ♂,18.6 mm); l7, 同
(鹿児島県佐多町稲尾岳南置, ♀,28.0 mm) , l8, ヒメクシヒゲコメツキ T okinawe'tsis (奄美大島第二油

井岳林道, ♂,168 mm); lg, チャグロヒサゴコメツキrio″lotechnes brunneof‘sctlss (長野県王淹村御岳,
♂ 141 mm) ; 20, センジョウミヤマヒサゴコメツキH molsch1‘1skyi kuratai (長野県長谷村北沢 , ♀,

106 mm) ,21, ミヤマヒサゴコメツキ亜種H_ molschtdskyi subsp. (岐阜県河合村天生 , ♀, 11.3 mm); 22,

コンゴウミヤマヒサゴコメツキH n,otscht‘Isle,ikongoe,Isis (奈良県御所市金剛山, ♀,9.5 mm) .

Tetrigus okinawensls Ohira, 1967 ヒメクシヒゲコメツキ(写真18)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♂, 26-29. VI 2003.
前種に似るが小型で著しく細い体形なので分かり易い. 沖縄本島からの資料で記載され, 現
在奄美大島・ 加計呂麻島・ 徳之島・ 伊平屋島・ 慶良間列島・ 阿嘉島・ 石垣島などからも知られている
が個体数は少ない.
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AGRYPNINAE( サビキコリ亜科) : Oophorini( チビコメツキ族)
Babadrasferius urabensis Ohira, 1994 ウラベチビコメツキ(写真23)
沖縄県石垣島平久保, 2 exs., 31. xn. l996; 同バンナ岳, l (i'、, 2 早♀, 3. L 1997; 同吉原, l ex.,

28. 「V 2001; 4 exs., 29. 「V 2001; 同富野, l ex., 29. IV 2001.

与那国島から記載され, 与論島・ 沖縄本島・ 宮古島からも報告されている. 本邦産チビコメツ
キ類は一般に小型種が殆どで, 種数(l2 種, 1 亜種) の割に多くの7 属からなるので分類は困難

でないが多少厄介な面もある. 本属は次種の属と外観的にはよく似てぃるが, 本属の前胸背板

点刻は明らかな大小2 型のものが混合状に密布し, 後角には顕著な隆起線が認められ, 次属で

は前胸背板点刻の大きさがほぼ単一で, 後角隆起線は認められない. 東南アジアに広く分布し

台湾と中国南部からも記録されている triangular,s ムツテンチビの名で南西諸島から記録され
た種は本種の可能性が強い.
ProdrasteI'l'us agnatus(Cand,elze,1873)  マダラチビコメツキ
愛知県豊田市扶桑町, l (i'、, l 早, l6. x. l996.
本種は本邦産チビコメツキ類としては最も普遍的に分布し各地の草原地表, 水辺に普通で灯

火への飛来も多い. 国外では済州島・ 朝鮮半島・ 中国束北の資料も検している.
Prodrasteri'us brachmanus(Candeze,1859)  スジマダラチビコメツキ(写真24)
沖縄県石垣島吉原, l ex., 2. V 2001.
東南アジアに広く分布する海浜性の種で,  本邦でも神奈川・ 千葉両県を北限として愛知県姫

島・ 神戸市・ 松山市の記録があり, 南西諸島の大部分の島l興からは報告例が多い.
Prodrasteri'‘,s coital・is asaokai Ohira,1994 イリオモテチビコメツキ (写真25)
沖縄県石垣島吉原, 2 exs., 28. 「V 2001; l ex., 30. IV 2001.

Candaze(1859: 422, 427) がインドから記載し, 東南アジア全般に原名亜種が, 別亜種が台湾と

先島諸島にそれぞれ分布する. 本亜種は西表島から記載され後に石垣島からも記録された.

HYPNOIDINAE( ヒサゴコメ ツキ亜科) : Hypnoidini( ヒサゴコメ ツキ族)
Hypolithus lmoral,'s convexus (Miwa,1928) キベリマルヒサゴコメツキ
北海道小清水町小清水海岸, l (i'、, 21. vn. l998.
典型的な寒冷地分布の海浜性コメツキで, カムチャツカから記載され, ロシア極東アムー ル

北部の沿海部, 樺太, 千島諸島に分布する. 世界的にこのグループの検討をした米国のStibick
( l979: 244-245) は, 本種についてこれらの地域からの資料を検討し, 同一原名亜種群と見なし

た. 筆者は樺太産資料と北海道からの多くの資料を比較検討したが, 北海道本土と付属諸島産
の本種を新属新種(Ye..odima co,,vexum) としたMiwa(1928b: 39) と, 次いでこれを本種の別亜種

(Jiypotithus uttoratis convexum[!] ) とした大平(1963: 79) の見解はそれぞれの段階で妥当であろ
う. 更に最近, 本州北端部からも本種分布が知られ, 尾崎俊寛氏(大館市) のご厚意で, 青森県下

北半島産本種資料の検討をして, これらは原名亜種とも北海道亜種とも異なる本土固有の亜種
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群と見なした(Kishii, 2004b: l61-162, as H tittor,alis ″1ichinoku) .
Homotechnes brunneofuscus (Nakane, 1954) チャグロヒサゴコメツキ(写真 l9)

長野県大鹿村小渋湖畔, l , 23-24. V. l998; 王滝村御岳, l ,i'、,5. VII i987.
静岡県静岡市二軒小屋西俣, l 早, 4. Vm 2001.
以前から知られていたが北陸・ 中部地域以北の本種は中国・ 四国・ 九州に分布する個体群に比
し, 著しく大型で色彩も明らかに濃色である.  しかし近畿圈の個体群では京都市北域の低山地
(貴船渓谷など) のものは西型で, 高地の台高山系からは大型個体群が得られている. 他の特徴
と両性生殖器構造では同種であることは間違いないが, 別亜種個体群に移行中の可能性がある
とも思われる.  また本種と共に次種を前種と同属とする報文も多いが, この両属では多くの形
態的差異点があり, 本種は中国南部に分布する本属の基本種corymbitoidesに極めて近い形態的
特徴をもち, 雌貯精表内の多数の刺状構造をもつ角質板形状も同系と見なされる.
Homotechnes motschulskyi kuratai (Kishii,1968) センジョウミヤマヒサゴコメツキ(写真20)
長野県長谷村北沢 付近, l ♀, 31. Vn. l987.
下翅が退化し冷涼な高地の地表を生息域とする本種は, 本邦のコメツキムシ中最も局地的分
化の顕著な種で, 現在ほぼ60弱の亜種が記載されており, 特に関束・ 中部・ 東海・ 北陸などの本
州中央山岳地域での分化が著しい.  本県及び近接の関連山系を含めると長野県からは大凡10
亜種個体群の分布が知られる. 本亜種は小型で太短い典型的 型の体形で, 南アルプスの塩見

岳・ 仙丈岳から山梨県の 凰山塊に生息する. 今回の資料は是までで最北地点からの1 頭のみ

の資料なのと, やや大型で少々 異質な特徴が認められ, 或いは別亜種の可能性も否定できない
が, 資料が少ないことと近接する甲斐駒ヶ岳からの資料は検していないので本亜種と見なして
おく .

Homotechnes motschulskyi (FIeutiaux, 1902), subsp. ミヤマヒサゴコメツキ亜種(写真21)
岐阜県河合村天生 , 1 早, 22. Vn. l990.

岐阜県と周辺の山系からの本種には7 ~8 亜種個体群の分布が知られ, 更に新しく見出され
る可能性も強い. 今回の資料は富山・ 石川両県境界の白山系に近い天生 からの資料なので, 白

山系亜種mutsuuraiハクサンミヤマヒサゴの可能性があるが,  幾つかの特徴からは同じ亜種と
するには些かの難が認められた. 最近本県内にお住まいの高井泰氏からの, 宮村ダナ平林道産

の資料(l (1'、, 22. vI 2002) を検する機会があり, この個体は上記と同じ理由でmutsuuraiと疑問
符付きで見なした. 天生 と宮村は水系的には無関係と思えないので, 改めて両資料を精査す

ると触角第2 節の長さに差があるが類似性も濃厚で, 同じ亜種個体群と見なしうるが資料数が
少ないので, 更なる資料収集による検討を進めたい.
Homotechnes motschulskyi kawasel' (0hira,1995) ヒラクラミヤマヒサゴコメツキ
三重県美杉村三重大平倉演習林, l ♀,29. V. l988.
南北に長い三重県西部の鈴鹿山系に本種が棲息することは大分以前から知られていたが, 本
亜種が三重大学の平倉演習林から記載されたのは比較的最近で, 鈴鹿山系北端の藤原岳コグル

ミ谷の資料も副模式標本とされた.  筆者は最近三重昆虫談話会の多くの会員諸氏のご協力で,
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山系北端の御池岳とその周辺地で得られた極めて多数の本種の資料(96 exs) を検し, この地域

の個体群は平倉演習林周辺の個体群とは異質で, その固定した特徴を基に別亜種群と見なした

(Kishii,2002: l39-143, asoikensls).
Homotechnes motschulskyi kongoensls(Kishii, 1969) コンゴウミヤマヒサゴコメツキ(写真22)
奈良県御所市金剛山,2 exs., l5. VI l988, 田中勇 leg.
標高1000mを越え本種の生息可能な環境下にあるが, 当初この山からの資料を見たとき, 当
時としては予想外の分布域で些か驚いた. 最も近い本種分布地である台高山系の亜種 taichii オ

オダイミヤマヒサゴに似た点もあるがより小型で,  寧ろ德島県高越山からの亜種kurolaiコウ
ツミヤマヒサゴに似るが, 両性生殖器構造では明瞭な差異点をもつ. 本種の亜種群の中では体
色が最も淡色の茶褐色気味である. また標高400 mに満たない奈良市内の春日山原生林内から
採集された l ♀資料で記載された亜種okudaiカスガミヤマヒサゴとは貯精表内ブラシ状角質
板の形状がが著しく異なり, 生息地の水系的な隔離も明瞭であり, 極めて大型肥厚した体形か
らも両亜種の関連性は小さいと見て好いと思う.
Ascoliocerus saxatillis saxatilis (Lewis,1894) ヒラタクロコメツキ

長野県白馬村猿倉, l ♀,10. V. l999; 安 村梓川上流, l ♀, 9. VII i988.
岐阜県高根村高根ダム,2 ♂♂,29. IV. l995.
本土四大島での固有種で内陸の水辺に樓息し佐渡からも記録され,  北海道個体群は別亜種

(expansicomls) とされる. 本邦には他にもう一種fh‘viatilisキアシヒラタクロも分布するが, 共
に雄下翅は退化結小していて飛翔不能であるが雌では正常で, 両性間での形態差も大きい.

DENDROMETRINAE( カネコメ ツキ亜科) : Dendrometrini ( カネコメ ツキ族)
Cidnopus ma,gmipenms(Lewis,1894) ルイスカネコメツキ(写真26)
長野県川上村梓山戦場ヶ原, l ♀, l3. VI 2004.
本属では唯一の邦産種で, 前胸腹側板後縁は単純で大きく剔られる事はなく, 腹側板内縁は
細く二重状で前端部は僅かに凹むが溝状ではない. 高山性で現在関東・ 中部の高地帯, 新潟・栃
木・ 神奈川・ 山梨・ 長野から知られ, 期草原の花上で見られる. ヨーロッパ産の aerugmosus に

体形がよく似た種であるが, やや小さく上翅側縁が赤黄色に縁取られる.
Nothodes margini,collis(Lewis, 1894) ウスチャイロカネコメツキ
静岡県水窪町門桁山, l ♀, l2. VII 2003.
岐阜県朝日村秋神川河畔, l ♀, 26. VI. l999.
愛知県旭町旭高原元気村, l ♂, 4. VII i997.
本属も邦産種は本種のみで北米産の属基本種(Limonlus dubitans) に極めてよく似ていて,  北
米には他にも数種分布する. ヨーロッパにも本属の種が唯 l 種(E:later parvulus) 分布するがこれ

とは明確に異なる. 前属と異なる点は前胸腹側板内縁は広く二重状で前端部は明瞭な溝状を呈
する. 本州と九州の低山地など, 特に里山の初 の花上で見られ少なくはない.
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写真 23_33 23, ウラベチビコメッキ Babadrasteriust‘rabensis (石垣島吉原, ♂,4.4 mm) ; 24, スジマダ
ラチビコメツキproob,asterius brachmanus (石垣島吉原, ♂, 6.0 mm); 25, イリオモテチビコメツキP・
co jran-s o i (石垣島吉原, ♂, 5.6 mm) ;  26, ルイスカネコメツキC'anop″s m ﾌ'9' 'm's (長野県川上

村梓山戦場ヶ原, ♂,10.1 mm);  27, ムラサキヒメカネコメッキKibutlea exm'a (長野県長谷村戸台, ♂,
76 mm) ;  28, フタキボシカネコメツキLimo,1,scuskraal,i niho,net,s (長野県長谷村戸台, ♂,8.7 mm);
2g, ハネァカカネコメツキL rufpennis(長野県大鹿村小渋湖, ♂,8.2 m」n);  30, ミヤマカネコメツキL・
",o,,t,・vagus (長野県長谷村戸台, ♂,9.0 mm);  31, シナノカネコメッキL hinakurai (長野県長谷村戸台,
♂, l2.6 mm);  32, メスグロホタルコメツキDentiool1ls versicolor (岐阜県高根村日和田高原, ♂, l3.8
mm); 33, 同 (岐阜県高根村日和田高原, ♀, l4.2 mm).

Kilbunea eximia(Lewis, 1894)  ムラサキヒメカネコメツキ(写真27)
長野県長谷村戸台, 2 ♂♂, 1 ♀, 25. V 2003.
岐阜県白川村保木脇, l ♀, l8. V 2003.
美麗な紫色上翅と金色光沢の強い前胸背板などで, 本邦産コメツキでは最も目立つ種の一つ

で, 本州・ 四国・ 九州(福岡県のみ) の低山地花上で得られる. 属名は近畿目の著名な昆虫採集地
である 船渓谷に因んだもので本種を基本種と した(Kishii, l966: 46) . この属名について, 筆者
は一時スペインのsanchez-Ruiz(l996: 108) の意見に従いLimomius属に変更したが(岸井, 2001 :
5: 2003b: 2) , 再検討でその属基本種指定の経過に疑問点があり訂正復活した. 本属の特徴は触



角第2 ・3 節が著しく短小で亜球形に近く, 次節以降は大きく三角形で明瞭な鋸歯状, 前胸腹側

板後縁は剔られることは無く , その内縁線は広く二重状で前端は大きく深く溝状に窪むことな

どと, 前属と似る点はあるが体は一般的に強壮な筒状に近く, 顕著な据歯状触角節で区別は容

易である.  ヨー ロツバからシベリァまでに広く分布する minuta は本属に入る唯一の大陸産種

で, 触角の鋸歯状態がやや弱く紛らわしい点もある. しかしチェコ共和国のLaibner(2000: 70)
は前胸背板の体毛が単純一様で, 中後脚の爪下面が基部近くから剔れるのを前属, 前胸背板側

方の体毛は極めて長い剛毛状のものに普通の短毛が密生し, 中後脚の爪下面は中央近くから剔

れるものを本属としていて, この特徴は邦産種全てに当てはまる. 本属の種は現在邦産固有の5
種と大陸産1 種のみである.
Li1moniscus kraatzi nihonicus(Kishii,1966)  フタキボシカネコメツキ(写真28)
長野県長谷村戸台, 1 ♂, 25. V 2003; 川上村梓山戦場ヶ原, l ♂, 13. VI 2004.
本邦には本属の種が多く現在21 種ほど知られていて,  一部の種を除き一般に珍しいものが

多い. 前胸腹板後縁が後角の内側で強く剔られるので他属とは区別しやすい. 本種は上翅中央

部の顕著な黄色紋が目立ち類似種はいないのと, 前胸背板側縁線の前端が前角部と融合するの
で分かり易い. 本邦内での分布域は本州・ 四国の比較的広い地域から知られるが少ない. 九州本

土からの記録例は無いようであるが, 対馬からは報告例がある. 原名亜種はロシア・ アムール地
域から記載され中国東北・ 朝鮮半島に分布し,  方山(朝鮮北部) ・ 水原(轉国) ・ 漢率山(済州島) か

らの資料を検しているが, 肥厚度が強くより強固な体形で上翅斑紋も大きく円形である.
Li,moniscus rufipennis (Lewis,1894) ハネァカカネコメツキ(写真29)
長野県大鹿村小渋湖畔, l ♂, 29. V. l999.
本種は上翅が赤色で分かり易く, 通常会合線にそって明陳な黒色縦条をもつが, 時に全く認

められない個体もある. 中部地方以西の低山地の花上で見られ, 島Iaからの報告例はない. また

済州島からの記録例(Lee et al., l985: 407; Paik et al.,l995: 393) もあるが, 資料未見でこの記録

は疑わしい点もある.
Limoniscus atricolor (Lewis,1879) クロカネコメツキ

京都府京都市左京区岩倉村松町, l ♀,4. V. l983, 岩田隆太郎 leg.
全身が青黒い変わった色彩で, 平地に近い里山など低山地の花上などで見られるが, 最近は

かなり少なくなったようである. 関東・ 北陸西部から以西の四国・ 九州まで分布は広いが, 島

からは平戸島の記録のみである.
Li,monisc‘,s montivagus(Lewis,1894)  ミヤマカネコメツキ(写真30)
長野県長谷村戸台, l ♀, 2. V 2004.
近年本種に体形・ 色彩共に類似の複数の種(hiramatsui, hosodai, takabai) が相次ぎ記載されて

いて生殖器構造も互いによく似ているので同定は注意を要する. しかし脚部と体毛の色彩・ 前胸

背板点刻・ 前胸腹板突起形状などの精査検討で分類は困難でない.
LimoniscusyamatoKishii,1998 ヤマトカネコメツキ
愛知県旭町旭高原元気村, l ♀, l4. VII i997.
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Lewis(l894: l94) が北海道章菜沼付近での資料に LimonMs nipone,tsls と命名したものと, 本

土産の類似個体群は従来同種とされてきたが, この両者が異なることは明らかで本土産のもの

は本種と次種に分割された(Kishii, l998: 2-7) . 本州以南からniponensisニホンカネとして報じ
られたものは本県からも記録されていて本種または次種であろう. 一般的には体毛が黄金色な

のが本種で低山地性で青森から九州まで広く分布し, 銀白色のものが次種で高地に多い.
Limon,'sous hinakurai Kishii, 1998 シナノカネコメツキ(写真31)
長野県長谷村戸台, l ♀,25. V 2003; 王滝村御岳八海山(800-2000 m), l ♀,24. VII 2004; 木

曽福島町新開, l (i''', 26. VL2004(LT).
岐阜県河合村天生 ( l300-l400 m), l (i'、, 20. vn. l990.
本種の確実な分布地は新潟・ 長野・ 京都・ 奈良・ 山口・ 愛媛で岐阜は初めてとなる.  なお山梨県

の個体(須玉町瑞垣山) も検している.
l_imon,sous,mitans (Lewis,1894) タテジマカネコメツキ
岐阜県根尾村水鳥谷渓谷,1 ,i'、,5. V. l986.
京都府京都市左京区岩倉, l , l l . v . 1984.

珍しい種でないが記録例は少ない. 以前次種と同種と見られ, 変異型と見られると述べた例

(Miwa, l934: 106) もあり, その時期が長いので次種として記録されていた可能性が強い. 東北

地方南部から本州全域と高知・ 福岡から記録されているが, 島 からの報告例はない.
Limoniscus vittatus (Candeze, 1873) タテスジカネコメツキ

岐阜県上宝村平湯(l300- l400m), l ♀, l9. VI. 1988.
滋賀県日野市綿向山, l (i'、, l4. V. l983.
前種とはよく似た色彩体形のためか, 記載年の早い本種名で全てが報告された可能性が強い.
極めて密な前胸背板点刻のため点刻が相接し間隙が殆ど認められないのが本種で, 点刻間は相

離れ点刻径とほぼ等しい間隙が認められるのが前種である.  また一般的な傾向としては前種が

細型華奢な体形で本種は太く強壮な体形をもっことが多い. 前種より分布範囲が広く, 北海道・

本州・ 四国・ 九州の4 島と天売島・ 粟島・ 朝鮮・ 香港などの記録例もあるが, 北海道・ 天売島のもの

は最近記載されたkawaharaiキタカネか或いはkatoi Iゾカネの可能性が強く,  朝鮮・ 香港のも
のは未見であるが本種の可能性は弱いように思う .

DENDROMETRINAE( カネコメ ツキ亜科) : Athoini ( ホソツヤコメツキ族)
Athousius hume,all's (Miwa,1927)  カタモンホソコメツキ
長野県王滝村牧尾ダム, l ♀, 22. VII i995; 川上村梓山戦場ヶ原, 1 (i'、, 3. VII 2004.
岐阜県河合村天生 (l300-l400m), 1 (i'、, 29. V]1. l990.
最も古典的なコメツキの属名の一つであるAthousは, 本邦でも当初は本亜科の多くの種に用

いられていて, ユーラシア地域では現在も多くの種が知られているが,  この仲間で本邦に分布
するものは本種の属するAthousiusと Elathousのみのようである.  現在本邦からの本属の種は
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固有の5 種であるが, 中国南部や東南アジア及び台湾には更に多く の種が分布する. 本種は青

森県の十和田湖ll半で得られた資料で記載されたが,  これは北端分布域となり四国・ 九州までの

山地で, 時に局所的に多数個体を見ることもあるが普遍的でなく , また雌は体色が赤茶色にな
る傾向が強い. 他の4 種は本州に3 種と九州に l 種が何れも局所的に分布し稀である.

DENDROMETRINAE( カネコメ ツキ亜科) : Denticollini(べニコメツキ族)
Denticoms nipponensis nipponensis Ohira, 1973 べニコメツキ

長野県王淹村御岳高原( l500 m), l ♀, 29. VI l997; 大鹿村小渋湖畔, l ♀, 6. VI l999; l ♂,
26. v 2001; 同鳥倉山林道,1 ♂,3. VI 2001; 長谷村栗沢, l ♂,4. VI 2000; 川上村梓山戦場

ケ原, l ♂, 13. VI 2004.
静岡県小山町須走, l ♀, 8. VI. l988.
岐阜 本巣町パルプ工場土場, l ♂, l l. V. l985; 神岡町跡津川上流, l ♂,28. V. l989.
愛知県稲武町面の木峠,2 ♀♀,5. VI. l988.
本邦で最も広く普通に分布し, 里山など低山地周辺の竹林の多い地域で昼間飛翔することが

多く, 伊豆利島・ 隠岐・ 平戸島・ 壱岐からの記録もある. また韓国からの記録もあるが資料未見で
確認していない.  利尻島を含む北海道産個体群は頭部・ 前胸背板・ 触角・ 交尾器などに相違点が

あり, 別亜種(ainu) アイヌベ二とされている.
Denticollis min'atus (Candeze, 1885) ミヤマベニコメツキ

長野県長谷村戸台, l ♂, 25. V 2003.
静岡県小山町須走,1 ♀, 8. VI 1988.
愛知 稲武町面の木峠, l ♀, 5. VI l988; 同(1000-l200 m), 1 ♀,9. VI. l991; 同(1100 m), l
♀,5. VI. l994; 津具村面の木峠, 1 ♀,10. VI 2000; 足助町平沢, l ♀, 3. V. l 985.

本州以南の本土に分布し, 島戦からは平戸島からのみ知られ, 前種よりも山地で見られる. 韓
国からの記録もあるが確認していない.
Den tilco l lis ve i ? for (Lewis, 1894) メスグロホタルコメツキ(写真32,33)
長野 安 It村上高地付近, l ♂,21. vn. l990; 長谷村三峰川上流, l ♀,1. Vm. l987; 王淹村御

岳八海山, l ♂,19, VII i986; 同田ノ原, l ♀,29. VII i995; 川上村梓山戦場ヶ原, l ♂, 7.
VII 2001; 八千穗村表草峠(2100m) , l ♀,7. VII 2001.
岐阜県高根村日和田高原,4 ♂♂, l ♀,3. VII i988; l ♂,29. VII i995; l ♂,7. VII i996;2
♀♀, l9. VI 2004; 同(l600 m), 2 ♂♂,22. VI. l997, 長谷川廣吉 leg; 小坂町御岳濁河温

泉, l ♀,5. VII 2003.
体色に変異の多い種で, 個体毎に徴妙に色彩変化が見られ,  これまでに検した100頭余の中
に同一色彩の個体は殆どない. 雄は上翅黄褐色の個体が多く , 雌では上翅黒色が多いが一概に

は言えず, 稀に前胸部のみ赤橙色の個体もある. 高地性で東北・ 関東・ 中部の山岳地に分布し, 今

のところ石川県と岐阜県が最西分布地である .
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DENDRoMETRINAE(カネコメツキ亜科) :Hemicrepidiini(ツヤハダコメツキ族)
Harmmius galloi:sl' Miwa,1928 ガロアムネスジダンダラコメツキ(写真34)
長野県王滝村松越, l ♂, 24. VII 2004(LT) .
岐阜県白川村大白川林道, l ♂,4. VIII. l990; 根尾村温見峠(950m), l ♂, l8- l9. Vm・ l990・
十和田湖と中禅寺湖からの資料で記載され, 本州・ 四国・ 九州全域の山地で灯火に来集する事
が多く, 隠岐からの報告例もある. 前胸背板後縁の横隆起と明瞭な上翅毛斑で目立つ種である・

属基本種(spiniger) は地中海沿岸部に分布する種で, 邦産種より筒型に近く前胸背板後縁の横隆
起は弱く触角も短い. 本邦からは固有の5 種と2 亜種が知られ, 何れもやや圧平度の強い体形
で, 前胸背の横隆起は強く明瞭で触角も長い. 本種はその中でも体形が最も強壮大型で分かり
易く, 上翅会合線末端に顕著な小突起をもつので紛れることはない.
Harmmius slngulans singularis (Lewis,1894) ムネスジダンダラコメツキ
北海道羅臼町茂瀬苅別林道, l ♂, 20. Vn. 1998.
前種よりやや小型で北海道南部の章菜沼周辺からLewis(l894: 201) が記載し, 北海道全域か
ら知られる. 千島産のものは別亜種(chishinlensis) で, 本州以南に分布する個体群も次項のよう

に別亜種である. なお, 本属の種では両性生殖器構造の形態の差異点は少ないが, 外部構造では
見分けやすい点が多く分類は容易である.
Hammius singutaris llondoensls Kishii,1985 コガタムネスジダンダラコメツキ(写真35)
静岡県水窪町門桁山, l ♀, l2. Vm 2000.
岐阜県根尾村温見峠(900-1000 m), l ♀, 10. vm 2002(LT); 本巣町温見峠(950 m),1 ♀, 15.

Vm 2003.

本州からはsingularis として多数の記録例があるが,  本州以南の個体群は明らかに原産地北
海道産のものと異なる個体群で, 別亜種と認められるが別種の可能性も棄てがたい. 今回得ら
れた上記地域には本種によく似た次種も分布しているので,  かってsingularis として報告され

た資料は精査を要する. 本種の上翅末端は剔られてやや裁断状, 内端(会合線先端) は突出気味
である. 一般に本種の体は原名亜種を小型化した長楔型で, 前胸背板は大きく上翅肩部より広

く, 上翅毛斑も明瞭である. 本州分布の本属には今回の固有4 種が知られる.
Harminius nihon,cus Kishii, 1979 ニホンムネスジダンダラコメツキ (写真36)
長野県王滝村御岳八海山(l800-2000 m), 2 ♂♂,27. VII i984; l ♂, 30. VII i994.
本州・ 四国・ 九州の山地に広く分布するが, 前種及び特に次種と誤認されることの多い種であ

る. 本種では上翅末端が単純に丸まり, 上翅毛斑は薄く消失気味となる. 体はやや軟弱気味で長

く平行状で前胸背板も広くない.
l-lanmnius nikkoensis Miwa,1928  キムネスジコメツキ(写真37)
長野 王滝村御岳八海山(l800-2000 m) , l ♂, 26. VII i986; l ♂, 20-21. VII i991; 1 ♂, 1.

VIII 2003.

中禅寺湖畔からの資料で独立種として記載(Miwa, l928a: l34) されたが, 後singularisのab.
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form. と見なされた(Miwa, l934: 108) . しかし固有の特徴が多く, 独立種として扱うのが妥当で

ある(Klsh1i, l979: 5-6) . 本種は前胸が濃黒褐色, 上翅毛斑が無く一般に一様な淡黄色または淡
褐色で上翅末端は単純なので, 前2 種とは容易に区別できる. 現在福島・ 栃木' 山梨' 長野から記
録されているのみである.
Diacanthous ‘lndosus (Lewis,1894) ダンダラコメツキ(写真38, 39)
北海道上川町三国峠, l ♀, l9-23. vII i988, 中村司 leg; l ♀, lt. VII i999; 留辺菜町石北峠,

l ♀, l t. VII i999.
長野県安最解川上流, l ♀,9. VII_ l988.
岐阜県高根村御岳日和田高原(l600m), l ♀,26. VII i987; l ♂, l5. VI. l991; l ♀,4. VII.

l993; l ♂,29. VII i995; l ♀,23. VII i995; l ♀, 21. VII i997.
日光女峰山の資料で記載された高山性の種で,  日和田高原では比較的普通のようである・ 北
海道・ 本州の中央高地帯と樺太にも分布し, 三重県からの記録もあるが些か疑わしい. 御岳山か
らはョー ロツバ高地に分布する undulatusに色彩的に極めて近似のontakeanusオンタケダンダ
ラが知られ, 最近2 頭目の資料を検し得た(岸井, l997: 3) . 当初本種の亜種と見なしたが混生す
るのと色彩・ 体形・ 前胸形状・ 上翅斑紋形状その他の多くの差異点で独立の別種と見られ,  御岳
山には2 種が混生する. なお上翅の白色毛斑は性差が明瞭で一見別種に見え, 和名のように複

数(通常3) あるのが雌で, 雄では中央に l 横斑が認められるのみである.
Stenagostus umbratilis(Lewis,1894)  オオツヤハダコメツキ
福島 福島市梨平茂庭林道, l ♀,27. Vn. l983, 中村司 leg.
長野県三岳村常磐橋, l ♀,21. vII i987; 木曽福島町東山土場, l ♂,2 ♀♀, 20. VII i986;2
♀♀, 5 vII i987; l ♂,22. vII i987;2 ♂♂, 3 ♀♀,5. IX. l987; 伊那市小出, l ♀,2. VIII.
l987; 王滝村御岳八海山, l ♂,26. VII i986; l ♀,25. VII i991; 同鈴が沢, l ♂, l ♀,4.
vm. lggl; 同九蔵, l ♀,3. vm. l986; 開田村開田高原構類沢, l ♀,26. Vn. l996; 大鹿村小
渋湖畔, l ♀,2. vIII. l987; 楢川村奈良井ダム灯火, l ♀,2. Vm. l997.
静岡県静岡市畑薙ダム(1100 m), l ♂,4 ♀♀,22. VIII. l992; 水窪町門桁山, l ♀, l8. VIII.

2001.

岐阜県白川村白山大白川林道,4 ♀♀,4. VIn. l990; 河合村天生峠(l300-l400m), l ♂,20・
vn. lgg0; 根尾村温見峠(950 m), l ♂, 3 ♀♀, l8-l9. VIII. l990; 本巣町パルプ工場土場,
1 ♂,24. vi l990; 同温見峠(950 m), l ♂, l ♀, l5. VIII 2003; 萩原町大洞ダム湖I半, l ♀,
6. VII 2003.

愛知 旭町旭高原元気村, l ♂,3. Vm. l996;2 ♂♂,27. VI. l998.
鹿児島県上屋久町白谷雲水峡, l ♂,8. VII 2002; 同白谷林道, l ♀,9. VII i984
北海道から屋久島までと大部分の付属諸島に分布し, 昼間見かけることは極めて少ないが灯
火には普遍的に多数が飛来する. 国外では轉国と済州島からも知られ, 後者からの複数資料を

検しているが,  外部特徴も雄生殖器共に本邦産資料と有意の差異点は認められなかった(Kishii
et Paik, 2002: 5-6, Fig8) .
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写真34-44.  34, ガロアムネスジダンダラコメッキHlarminius ga11ollsi (長野県王淹村松越, ♂, l7.9 mm) ;
35, コガタムネスジダンダラコメツキH singularishot nsis(岐阜県本巣町温見 ,♀, l t.5 mm) ; 36, ニ

ホンムネスジダンダラコメツキH. ,,ihonic1,s (長野県王滝村御岳八海山, ♂, l3.4 mm) ; 37. キムネスジコ

メツキH. ,llkkoensis(長野県王淹t、t御岳八海山, ♂, 11.0mm) ; 38, ダンダラコメツキDia('anthous undosus
(岐阜県高根村日和田高原, ♂, 14.6 mm);  39, 同 (岐阜県高根村日和田高原, ♀, l9.5 mm);40, オニツヤ

ハダコメツキStenagostushorioi (鹿児島県佐多町杉山谷, ♂,23.0 mm) ;  41, フジチャイロツヤハダコメ
ツキScute11athol?s comesfijianus (岐阜県高根村日和田高原, ♂, lt.5 mm) ;  42, ホソアカツヤコメツキS.
s,mll;u (岐阜県本巣町温見 , ♀,13.l mm);  43, シコクツヤコメツキS. shikokuanus (徳島県東祖谷山村
剣山, ♂, l2.1 mm);  44, ヤクチャイロツヤハダコメッキS yakuensis (屋久島屋久町荒川林道, ♀, l4.5
mm) .

Stenagostus honoi (Kishii, 1955)  オニツヤハダコメツキ (写真40)
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m) , l ♂, l7-l8. VII 2004.
最近山口県東部の寂地高原からの2 頭の雄個体を検したが(岸井, 2004a: Il l-l l2) , 従来は九
州でのみ知られていた大型の特徴あるコメツキで, 九州では佐資を除く全県の山地から知られ

るが少ない. 種名は京都での印刷業の合間に, 国内外での甲虫採集を楽しまれた堀尾貞太郎氏
に因んだもので, 半世紀前にそのコレクション中にあった, 本種の威容とも言うべき標本を見
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たと きの驚きは未だに鮮明である. なお最近の報文で山口県西部の華山から再び本州での分布

が確かめられた(久保田・ 田中, 2005: 46) .
ScuteHathous comes llulianus Ohira, 1963 フジチャイロツヤハダコメツキ(写真41)
山梨県上九一色村富士山青木ヶ原, l ♂,20. Vm. l988.
岐阜県河合村天生峠( l300-l400 m) , 1 ♂,20. Vn. l990; 高根村御岳日和田高原, l ♂,10. Vm.

2003; 本巣町温見峠 (950 m) , l ♀, l5. VIII 2003.
本属は前属に似るが, 糸状に近い弱鋸歯状の触角, 体表面は光沢の強い赤褐色, 体毛は短く

疎, 単純に膨隆する前胸背板で稀に弱い中央縦溝をもち, 小精板前部 l/2 乃至 l/3 の部分が急激
に内方へ陥没し, 雄生殖器は幅広で側片先端側方は僅かに丸く膨らみ釣状突起は無く, 雌貯精
表内角質板は4-5 個の円盤ブラシ状である.  特に小盾板の特異な形状で近縁のグループとは区
別しやすい. 台湾にも数種分布するが本邦で比較的多くの種に分化している. 本州・ 四国・ 九州

の高地に分布する本種と見られる個体群は, 北海道札幌から記載されたものとは異なり, その

別亜種とすべきで(岸井, 2003b: 4-5;2004a: ll2) , 富士山朝霧高原で得られた大型の雌個体で独
立種として記載された(0hira. l963: l6) 上記亜種名が妥当と見ている.
Scutellathous sasa●j1n' Kishii,2001  ホソアカツヤコメツキ(写真42)
長野県長谷村三峰川上流, l ♂, 2. Vm. l986.
静岡県中川根町需麦粒山山犬段, 1 ♀, 23. Vm. l992.
岐阜県本巣町温見峠 (900-1000 m) , l ♀, l3. VIII 2004(LT) .
前種によく似ていて誤認されやすいが, 本種の方が平均的にはやや大型, 体色もより濃色で

光沢が強く, 前胸背板点刻は単純でより小型かつ疎で, 雄交尾器側片は細く先端に向かい明瞭
に外方へ曲がり, 雌貯精表内のブラシ状半円形角質板は5 個共幅が広い. 上記名称でこれまで
に報告されている地域は三重・ 京都・ 奈良・ 和歌山・ 高知・ 宮崎で,  新潟・ 徳島・ 愛媛の資料も検し

ている. 今回の3 県から記録されるのは初めてだが, 以前suturalisの名で記録されたものは本
種の可能性が強い. Candeze (l873:23-24) がHiogo(兵庫) からの資料でAthous stauralisとして記
載した種に対し,  中根猛彦先生が石原保先生などによる石鎚山周辺のファウナ・ リストを作製
時, 本種をこのcandezeの命名種と誤認(石原他, l953: 74) して以後長く用いられてきた. 鈴木
(l987:  3) によって上記のHiogo標本(holotype) が北海道大学で発見され,  その検討でsuturalis
は別種で後述のMegathous種であることが判明するまでこの名は長く踏襲されてきた. 前種と
よく似ているので混同されていたと見られる.
Scuteltathous shikokuanus Kishii,1985 シコクツヤコメツキ(写真43)
徳島県東祖谷山村剣山, l ♂, 17. Vn. l988.
本種は四国特産で徳島県の剣山に多く , 愛媛の石鎚山, 高知の梶ヶ森の資料も検している. 本

種の雄交尾器側片先端部は本属の他種とは形状が異なり鋭角状に突出していて分かりやすい.
scutell,athous yaku・ensis Nakane et Kishii, 1958 ヤクチャイロツヤハダコメツキ(写真44)
鹿児島県屋久町荒川林道, l ♂, l ♀,10. Vn. l995.
本土の山地に広く分布する con,,osチャイロツヤハダの亜種として記載されたが, 後に本島固
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有の種とされた(Kishii, l999: 33) . これまで検した資料は雄のみで, 今回初めて雌個体を検し貯
精表内の角質構造を調査した結果, 概ね前3 種のそれに似るが, 貯精表端部の2 個の扇状角質
板は共に細型で亜円形もしくは横広型のものはなく, 貯精表基部にある1 對のブラシ状角質板
も細型で前種の形状に近く, 既知種のものとは異なる(cf Kishii,200la:213, Fi9S・ l8-21) ・
Yukara inomata (Lewis,1894) キバネッヤハダコメツキ
北海道幌加内町朱鞠内, l ♂, 2. VIII. l983.
期北海道全域の山地の各種花上に普通に見られ, 付属諾島の大部分と樺太からも記録され

ている 当初前頭横溝部の構造からホソツヤコメツキ族(Athoini) の種と見なしたが(KiShii,
lg87: 7g_81) , 脚部付節の構造と雄生殖器形態からツヤハダコメツキ族(Hemicrepidiini) に属す
ると考えるのが妥当である. この族では前胸背板後縁の側方部には後角部に近く明瞭な縦溝を
もつが, Yukara属では殆ど消失し僅かな凹みが認められるのみで, ホソツヤコメツキ族に類似
の頭部構造と共に特徴とされる.
Megatho‘,s suttjralis (Candeze,1873)  フトッヤハダコメツキ(写真45)
岐阜県本巣町温見峠(950 m), l ♀,16. Vm 2002 (LT) .
鹿児島県高山町甫与志岳(FIT) , l ♂, l6-l9. VII 2004, 野田亮 Ie9.
本種も前種同様に特異な形状をもち, 当初本邦固有の新属新種として記載(Kishii, l955: 79,

Harmmathous nakanei) されたが, Reitter (l905:25) が中東産種で創設したHarminiuS 属の亜属に

相当する種とされ, 種小名もそれまでScutellathous属の種に誤用されていた上記名が正しいと
判明した(cf 鈴木, l987:3; platia,1994: l80; 岸井,2004a:112) . 本州・ 四国' 九州の山地と御蔵島
屋久島に分布するが, 鹿児島県本土からは最初と思われる.  また韓国(Kon-Kuk Univ., l994:
l5g) からの記録もあるが資料未見で疑わしい点もある. 燈火誘引で得られるが少ない.
Medakathousjactatusjactatus (Lewis,1894) メダカツヤハダコメツキ(写真46)
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♂, 10. VIII 2003.
静岡県水窪町門桁山, 4 ♂♂, l2. VIII 2000.
今回検した全ての資料は, これまでに広い地域からの資料で検した本種資料とは, 体表点刻'
触角・ 前胸形状などで些か異なる特徴が認められる. 本種では稀に上翅が黒化したり, 前胸背周
縁が黄色の個体もあるが, 近似の実体不明種はないので当初未記載種かとも思われたが, 雄生
殖器も同じで別種とする確たる根拠が少なく更に検討したい. なお本種は北海道から九州(福
岡県のみ) までの本土に分布し, 付属島峡としては粟島のみで別亜種(bahai) とされる. 資料未見
であるが韓国(Kon-Kuk Univ., l994: l59) からも記録されている.
Hemicrepidius(Hemicrepidius) secessus secessus(Candeze, 1873) クロツヤハダコメツキ
長野県白馬村猿倉, l ♀,18. vm2000; 安It村梓川上流,5 ♂♂,3 ♀♀,25. VII i987; 松本市
美須々湖, l ♀,6. vII i990; 同扉, l ♂, l4. vII i990; 伊那市小出, l ♀,2. VIII. l987; 王滝
村御岳八海山, l ♂, l ♀,20. vIl 2003; 同九蔵, l ♂,3. VIII. l986; 同慮ノ湯; l ♀, l8. VII.
l987; 同御岳, l ♂,5. vII i987; 木曽福島町東山, l ♂,5. VII i987; 川上村梓山戦場ヶ原,2
♂♂, 3. VII 2004.
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静岡県静岡市大間, l ♀, l4. Vm. l993.
愛知県旭町旭高原元気村, l ♂, l4. VII i997; 稲武町段戸裏谷,3 ♂♂, l2. VII i987.
和歌山県古座川町大塔山松根, 1 ♂, l l. VI. l988.
徳島県東祖谷山村剣山, 4 ♂♂, l7. VII i988.
本州・ 四国- 九州に分布し, 多くの付属諸島からはそれぞれ別亜種(伊豆諸島: izumsulanus; 屋

久島: yakuanus; 口永良部島: okadomei; 沖縄本島: kuniyoshii; 済州島: hallaensis) が知られる. 里

山の様な低山地から相当の高所にも普通に見られ, 花上・ 葉上・ 飛翔中のものや灯火に飛来する
ものもある. 体色は一般に のある黒色で, 稀に上翅が濃赤褐色の個体もある. 通常触角と脚部

も黒色であるが, 触角の基部数節と脚部全体が赤褐色から赤黄色になる個体もあり, 特に四国・
九州の個体群では多く見られる.

Hem,c,epidius (Hemicrepidius) secessus yakuanus Kishii, 2001 ヤククロツヤハダコメツキ

(写真47)
鹿児島県上屋久町白谷17 号支線, l ♂, l ♀, l t. VII i986; 同小瀬田, l ♂, l2. VII i986;1 ♀,

l4. vII i986; 同白谷雲水峡, l ♀, 8. VII i995;2 ♀♀, l4. VII i995; l ♀, 8. VII 2002; 同

平瀬林道,2 ♂♂,1 ♀,6. VII 2002(LT);1 ♀,7_ VII 2002(LT); 同宮之浦, l ♀, l2. VII.
l 995 .

本島からの本種は中根・ 岸井(l958: 36-37) によって初めて記録され,  これまでに極めて多く
の報告例をもつ普通種である_  当初から標高の高い小杉谷近辺と宮之浦岳辺りには本土産のも

のに比し小型で細く軟弱なものが殆どでsinuatusタイプ個体群と見ており,  一方海岸線に近い

低地で見られるものは大型強固でよく肥厚し, 本種の大型個体と見て同種としていたが, これ
は本土産でも次種と見られる軟弱で脚部などが黄赤色な個体群を本種の変異型と見ていたこと

による. 今回の資料は低地性の大型強壮な個体のみで,  明らかにsecessus タイプであるが多く

の点で本土産個体群とは異なり別亜種とした(Kishii, 200lb: 45-46) . また小型軟弱なsinuatus タ

イプとした資料は今回はなかったが, これは次項で述べるようにその別亜種である.
Hemicrepidius(Hemicrepidius) smuatus sinuatus(Lewis,1894) コクロツヤハダコメツキ
山梨県須玉町増富, l ♂, 2. VII i988.
長野県王滝村御岳八海山, 2 ♂♂, l9. V]1. l986; 3 ♂♂, 23. VIL l988; l ♂, 22. VII i987; l ♂,

25. VII i992; l ♀,1. VIII 2003; 同鈴が沢(1100-l400m), l ♀,25. VII i991; l ♂,1 ♀,
27-28. VII_ l991; 1 ♂, 2. Vm. 1992; 同九蔵, l ♂, 3. Vm. 1986; 松本市扉, 1 ♀, l4. VII.
l990; 川上村梓山戦場ヶ原( l400 m), l ♀, l5. Vu. l997; 開田村開田高原西野, l ♀,3. Vm.
1 996.

静岡県中川根町 表粒山山犬段, 4 ♂♂, 23. Vm. l992.
岐阜 河合村天生峠(l300-l400 m) , 2 ♂♂, l ♀, 20. Vn. l990; 白川村白山大白川林道, l ♂,

l ♀,4. vIII.1990; 高根村日和田高原(l600 m), l ♂,31. VII i994; 同本巣町温見峠(950
m), 1 ♂, 15. VIII 2003.
京都府舞松市与保呂, l ♂, 25-26. VI. l994.
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写真45-54.  45, フトツヤハダコメツキ Megathous suturalis (岐阜県本巣町温見峠, ♂, 15.7 mm) ;  46, メ

ダカツヤハダコメツキMed:akathous jacteaus jactatus(静岡県水窪町門桁山, ♂, 10.3 mm);  47, ヤククロ

ツヤハダコメツキHemicrepid加s secessusyakuamls (屋久島上屋久町白谷雲水峡, ♀, 20.5 mm);  48, ヒメ

クロツヤハダコメツキ HI deserter deserter (静岡県水窪町門桁山, ♂, 13.1 mm);  49, ヤクツヤハダコメ

ツキH. deserloryakuensis (屋久島上屋久町白谷雲水峡, ♂, l3.6 mm);  50, ヒメアオツヤハダコメッキ

Mucronlorphus miwal miwal(長野県王淹村御岳, ♂, 10.9 mm);  51, ホソツヤヒラタコメツキ Liotrichus
afinishyf)ocrita (長野県長谷村北沢 ,♀, l2.0 mm) ,  52. ニホンフトヒラタコメツキAdo,1lceromorphus
nipponens,s(岐阜県高根村日和田高原, ♀, 14.8 mm) ,  53, ミヤマフトヒラタコメツキA. kuf(:)fmel (岐阜
県白川村大白川林道, ♀, l5.5 mm);  54, ツカモトフトヒラタコメツキ A tsldmnotol (岐阜県根尾村水鳥
谷渓谷, ♂, l t.6 mm) .

分布域は前種とほぼ同じであるが, より高地に分布し花上に多い. 以前前種の変異型とされ

た期間が長く続いたので, 混入して記録されていた可能性が強い. 前種に比し全体が軟弱でよ

り小さく , 脚部は多少とも褐色気味で黄橙色のものも多く, 前胸背板点刻は極端に徴小で且つ
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疎, 稀に上翅が茶褐色気味になる個体も見られ, 九州本土産個体群には前胸が美麗な赤種色の
ものもあり或いは別亜種かも知れない. また別亜種が屋久島(satouchii) と済州島(instdar,s) に分

布する(Kishii, l961: 49-50; Kishii et Paik,2002: 9).
Hemicrepidlus (トl,emicrepidiusl deserter deserter (Candeze, 1873) ヒメクロッヤハダコメッキ

(写真48)
長野 開田村西野, l ♂, 20. VII i992; 王滝村御岳鈴ヶ沢, l ♀, 23. Vn. l994; 御岳八海山

( l800-2000 m), l ♂, 31. VII i993; l ♂, 24. VII i994.
静岡県水窪町門桁山(l300-l375 m), l ♂, 12. Vii i992; 同(l200-l300 m), l ♂,24-25. VII.

1999; l ♀, l3. VIIL2000; 同家老平( l200m), l ♂,24. VII i999.
岐阜県河合村天生峠, l ♂, 5. vm. l995; 同(l300- l400m), l ♂,20. vII i990; 高根村日和田

高原(l600 m) ,6 ♂♂,7. VIII. l994.
愛知県津具村面の木峠, l ♂, l8. VII i999; l ♂, l3. VII 2003;2 ♂♂, 1 ♀, lt. VII 2004; 稲

武町面の木峠(1100 m), l ♂, l7-l8. VII i999.
前胸・ 上翅・ 腹部・ 脚部などの色彩変異の著しい種で多くの異常型名も付されている.  また体

表光沢も大部分の個体では金緑色であるが, 青紫色のものも多く , 単に光沢のある黒色の個体
もある.  これまでに検し得た資料では東北から中部地域のほぼ半数個体で上翅が茶褐又は黄褐

色を呈し, 東海以西の地域では通常の黒色型が多く茶褐色型は10-15 %程度で著しい差がある.
この茶褐色のものはLewis( l894: 200) が和田峠の資料で変異型とした個体(Athous v"・e,7s, var.
brunne,perm,s) と同じものと思われ, 、,,rens はその後本種のシノニムとされた. またこの上翅茶
褐色個体は近畿圈以西に多い別種 kibaneキイロツヤハダの雌などの大型個体と似るが, 触角第
3 節形状, 前胸背点刻の状態, 前胸後角部形状などで異なる. ツヤハダコメツキ類で上翅が茶褐

色又は黄褐色型のものは k;ibaneの大部分の個体, 伊豆諸島分布のsecessus の亜種 izuinsulanus
イズツヤハダの大部分, s,nuatus コクロツヤハダで稀に見られる. 本種の茶褐色型はsecessusの
それに似ているが,  これら類似種の触角第3 節形状が幅広の三角形据歯状であるのに対し, 本

種では第 3 節も前節の延長状の長三角型で明瞭な解歯状でないこと,  前胸背点刻が大きく密,
後角部先端と隆起線末端はあきらかに分離している点などで区別できる.
Hemicrepidiu:s (Hemierepidius) desertoryakuensis Kishii,1969 ヤクツヤハダコメツキ

(写真49)
鹿児島県上屋久町白谷 l7 号支線, 1 ♂, 11. VII i986; 同小瀬田, 1 ♀, l2. VII i986; 同大株歩

道, l ♀, l t. VII i995; 同平瀬林道, l ♂, 7. VII 2002(LT); 同白谷雲水峡, l ♂, l ♀, l2.
VII i995; l ♂, 8. VII 2002; l ♂, 9. VII 2002.
本種の屋久島・ 対馬・ 奄美大島の個体群では特に体色変化が頭著で, 更に他の特徴でも変異が

認められ, それぞれの島特有の別亜種とされている(対馬: taishu; 奄美大島: amanucola; 済州島:
chejuanus) . 屋久島のものは腹部が赤種色になる個体が極めて多い.
Hem,crepidius (Miwacrepidius) subcyaneus(Motschulsky,1866)  ルリツヤハダコメツキ
長野 訪市 ヶ峰池のくるみ, l ♀, 5. vn. l997; 木曾福島町東山土場, l ♂, l ♀, 20. VII.
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l986; 2 ♂♂, 2 ♀♀, 5. VII. l987; l ♂, 26. VII. l987; l ♀,5. IX. l987; 同下中沢, l ♂, 20.
VII 2003; 王滝村九蔵(1100m) , 3 ♀♀, 21. vII i991; 南木曽町上在郷, l ♀, l9. VII i997;
長谷村戸台, l ♀, 28. VII i985; 同三峰川上流, l ♀. 2. VIII. 1986.
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♀, 29. Vn. l988.
愛知県旭町旭高原元気村, 1 ♀, 27. VI. 1998.
光沢の強い美麗な青藍色で強固な上翅の本属では極めて珍 しい体形の種で, 類似のものはユ

ラシアに広く分布する多くの種には見られず,  北米産のmorioが黒色であるが体構造では本
種同様極めて強固で異質である. 北海道から九州までの本土と島◆興では奥尻- 国後・ 隠岐の山地

で見られる本邦固有の種で, 雄個体に比し雌が極めて多く得られる傾向がある.

DENDROMETRINAE( カネコメ ツキ亜科) : Senodoniini(アオツヤハダコメ ツキ族)
Mucromorphus m_al miwai Kishii, 1962 ヒメアオツヤハダコメツキ(写真50)
長野県王淹村八海山(1800-2000 m), l ♂,31. VII i993; l ♂,24. VII i994; 同御岳田ノ原

(2000 m), 5 ♂♂, 27. VII i992; l ♂, 24. VII i994; l cf'、, 29. VII i995; l ♂, 20. VII i997;
長谷村北沢峠付近, l ♂, 31. VII i987; 同仙丈岳馬の背.2 ♂♂, l ♀,31. VII i987; 八千穂
村麦草峠(2100 m) , l ♂, 7. VII_2001.
冷涼高所性の種で本邦特有の固有属一種のみ知られる美麗なコメツキである. 中部山岳地の

南北両アルプス高山地帯が本種の南西分布限界と見られ,  東北では山形・ 福島からの報告例も

ある. 北海道高地と利尻島からは次項の別亜種が知られ, 特異な形態と強い緑色金属的光沢で
分かり易い. 共に飛翔中の雄個体が多く雌は少ない傾向が強い.  またその系統的な位置は研究

者によって説が分かれていて更なる検討を要する. カネコメツキ亜科は多くの族と亜族に分け
られ, これも定説的なものは確定していない.
Muc'omorphus miwal yusll ifoi' W. Suzuki, 1985  アオッヤハダコメツキ

北海道上川町三国峠, l ♀, l9-23. VII i988, 中村司 leg.; 羅臼町知床道路羅臼湖入口,2 ♂♂,
20. VII i 998.

本州脊梁山系の高山に分布する原名亜種に比し, 本亜種の方が大型で緑色金属光沢も強く触

角はより暗色である. 三輪(Miwa, 1934: l l3) により北海道大雪山雲ノ平・倶知安・利尻島・西駒

ケ岳・ 日光・ 鞍馬山の資料を基にAthous (Crop,dophorus) montanus の名で記載され,  鈴木(w.
Suzuki, l985: 88-89) によりCandeze (l860) のAthous n1ontanusのホモニムである事が分かり上記
種小名となった. なお三輪の報じた京都市鞍馬山からの資料はデータ誤記と考えられる. 北海

道では低高度の山地でも見られ利尻島と国後島からも記録されている.

DENDROMETRINAE( カネコメツキ亜科) : Prosternini( ヒラタコメツキ族)
Liotricll‘'s affinis tlypocrita(Lewis, 1894) ホソツヤヒラタコメツキ(写真51)
長野県長谷村北沢峠付近, l ♀,31. vn. l 987.
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前種と同じく南北両アルプス高山帯以北に見られ,  ヨーロッパ原産で極東北域まで分布する

属基本種であるが,  本州産個体群は Lewis が独立種とした記載種がその本土固有亜種(岸井,
l985a: 10) , 北海道・ 利尻島・ 南千島諸島・ 樺太・ ロシア沿海州・ 中国東北分布のものは, 幌筵島資

料で独立種とされたkurilensis(Miwa,  1928a:  l44) がその亜種とされている(大平・楠井,  l975:
24) . しかしGuljeva(l989: 42-43) はロシア全域分布のものをalffinisとし, 本邦産のh ∝ rita は

独立種でkuri/ensisをその亜種としたが,  筆者が検した沿海州と中国東北産資料はkurilensisと
見られる(岸井,2000: 7-8) . 雌個体は雄に比して著しく肥大していて一見別種の感があり, かっ
て別種(alpensis) と見なされていた事もある(Miwa, l928a: l43; Kishii, l985:10) .
Actenice'omo'pilus selectus(Candlize,1865) エゾフトヒラタコメツキ

北海道上川町三国峠, l ♀, l9-23. VII i988, 中村司 leg; 生田原町安国, l ♀, 20. vn. l988, 中
村司 leg; 羅臼町ルサ川林道, l ♀,21. vn. l998; 幌加内町白樺, 1 ♀, 10. vn. l999; 留辺菜

町石北峠(800-1000 m),2 ♂♂, l t. vII i999.
本属の基本種で, Gur:ieva(l986:552) は前属の亜属と見なし, Tamawski(l996:593) もその様に
扱っている.  この両グループは一般的な形態ではよく似ているが異なる属とみて好いと思う.
前属の前胸背板後角の隆起線は極めて明瞭で長く , 前胸腹板側縁線 は単純で後端部のみ僅かに

二重平滑, 前胸腹板突起は基部で明瞭に内方に湾曲するが, 本属では前胸背板後角の隆起線は
弱く極めて不分明で, 前胸腹板側縁線は少なくとも前端部と後端部は多少とも二重平滑状, 前
胸腹板突起は後方へ直線上に伸びるなどの点で異なる.  現在21 種程が知られ中東とロシア東

部に3 種, 北米に4 種分布する以外は全て邦産種である. 本邦産 l4 種の内北海道からは本種の
みで奥尻島と国後島を含めて特有の固有種である. 期エゾニュウなどの多くの花上で普通に

見られる代表的な北海道のコメツキと言えよう.
Acton'ceromorphus nipponensis Ohira,1973 ニホンフトヒラタコメツキ(写真52)
長野県大鹿村大塩, l ♂, 25. V 2003; 川上村梓山戦場ヶ原, l ♀, l3. vI_2004.
岐阜県高根村日和田高原( l600m),1 ♀, l6. vI. l991.
高地性の種で長野・ 静岡以北~青森からの記録は信頼でき,  今回の岐阜県も分布は当然であ
ろう. 和歌山と広島からの報告例があるがこれは再検が必要と思われる. 上翅が赤色から黄赤

色の本邦産種は3 種知られ, 本種の上翅は最も濃い赤紅色, 前胸背板光沢は紫色を帯び, 前胸背
板中央の縦陥部は殆ど消失して普通は認められず, 冷涼高地の花上で得られるが少ない.
Actenilce'0morphus kurofunei (Miwa,1934) ミヤマフトヒラタコメツキ(写真53)
山梨県須玉町増富, l ♂,2. VII i988.
長野県長谷村戸台, l ♀, 25. V 2003; 大鹿村小渋湖 , l ♀,29. v. 1999; 同鳥倉山林道, 1 ♀,

20. VII 2001; 同大塩,2 ♀♀,25. V 2003.
岐阜県白川村大白川林道,4 ♂♂,3 ♀♀, l8. VI. l988; 本巣町日当土場, l ♀, 10. v. l986; 同

谷山谷, l ♂,1. V. l988; 根尾村水鳥谷, l ♀,29. IV. l987.
兵庫県波資町音水渓谷, l ♂,28. Iv. l985.
本州から九州までの山地で飛翔中のものや各種花上で見られ, 本属としては最も普遍的な分

26 -



布をする種であるが, 近来多くの類似種が記載されているので同定には注意を要する. 特に四
国・ 九州の資料では詳しい比較検討が必要である. 体表はほぼ真 様光沢を帯び, 徴軟毛も黄色

で, 脚部は赤褐色である. 総じて雄生殖器構造に分かり易い差異点は少なく, 雌貯精表内は一面
に淡い網目構造状の膜で被われ, 種間でも殆ど同様で分類の難しいグループである.
Actenice,omo,'1phustsukamotoi Kishii,1966 ツカモトフトヒラタコメツキ(写真54)
長野県王滝村御岳鈴ヶ沢(1100-l400 m), l ♂,27-28. VIL l991; 長谷村三峰川上流, l ♂, 2.

Vm. l986; l ♂, 1. VIII. l987.
岐阜県根尾村水鳥谷渓谷, l ♂,5. V. l986.
前種によく似るが銀白色の体毛, 濃赤色の脚部は端部が暗色になる傾向が強く, 体表光沢は
強いが真 様ではなく寧ろ鈍い鉛色状である. 富山・ 山梨・ 滋資・ 和歌山から記録され, 山形・ 石

川・ 長野・ 京都・ 兵庫・ 鳥取の資料も検している.
ActeniceIomorphus ozeanus(Nakane et Kishii,1954)  クロフトヒラタコメツキ(写真55)
長野県川上村梓山戦場ヶ原, l ♀, l3. VI 2004.
東北・ 北陸・ 関東・ 中部地域の山地から知られ, 京都北山地域の大悲山からの個体(l ♂, 24. V.

l948, 上住泰 leg.) も検しているが, 以後近畿圈からの報告例はない. 体は一様に黒く, 体表の徴

軟毛も前種に似て白色, 脚部は殆ど黒色であるが稀に部分的に褐色を呈する個体もある. しか
し上翅の圧平度が強く, 間室も圧平され隆まることはない. 本属の種は一部を除いて多くの種

で体形, 色彩, 生殖器構造がよく似ているので, 同定には入念を要するグループである.
Actenice'omorphus lut、'ipennis (Lewis,1894) アカハネフトヒラタコメツキ(写真56)
長野県長谷村戸台, 1 ♂, 25. V 2003.
上翅の赤い邦産本属の種は本種及びchlamyd,atus べ=バネフトヒラタと前述のnipponensls
の3 種が知られ, 長野県からは本種のみ記録例がない様である. 上翅色彩は禮色味が強く, 前胸
背板は真 様の光沢を持ち中央縦溝は明瞭である. 本種はより低高度の山地で見られ,  よく似

たch/amydalus は本種分布域より南西地域に多いようで, 北陸・ 関東・ 中部・東海地域にも分布す
ると思われるが, その記録例については個々 に再検討が望ましい.
Corymbitodes gl,atus (Levlns,1894) ドウガネヒラタコメツキ
新潟県板倉町魚倉, 3 ♂♂, 31. V. l987, 金田吉高 leg.
富山県利資村水無, l ♀, 23. V 2004.
長野県王淹村御岳八海山, l ♂,2 ♀♀, l9. VII i986; l ♀, 20-21. vII i991; l ♂,23. vIl.

l995; 同御岳, l ♂,5. VII i987; 開田村開田高原西又, l ♂,24. V 2003.
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♂, l ♀, 3. vII i988.
本属はシベリア中東部・ 日本列島・ 台湾・ ミャンマー・ 北米に20種程分布し,  本邦からは7 種

記載されていて, 上翅黒色で金属的光沢をもつ4 種(conco1or, gratus, kiiensis, takabai) と, 上翅は
黄橙色又は濃茶褐色の3 種(nikkoensls, rubripennis, obscuripes) があり, 本種を除き他は全て本邦
固有種である. 本種は本邦本土全域と奥尻・ 国後・ 佐渡・ 隠岐・ 御蔵・ 対馬・ 屋久などの付属諸島か

らも知られ, 樺太の記録(Guljeva, l989: 53) もある. 里山から高地の各種花上で見られ燈火にも
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飛来する.  外部形態で固有の幅広の強壮な体と青紫色光沢の特徴が明らかな種で分かり 易い.
本属の種も前属と同じように雄生殖器構造に差異点は少なく , 雌貯精表内は網目構造状の膜で
被われていて種間の差異点を見いだすのはやや困難である.
Corymbitodes concalor (Lewis,1894) ホソヒラタコメツキ
長野 長谷村戸台, 1 ♂,2. V 2004; 鬼無里村戸隠西岳林道,1 ♂, l ♀,31. v. l980.
岐阜 白川村白山大白川林道,3 ♀♀, l8. VI. 1988.
前種と同じ様な地域と環境で見られるが, 付属諸島からの記録はない. 前種より細く華:者で
鉛状から薄い真 様の光沢で被われる.  最近本種と前種の中間的特徴を持つ 2 種(kilens,s,
takabai) が相次いで記載されているので, 同定には注意を要する. また一般的には本種の雌個体

では脚部が鮮明な黄色のものが多く , 雄個体では暗化して黒褐色のものが多い.
Paraplloti、stus niger (Miwa,1928)  クロオオヒラタコメツキ(写真57)
富山 上平村桂湖畔, l ♂,2. v. 1999.
長野県長谷村戸台, l ♂, 3. V 2003; 1 ♂, 25. V 2003; 開田村開田高原西又, 1 ♀, 24. V 2003.
岐阜 本巣町谷山谷, l ♂, 1. V. l988.

本種はMiwa(1928a: l42) がCandeze(1873: 25) 記載のCo,ym加os nolabiusの変種として, Mt.
Takaoからの資料で発表したが, 後にLewis(l894: 259) のCo,y″lbites praenobaisと同じものと
した(Miwa, 1934: l21) . しかしこのLewis種はActenicerus 種であることが分かり, 三輪命名の

ものが独立種とされた(W. S,mlki, l987: 3) . 本属は本邦固有属で3 種 l 亜種が分布し, 内 l 種

notabilisは済州島 (金源澤, 1984: l97-211; l993: 261-441)及び朝鮮半島(Hoyden, l887: 256)か
らの記録もあるがこれらは共に疑わしい. 大型ヒラタコメツキ類の種と して上翅の 降り状斑

紋の弱いActenicerus  可irmusがこの地域に広く分布していて,  これを誤認した可能性が強い.
本種の分布域は北陸・ 関東以西の本土各地と五島列島で余り多い種ではない.  また雄交尾器は

幅が広く側片先端の鈎状部は特異な形状で他の本族の種には見られないものである.
Actenicerus pruinosus Motschulsky, 1861 シモフリコメツキ

岐阜県白川村白山大白川林道, l ♂, l8. VI. l988; 同保木脇, l ♂, 4. V 2002; 根尾村高尾谷, l
♂,25. IV. l987.
愛知 稲武町段戸裏谷, l ♂, 6. vI. l993.
邦産シモフリコメツキ類の分化は著しく,  現在24 種4 亜種ほどが知られているが更に増え

そうな状況である. 属基本種はョー ロツパ原産でこの地にはこの種のみ分布し(カザフスタン・
シベリァ西部と北米北東部にも分布) ,  別にシベリア東部・ 朝鮮半島・ 中国東北部と南部・ 台湾・

東南アジアなどから6 種余り知られる. 本種は本邦から最も早く記載された種で, 当初は, 現在

別の独立種と確定している複数種も全て本種の変種とされていた(Miwa, l934: l l5-l l6) . しか

し一般の外部形態のみならず, 本属の両性生殖器形状には明陳な種間相違点が認められるため
多くの種の存在が明らかになった. 本種は赤銅色の光沢が強く上翅の白色毛斑と, 疎で大きな

前胸背板点刻は中央部では互いに明陳に離れ, 前胸背板光沢は極めて明瞭である. 北海道から
九州・ 粟島・ 隠岐・ 平戸島・ 福江島までの広い範囲から記録されていて, 国後島・ カムチャツカ・ 棒
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写真 55-67. 55, クロフトヒラタコメツキ Actenlceromorphus ogeanus (長野県川上村梓山戦場ヶ原, ♀,
l4.3 mm);  56, アカハネフトヒラタコメツキA. fdvipennis (長野県長谷村戸台, ♂, l l.9 mm);  57, クロ

オオヒラタコメツキ Paraphotlslt,s ligo,・ (岐阜県本巣町谷山谷, ♂, 20.9 mm) ; 58, シモフリコメツキ一種

Actemcerus sp. (長野県開田村開田高原西野,   ♀,  l9.6  mm); 59,  オンタケシモフリコメツキA
toyoshimai (長野県王滝村御岳田の原, ♂, 14.6 mm);  60, シコクシモフリコメツキ A naomli (徳島県束
祖谷山村剣山, ♀, l5.8 mm);  61, チャグロヒラタコメツキCatambus mundtdus (長野県王淹村御岳八海
山, ♂, 8.2 mm);  62, クロツヤヒラタコメツキC. Japonlcus (静岡県水窪町門桁山, ♀,7.2 mm);  63, オ

オクロヒラタコメツキ亜種Psetldanostirus dilatatl,s subsp. (岐阜県高根村日和田高原, ♂, 12.1 mm);  64,
同 (静岡県静岡市二軒小屋西俣,  ♀,  12.4 mm) ; 65,  ミヤマヒラタコメツキ Mosota lessus impr、esst,s

sa(;haiinensts  (岐阜県高根村日和田高原,  ♀,  l5.7 mm) ; 66, アカヒゲヒラタコメツキMeoprtstiiophtts
serrifer serrifier (鹿児島県高山町甫与志岳, ♂, 19.2 mm);  67, ヤクアカヒゲヒラタコメツキN serrlfer
.).akuanus (屋久島上屋久町平瀬林道, ♂, 12.2 mm).

太からの報告例もある.  しかし筆者は信頼できる北海道産の資料を検していないのと, 北海道・

南千島諸島にはよく似た別種1curilensisチシマシモフリが広く樓息しているので,  北海道など
北方地域には分布しないものと考えている.
Actenicen's kiashianus (Miwa, 1928) ホソシモフリコメツキ

長野県小谷村鎌池,2 ♂♂,22. VI. l996.
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愛知県足助町大多賀,1 ♀,3. V. 1985.

種小名から黄赤色の脚部は特徴の一つではあるが, 一般には脚部が褐色又は黒色の個体も普

通で, 前種の変種(var.) として記載され, また以前yamas加alともされていた種である. 雄に比
して雌の方がより鮮明な黄赤色脚部を持つようである. 前種及び次種に似るが前胸背板点刻は

大きく極めて密で点刻間は殆ど接している. 本州では青森から中国地方まで広い地域から記録

され, 北海道と徳島県からの記録例もあるが確認はしていなく , 四国の場合はnaomii シコクシ

モフリの可能性が強い. 何れも雄交尾器側片先端の形状で区別は難しくはない.
Actenice'usJ'amashiro Kishii, 1998 コガタシモフリコメツキ
新潟県板倉町魚倉, l ♂,31. V. l987, 金田吉高 leg.
愛知県稲武町面の木峠,2 ♂♂,5. VI l988; 同(1100 m), l ♂, 20. VI. l993; 足助町大多賀, l
♂,3. V. l985.
京都盆地北域のいわゆる北山地域(600-800 m) で5-6 月頃に多数個体が出現し, 小型軟弱で圧
平された体形をもつ種である. 上翅の需降り状斑紋が殆ど消失し無紋状になるものが大部分で,
筆者はLewis( l879: l57) がKii (紀伊) の資料で記載したAthot,s aerosusと誤認していたが, 大平
(l997: 93) によりこの種の実体が判明し, 北山の個体群は別種個体群と確認された. 前2 種に似

た点もあるが小型で軟弱, 体表は赤銅色光沢が強く , 前胸背板点刻はより疎で点刻間は明瞭に

離れ平滑, 上翅間室点刻もより微細で, 雄生殖器側片先端の側方突起はより短く端部は半球状

に丸まる. 北陸・ 東海・ 近畿・ 中国の低山地に広く分布し, 前述した様に京都北山個体群では上翅

降状毛斑は極めて不明瞭で, 雄では一様な灰白毛で被われ無紋状のものが多いが, 分布域が
近畿圈より離れるに伴いこの毛斑は両性共に明瞭になる傾向が強いようである.
Acton'cen's ori,entalis (Candeze, 1889) オオシモフリコメツキ

愛知県足助町平沢, l ♀, 3. V. l985.
岡山県中央町西幸,1 ♂,1. VI. l986, 小田中健 leg.
邦産種で大型の上翅毛班が明瞭な個体は, 従来その殆どが本種と見られていたが, 雄生殖器
構造の検討が進むにつれ,  中には多くの別種個体群が包含されていたことが判明した.  続く 3
種もそうで,  他にも未記載と見られる種を含めて幾つかの別種と見られる個体群が存在する.
現在本州・ 四国・ 九州の殆どの地域と佐渡島から報告されているが, 検した四国からの資料は全

てnae"mシコクシモフリで四国分布は疑わしく, 九州本土からの資料では本州産のものとは異

なる特徴も見いだされるので再検が必要で, 未記載種の可能性もある.
Actenicerus sp. シモフリコメツキ一種(写真58)
長野県開田村開田高原西野, 1 ♀, 24. Vn. 1992.
長野県には本属の未記載と見られる個体群が複数分布し, 今回の開田高原の資料もその一つ

で, これと同じものを山之内町と岐阜県神岡町からも複数個体見ており, 前種や次種との間に

は幾つかの類似点もあるので精検後明確にしたい.

Actenicerus toyosllimai Arimoto et V'Vatanabe,1993 オンタケシモフリコメツキ(写真59)
長野県王滝村御岳田の原, l ♂, 27. VII i992
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岐阜県高根村御岳日和田高原(l600 m) , l ♂, 22. VI. l997.
御岳の高所湿地帯に発生する種で, 近似の種とは短大な体形や短い触角などで分かり易いが,
近似種などとの雄生殖器構造の差異点は小さい. 今回の資料は基産地と同じ地域のもので, 基

準資料(paratype) に比して上翅の精降状斑が殆ど認められず,  前胸背板と上翅間室の点刻など
は一見ohbayashiiムネダカシモフリに極めて似るが大型で触角が著しく短い. 本邦産のシモフ

リ類には局所的分布が顕著な種もあり, 飛騨山系には本種以外にも, 乗鞍岳周辺及び上宝村か
ら大多和峠周辺に類似の未記載と見られる別種個体群が得られている.
Actenicen's naom// Kishii, 1996 シコクシモフリコメツキ(写真60)
徳島県東祖谷山村剣山, l ♂, l7. VII i988.
本種は従来orientalisオオシモフリとして報告されていたが,  四国全土からの多くの資料を
検した所, 近畿・ 中国- 九州各本土のorienla/isと見なされるものとは異なり, 体はやや細く小型

で上翅毛斑はより明瞭などの点で分かり易いもので, 今のところ四国山地からのor,entailsと認
められる個体は見ていない.
Acton'cen's aerosus aerosus (Lewis, 1879) へリァカシモフリコメツキ

富山県利資村水無, l ♀,23. V 2004.
長野県開田村開田高原西又, l ♀,24. V 2003.
静岡県水窪町門桁山, 1 ♀, 1. vn 2001.
岐阜県白川村保木脇, l ♂, l ♀, l8. v 2003.
愛知県瀬戸市定光寺, l ♂, l t. vI 2004.
邦産種の中では特異な形態を持つ種で, これまでにも異名で発表されたものが多く (",odes加s,

sJaelandica chokai ab horioi, otsukne, pruinosus var. minoensis etc.), 両性生殖器も形態的には本
属と同系統のものであるが他種とは些か異なっている.  本州・ 四国・ 九州・ 隠岐から記録されて

いて, 色丹島と済州島からの報告例もあるがこれらは共に疑わしい点がある. また屋久島には

別亜種(mlyanouranus) が分布する.
Calambus numdulus(Lewis,1879)  チャグロヒラタコメツキ(写真61)
長野県王滝村御岳八海山, l ♂,25. VII i992; l ♂,1. Vm 2003; 同御岳田の原, l ♀, 27. vIl.

l992; 同(2000m), l ♀, 20. VII i997.
邦産のこの属は3 種知られ,  本種と次種は共に本州・ 四国・ 九州・ 隠岐の同じ様な環境で得ら

れ, 他の1 種(kusuii) は北海道に分布する.  従来北海道・ 国後・ 択捉・ 樺太から本種名で記録され

ていた種はこれと見られる. 本種は茶褐色気味の体色と, 触角節の形状などで次種とは容易に

区分できる. また冬季ケヤキの樹皮下で越冬中のものを多数得たことがある.
CalambuSjaponicus (FIeutiaux,1902) クロツヤヒラタコメツキ(写真62)
長野県安 t、ナ梓川上流, l ♂,9. Vn. l988; 長谷村戸台, l ♂, l9. v 2002; 開田村開田高原西
又, l ♀, 24. V 2003.
静岡県水窪町門桁山, l ♀, 1. VII 2001;1 ♀, l2. vIl 2003.
岐阜県白川村白山大白川林道, l ♂,4. vIIL l990; 高鷲村ひるがの高原,2 ♀♀, l7. v 2003.
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愛知県稲武町面の,1、.峠, i♀, 28. Vi. 1986.
前種と分布域もほぼ同じで,  漆黒の体色とやや数珠状の触角の特徴を除くとよく似ている.
本種は対馬からも得られているが同じ種かやや疑問の点がある.
AnostirusOpostiru.s) da,'m,'o(Lewis,1894) ダイミョウヒラタコメツキ
岐阜県白川村白山大白川林道,2 ♀♀, l8. VI. 1988; l ♂,16. VI 2001; 高根村御岳日和田高
原,1 ♀, 8. vIII. l999;1 ♂,1 ♀, l6. VI. l991; l ♀,10. VII i994; l ♀,23. VII i995.
北海道から九州と北方付属諸島及び佐渡・ 隠岐の広い範囲から知られ,  黄色上翅の顕著な黒
紋で著名である. 本属はユーラシア大陸に多くの種が分化しているが, 本邦には本種と属の基
本種の本邦亜種A (IA.) castaneus Japomcusツマグロヒラタの2 種が分布する. 本種はシベリァ

東部や樺太で多く見られるboeberiウスモンヒラタの有紋型と似た点があり,  朝鮮半島から本
種名で報告されたものはこれの有紋型を誤認した可能性もある.
pseudoanostirus dilatatus (Miwa, 1928), subsp. オオクロヒラタコメツキ亜種(写真63, 64)
静岡県静岡市二軒小屋西俣, l ♀,4. Vul 2001.
岐阜県高根村御岳日和田高原(l600m), l ♂, 22. VI. l997.
本属はDolin (l964: l20) により前属の亜属として創設され, Gurjeva(l984:295-297; l989: l55-

176) は独立属としてユーラシア大陸中北部で多くの種(18 種, l 亜種) を本種を含めて記録した.
邦産種は本種のみで樺太・ 北海道・ 利尻・ 国後などと,  本州ではこれまで群馬・ 山梨・ 長野三県の

冷涼高地でのみ知られ稀な種である. 本種については北海道産のものについて大平・ 飯島(2001 :
47-51) が詳しく解説しているが,  本州産個体群については記録例が少なく特にその雄個体の精

査を望んでいた(岸井, 2003b: 6-7) . 今回の日和田高原の資料は雄で, 交尾器側片は北海道産個

体と比して太く短め且つ直線的に伸び, 北海道のものの様に明瞭に内方に曲がることなく, 先

端部は丸まり鈍端状ではない点などで異なる. また雌貯精表内の角質小突起は本州産のものに
比し明らかに大型である点などでも異なり, 両地域に分布する本種はそれぞれ別亜種群と見ら
れる. Miwa(l928: l43) は札幌産個体で記載しているので, 本州産個体群は別亜種となると見な

される. なお静岡・ 岐阜両県からの記録は初めてで、 山梨県瑞 山で得られた雌個体3 頭の様な

赤褐色上翅ではなく共に完全な濃黒灰色であった.
Mosotalesus (Mosotalesus) ,'mpressus sacllal,'nensls (Miwa, 1928) ミヤマヒラタコメツキ

(写真65)
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♂, 30. Vn. l989.
本種はユーラシア大陸中北部の冷涼高地に広く分布し, 南限分布域は本州中部高山帯とみら
れ, 樺太から本邦北部に見られる個体群は別亜種(樺太産個体で記載) とされている. 朝鮮半島
とロシア沿海州からの記録もあるが本亜種との関連は明らかでない. 当初Miwa(l928: l41) は
和名をカラフトヒラタコメツキとしたが, 長く上記名(大平, l954: 30, as Ctenlcicera-Selatosomus
impressa[!] ) が用いられているので変えることもないと思う.  また従来Selatosomus属種とされ
ていたが, 構造上の差異点から異質性が高く, その別新亜属Mosolalesus(岸井, l977a: 27, 31) と
して創設されたが, Guljeva(l989: l81) とTamawski(1995: 2) は昇格して独立属と見なした. 主
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と して中央アジアとその周辺からl5 種ほど記録され, 別亜属Setasonlus も新設され3 種が北米
などから報じられている. なお大台ヶ原山からの報告例もあるがこれは疑わしい・

lveopristilophus serriferserrifer(Candeze,1873)  アカヒゲヒラタコメツキ(写真66)
愛知県旭町旭高原元気村, l ♂,4. Vn. l997.
鹿児島.県高山町甫与志岳(FIT),3 ♂♂, l6-l9. VII 2004, 野田亮 Ie9.
他の邦産種に比し外観が幾分エキゾチックな感じの風貌をもつ本種は,  ヨー ロツバ南東部分
布の属基本種depressusに類似し,  本属唯一の本邦固有種で本州から九州まで広く分布してい
る. 全世界からほぼ30種記載され, その内20種程がアフリカ産で他はマダガスカル' インド'
東南アジア・ 北米などに分布する. 朝鮮半島からも多くの資料記録が報告(Kim, 1978: 114, Pl・
xiii, EL. l2) されているが, 付された写真の個体は明らかに本属の種では無く, 多分MelanOtuS
クシコメツキ種と見られるもので, 本種の朝鮮半島分布は疑わしい.
Neoprisailophus serriferylakuanusKishii,1982 ヤクアカヒゲヒラタコメツキ(写真67)
鹿児島県上屋久町宮之浦,4 ♂♂, l2. vII i995; 同大株歩道, l ♂, lt. Vn. l995; 同平瀬林道,

2 ♂♂, 6. VII 2002 (LT) .
屋久島のものは両性生殖器構造に明瞭な差異点があり別亜種と して記載されたが, Tamawski

(l996: 629) は独立種としている.
selatosomus(Salatosomus) puncticoms(Motschulsky,1866) コガネコメツキ
北海道生田原町生田原駅土場, l ♀, l9. vII i994, 芦田久 leg.; 札幌市八剣山, l ♀,25-27. VI・

l983, 中村司 leg.
静岡県静岡市二軒小屋東俣, l ♀,5. VIII 2001.
上翅が青緑色または青藍色の金属的光沢をもつ美麗な冷涼高地性種で,  北海道' 北方付属諸
島・ 本州中部以北と樺太に分布し, 本州西端分布域は宮山・ 長野あたりで, 京都市貴船渓谷産の
ラベルをもつ雄個体(1. vIII. 1963, J. Kawai leg) を検したが, この個体の上翅に金属的光沢はな

く, 一様な黒紫色で北海道産個体に屡々 見られ, 本州産では少なく山形県鳥海山からのl 個体
を見たのみである. なおその後京都近辺での再発見はなく分布の可能性は小さい. 韓国からの

記録(Kon-Kuk Univ., l994:l59) もあるが, これはよく似たcoreanus の誤認と見られる.
Selatosomus (Plristilophusl onerosus(Lewis,1894) トラフコメツキ

岐阜県谷汲村岐礼谷, l ♂, l2. V. l 985.

本邦固有種で早春から初 の候, 本州から九州までの低地から里山に掛けて広く分布し, 邦

産種では珍しい色彩斑紋を持つ種であるが最近は少ないようである. ユーラシア大陸北部に広
く分布する同じ亜属のcrucia加sに似るが, これはより強壮で鮮明な斑紋と短い触角及び雄生殖

器の明らかな違いをもつ.また北米産のsemi、,ittatusに似た色彩斑紋のため誤認されたこともあ
る.  本邦からは本種によく似た,  より小型の別種pacalusコガタトラフが東京からの資料で本
種と同時に記載されたが, これまで本種の小型個体と見られていて確実な再報の例はない. 本
種onerosusとされる資料にはこの様な小型個体も屡々 得られており, 一般に得られる大型個体
とは生殖器側片先端部に微妙な差異点もあり, pacatusが独立種の可能性はある.
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ELATERINAE( コメ ツキ亜科) : Megapenthini( ツヤケシコメツキ族)
Gamepenthes versipellis(Lewis,1894) メスアカキマダラコメツキ(写真68)
北海道幌加内町白樺, l ♂,26. VII i998; 留萌市幌様, l ♀,27. Vn. l981, 中村司 leg.
山梨県上九一色村富士山青木ヶ原, l ♂, l ♀,20. Vm. l988.
長野県王滝村御岳鈴ヶ沢(1100-l400 m), l ♀, 25. VII i991; l ♀, 27-28. VII i991; 同八海山

( l650 m), l ♂,2 ♀♀,29. VII i988; 南木曽町大平峠,2 ♀♀,2. VIII. l997.
静岡県水窪町門桁山, 2 ♂♂, 22. VII 2000.
岐阜県河合村天生峠( l300- l400 m) , 2 ♂♂, l ♀, 6. vm. l988; 白川村白山大白川林道(l200-

l400 m),1 ♀,7. Vm. l988; 根尾村温見峠(700-1050m), l ♀,9. VIII. l991.
宮崎県 島山皇子原, l ♂, 27. Vn. l989, 森一規 leg.
本種は色彩体形共に性差の明瞭な種であるが, 今回の静岡県門桁山で得られた2 頭の雄の一

頭は極めて小型(体長5.5 mm, 写真68) で且つ黒化傾向が強く, 特に上翅は基部に不明瞭な黄褐
色縦斑を持つのみであった.雄個体は小型ではあるが一般には6.4 ~ 8.0 mm で, 6 mm未満の
個体は初めてである. 北海道から九州まで満遍なく知られ, 夏期低地から山地の各種花上で見
られるが, 付属島戦からの記録例は無いようである.
Gamepenthesomatus(Lewis, 1894) コキマダラコメツキ
長野 木曽福島町永田, l ♂, l ♀, 20. VII 2002.
岐阜県根尾村温見峠(900- locO m), l ♂, 10. vm 2002 (LT) .
愛知県旭町旭高原元気村, 2 ♀♀, 27. VI. l998.
前種に似るがより細型で両性とも前胸は黒く, 上翅基部の黄班は太く肩部も黄色で黒くなる

ことはない. 分布域も生息環境もほぼ同じであるが, 北海道からは未発見で前種より少ない.
Gamepenthes pictipenni1s (Lewis,1894) キマダラコメツキ
福島県福島市梨平茂庭林道, l ♀,2. vnL l983, 中村司 leg.
長野県長谷村三峰川上流, l ♀,2. Vm. l986; l ♂,3 ♀♀, 1. Vm. l987; 同三峰大曲, l ♂,2
♀♀, 28. vII i985; 上村しらびそ高原,2 ♀♀,27. VII i985; 木曽福島町東山土場,1 ♂,20.
VII i 986.

岐阜県河合村天生峠(l300-l400 m),1 ♀,20. VII i990; 白川村白山大白川林道, l ♀, 4. VIII.
l990; 高根村日和田高原, l ♂, l6. VIIL l992; l ♂,23. VII i995;2 ♀♀, l8. VIII 2002; 本
巣町温見峠(950 m), l ♂, 10. vIII 2002(LT); 2 ♂♂, l ♀, l5. Vm 2003; 中津川市恵那山
黒井沢, l ♀, 3. VIII. l987.
愛知県稲武町面の木峠(1100 m), l ♀,1. Vm. l998.
前2 種よりは本州の山地に多く見られ,  分布域も似ているが四国・ 九州からの記録例は極め

て少なく, 北海道分布の個体群は次項で述べるように別亜種個体群と見られる.
Gamepenthes pictipennis(Lewis,1894), subspキマダラコメツキ北海道亜種(写真69)
北海道幌加内町白樺, l ♂, 26. VII i998.
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写真 68_30. 68, メスアカキマダラコメツキGanepe,,Ibos 、,ers,pettis (静岡県水窪町門桁山, ♂, 5.5 mm) ;
6g, キマダラコメツキ北海道亜種(1. pictlpen,us subsp. (北海道幌加内町白樺, ♂,6.1 mm) ;  70, クロサワ
ツヤケシコメツキMegapenlheskur()sau,a1 (岐阜高根村日和田高原, ♂, 9.l mm) ; 71, 同 (岐阜県河合村
天生 ,♀,10.8 mm) ;  72, シロウズツヤケシコメッキM shirozla shir(;1zui (屋久島上屋久町平瀬林道, ♂,
76 mm);  73, ホソキコメッキHayekpenthespa11iduspa11idus (屋久島上屋久町平瀬林道, ♂, 7.4 mm);
74, ニセコナガコメツキNeope:,lthespallidihtanerali、s (石垣島屋良部岳, ♂,10.3 mm) ;75, コナガコメッキ

Eclamenogo1,msplebejus (静岡県静岡市畑 ダム, ♀,14.9 mm);  76, フトナガコメツキE. 'obuSa!S(長野
県開田村開田高原西野, ♂,13.3 mm) ;  77, ヤクチャイロコメツキHaterumetater bicarinatusyaku (屋久島
屋久町大川林道, ♂,10.3 mm);  78, アメイロコメツキKomelsukia veslicorni (岐阜県本巣町温見 , ♀,

g6 mm) ,  7g, アラハダチャイロコメツキReitterelater rugipen,11s(鹿児島県佐多町杉山谷, ♂,11.2 mm) ;
80, ハネビロアカコメツキAmpeduspumceus(鳥取県溝口町大山福永原, ♀,11.7 mm) .

前記の本土産の資料とは外部形態にも差異点があり, 雄生殖器形状では更に明瞭な差異点が
認められるので互いに別亜種であることは間違いないと見られるが, 別種の可能性もあるよう
なので精査の上改めて述べたい. なお北海道からは既に本種と しての記録はあるが少ないよう

である(佐々木, l985: 99) .
Megapenthesopac‘Is Candeze,1873  ムネァカツヤケシコメツキ
静岡県水窪町門桁山 (l200-l300 m), l ♀, 24-25. VII i999.
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本邦固有種で北海道から九州・ 屋久島まで広く分布するが少ない種で,  次種によ く似てぃて

分布環境もほぼ同じであるが, 本種は両性共に前胸部は全面が赤紅色で, 後者では雄で黒色, 雌
は赤色であるが前胸背板後緑は黒色である.
Megapenthes kurosal,ll'a'' W. Suzuki,1986 クロサワツヤケシコメツキ(写真70,71 )
富山県利賀村水無, l , 1 早, 23. v 2004.
岐阜県河合村天生 (1300-1400 m), l 早, 25. VII i992; 白川村白山大白川林道, 1 (i'、, l6. vI.

2001; 同保木脇, 1 ♀, 18. V 2003; 高根村御岳日和田高原, l ,i'、, 10. Vm 2003.
本州全域と愛媛・ 大分から知られ, 岐阜県からは今回が初めてのようで, 北陸地域では新潟・

石川・ 福井各県からの記録例はあるが富山からは知られていない.  一般にアジア産の本属の種

には体形に二つのグループがあり, 邦産本属種中で本種は前種と共にヨーロッパ産の属基本種

(aater tuge,,s) と同じく体は強固で黒色, 雄触角が比較的に短いグループに属し, 圧平度の強い
軟弱淡茶褐色の体形と雄触角が明瞭 に長い次種のグループがある.

Megapenthes sh''rozui shl'r,ozui Kishii, 1959 シロウズツヤケシコメツキ(写真72)
鹿児島県上屋久町平瀬林道, l (i'、, 6. VII 2002(LT); l 早,7. VII 2002(LT).
白水隆先生がお若い頃(1950) , 屋久島で採集されたペアーに基づき記載した種であるが, 本

島からは今回が再報となる. 本邦各地と多くの付属諸島からも知られたが何れでも極めて珍し
く, 最近の検討では本種は屋久島と本土の固有種で, 本土産の個体群は別亜種, 他の島l興産のも
のは触角などの形態差や雄生殖器構造の差異点が明瞭なことなどで, それぞれの島(対馬・ 奄美

大島・ 宮古島・ 小笠原母島) での固有別種であることは確実で, 近く発表の予定である.
t・layekpenttles panidus pa//'idus(Lewis,1894) ホソキコメツキ(写真73)
長野県木曽福島町東山, 1 , 5 . v n. l 987.

岐阜県白川村白山大白川林道, l ♀, 4. vm. l990; 本巣町温見 (950 m), 1 早, l5. vm 2003;

同 (950-1000 m), l , l3. Vm 2004(LT).
鹿児島県上屋久町平瀬林道, l (i'、, 2 早 , 6. VII 2002(LT); l 早,7. VII 2002(LT); 同白谷雲

水峡, l 早, 8. Vn 2002; 屋久町大川林道, l 早, l7. VII i993; 同荒川林道, 1 (i'、, l4. VII.
1995; 同小楊子林道, l (i'、,5. VII 2002(LT).
一見して前種とよく似た体型や色彩をもっが, 前頭横溝が中央部でも広く完全なのが本属で,
触角の第2 節より次節が長くその合計長は第4 節より長い.  前属Megapenthesでは前頭横溝の
上下両縁が中央で極めて近接し溝が狭まり, 触角の第2 ・3 節が短小でその合計長も第4 節より

短い. 前種と共に燈火飛来性が強く, 今回は両種共に同時に採集された. 本州・ 四国・ 九州・ 佐渡・

粟島・ 隠岐・ 屋久島から知られる本邦固有種で, 徳之島・ 沖縄本島・ 石垣島と西表島にはそれぞれ

別亜種(tokunoshimensis, okina、ve,Isis, ,nasakii) が分布する.
Agari'penthes tlelvolus (Candeze, 1873)  ヒメホソキコメツキ

山梨県上九一色村富士山青木ヶ原,1 (i'、,20. vm. l988.
岐阜県本巣町温見 (950 m), 1 早, l5. vm 2003.
愛知県旭町旭高原元気村, l ♀,27. vI. l998; l 早,5. VII i998.
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鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m) , 2 ♂♂, 4 ♀♀, l7- l8. VII. 2004.
当初Procraerus属の亜属(Agaripenthes) の基本種とされたが,  触角節形態の差異点などで

Gurjeva( l973 : 450) はこれを独立属とし, 筆者もその様に判断している. 本属の種は何れも極め
て微小な種が知られ, 本邦から南西諸島の多くと台湾で現在8 種程が記載されているが, 本土

産は固有の本種のみで北海道から九州と利尻島・ 冠島・ 隠岐・ 五島列島・ 対馬・ 屋久島までの広い

分布域をもつ. 夏期各種花上で見られるが走光性も強い.
Abelater pulctlerus(Miwa,1933)  キバネッヤケシコメツキ
沖縄県石垣島屋良部岳, l ♂, 2 ♀♀, 28-30. IV 2001.
Fleutiaux( l947: 379, 384-385) が創設した本属は東南アジアに広く分布し, 極めて多くの種が

知られ前属同様に小型微小種が殆どであるが, 前胸背板や上翅の色彩斑紋の違いが種毎に顕著

で分かり易い, 本邦では南西諸島に4 種分布し, 本種は先島諸島の石垣・ 西表・ 与那国の3 島固

有種で, 前胸背後角部と上翅は黄色で, 上翅の会合線と側縁は黒色である.
Neopenthes pallidihumeralis Kishii,1973  ニセコナガコメツキ(写真74)
沖縄県石垣島屋良部岳, l ♂, 30. IV 2001; 2 ♂♂, 3. V 2001.
上唇中央に明瞭な縦隆起をもち, 触角節の構造と前胸後角部の隆起線状態, 雄生殖器構造な
どに基づき, 西表島の資料で新属新種として記載され (Kishii, 1973: 9-10) , 後に石垣島・ 与那国

島の分布も知られた. 前胸背後縁は細く黄色で上翅基部にやや広い淡黄色斑をもつ. 台湾からも

別の種が知られるが, 本族(Megapenthini) の中では特異な形態をもつ.
Ectamenogonus pl,ebejus(Candeze,1873)  コナガコメツキ(写真75)
静岡県静岡市畑薙ダム(1100 m), l ♀, 22. vm. l992.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200m), l ♂, l7-l8. VII 2004.
本種はLudius 種として記載されたが所属に変遷が多くCaledonelater, Crigmus, rio″1otechtles,

Megapenthes, Neolrichophorus, Penthelater, Rhod,openthes, Trichophorus などが用いられ, Platia・
Cate(l990: I l l-ll4) によりBuysson(l893: 314) のEcta"lenogonusが現在有効属名として用いら
れている. 本種はCandeze(l873: 23) がLewisの蒐集資料(Nagasaki, Kagosima, Hiogoの何れかと
見られる) で記載したもので, 現在記録されている地域は殆ど日本全土と台湾・ 朝鮮半島などで

あるが, 国外のものは何れも別種の可能性が強い. また本邦内でも少なく とも屋久島・ 対馬・ 先

島諸島のものには何れも本種と共に別種も含まれるようで, 更に本種に極めて近似の次種もあ

り, 従来の記録は全て確認の要があるが, 両性生殖器構造では種間の差異点が明瞭なので区別

は困難でない. また殆どの場合燈火飛来で得られている.
Ectamenogo'u's robustus (Kishii, 1 966) フトナガコメツキ(写真76)
長野県開田村開田高原西野, l ♂,3. Vm. l996.
岐阜県根尾村温見峠(900-1000 m) , l ♀, 10. vm 2002.

岐阜県温見峠で得られた個体(♂, 10. vm. l956, 庄司武夫 leg) に基づいて記載され, 北海道
から鹿児島まで広く分布する本邦固有の種で, 前種に極めてよく似た体型色彩をもち共に燈火

飛来性が強く , ほぼ同じ環境条件の地域で得られるので紛らわしいが, 本種の触角第3 節が前
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節よ り明瞭に長い点と, 著しく幅の広い雄交尾器形状で前種との違いは分かり易い

ELATERINAE( コメ ツキ亜科) : Ampedini ( コメ ツキムシ族)
Haterumelaterbicarinatus bicarina;tus (Candeze,1873) チャイロコメツキ
岐阜県本巣町温見峠(950 m) , l ♀, 10. vm 2002 (LT) .
愛知県豊田市山中, 1 ♀, 8. IX. l996.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m), 9 ♂♂, 2 ♀♀, l7-l8. VII 2004; 同稲尾岳南麓, l ♀,5.

IX 2004, 野田亮 leg ; 高山町甫与志岳(FIT),2 ♂♂, l6-l9. VII 2004, 野田亮 leg.
本邦固有種であるが分布範囲は広く , 原名亜種は本土四島と主な付属諸島で灯火に飛来する

事が多く, 別亜種が伊豆諸島(hachijoensis) ・ 高知沖ノ島と対馬(insulanus) ・屋久島(yaku) ・ 口永良
部島(',eianus) ・ 南西諸島(shibatai) で知られ,  何れも雄生殖器側片先端形状の差と複眼間の幅な

どで分かれる. 種としては鹿児島県黒島からの記録もあるが, 亜種関係は不明である. 近縁の別
種が小笠原諸島に分布する.
Haten'melater bicanlnatusyaku Kishii,1976 ヤクチャイロコメツキ(写真77)
鹿児島県屋久町栗生,1 ♂, l6. VII i993; 同大川林道, l ♂, l ♀, l7. Vn. l993; 同小楊子林道,

1 ♂,5. VII 2002(LT) ; 上屋久町平瀬林道, l ♂,6. VII 2002(LT) .
原名亜種や体形の類似する高知県沖ノ島と対馬に分布する亜種とは, 背面での複眼径が大き
く複眼間は狭く, 交尾器側片先端は三角形状に側方へ明瞭に突出している.
Haterumelater bicarinatus shi,batai Ohira, 1968 シバタチャイロコメツキ

鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♀,26-29. vI 2003.
奄美大島からの資料で記載され,  南西諸島のトカラ中之島・ 悪石島から以南の先島諸島まで
の多くの島l典.に分布する亜種で, 交尾器側片先端の構造は原名亜種に似るがより細く, また一

般的に体形は細く小型である. なお先島諸島に分布する個体群では, 島戦群によって交尾器側
片先端の構造に徴妙な形態差が認められる.
Kometsuki1a vesa'corni.s Kishii, 1957 アメイロコメツキ (写真78)
静岡県静岡市二軒小屋西俣, 1 ♀, 4. Vm 2001.
岐阜県本巣町温見峠(950 m) , 2 ♂♂, l5. vm 2003.
本属についてはGurleva(l979:  l39) がBuysson(l912:  l38) のBrachygonus 属と同じものとし

たが, その基本種(.aater Megerlei: フランス産, dot by Dr. Cate) を検したところ, 本属基本種で
ある vesticornisでは触角第2 ・3 節はほぼ球状で小さくその合計長は第4 節より明らかに短く, 4
節から強く鋸歯状で各節には明瞭な長毛をほぼ直立密生し, 前頭横溝は中央部で広く認められ,
前胸背板後角の2 隆超線は共に明瞭に隆超し,  雌貯精表内の小刺状突起は小型のもの10-l5 本

の端に大型のもの3-4 本が存在する刺列が l 對認められる.  一方megerleiでは触角第2-3 節は
共に長くその合計長も第4 節より明らかに長く,  4 節から弱い鋸歯状で各節には通常の微毛と

長毛数本をもち, 前頭横溝は中央部で狭まり殆ど消失し, 前胸背板後角の2 隆起線の外方のも
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のは極めて不明瞭, 雌貯精表内の小刺状突起(Gurjeva, l979: l40, fig. 245 参照) は長短混在し計
40-50本位が存在していて異質性が強く , この両種を同じ属とは見なし得ない. 本種は本邦固有

の1 属1 種と見られ多くはないが温見峠を含むこの山系には稀でなく, 奥美濃の河合村水無峠

で得られた複数個体も検している(岸井, l984: 23) . 外見上次種に色彩体形共に極めてよく似る
が, 触角節の形状で区別は容易である. 北海道から対馬・ 屋久島まで分布範囲は広い.
Reitt,erelater 'ugipenni1s(Lewis,1894) アラハダチャイロコメツキ(写真79)
静岡県水窪町門桁山, l ♀, l2. Vm 2000.

岐阜県白川村大白川林道, l ♀,4. vIn. l990; 荘川村御母衣ダム(800 m), l ♀,28. VII i990.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m), 3 ♂♂, 4 ♀♀, l7-l8. VII 2004.
本種の属名としては従来Ectamenogonus (現在Megapenthini) が長く安定的に用いられていた

が, 前述のp/ebejus・コナガの項でも触れたように, Megapenthini族のEctanlenogonus属の基本種
(Steatoderes Montandoni) の構造がコナガと一致するとのPlatia・Cate ( l990: I l l-l l4) の研究によ

り, Buysson(l893: 314) のEctamenogonusはAmpedini族の本種には不適として新設の上記属名
が提唱され, 更に本種はPlatiaによりこの新属の種と確認された. 前種と共に主として低地から

山地の照葉樹林帯での灯火採集時飛来する事が多い.  神奈川県が基産地で北海道から九州・ 屋

久島・ 対馬まで広い地域から知られるが, 今回の静岡県からの記録例は見ていない. また手元に
は報告例の無い高知県(沖ノ島) と宮崎県(オマタ峠) の資料もある. 一見した外観では前種によ

く似た体型色彩をもち, 殆ど同じ環境条件で燈火飛来の資料が得られることが多いが, 触角第2
・3 節共に亜球形状で短小な前種に対し, 長三角形状で長い第3 節の本種は残る各節に直立長毛
を密生することもなく分かり易い.
Ampedus(Parelater) puniceus(Lewis,1879) ハネビロアカコメツキ(写真80)
岐阜県蛭川村恵那峡上野木, l ♂, 10. I v. l999.
鳥取県溝口町大山福永原, l ♀, l t. vI. l994.
本亜属では上翅の第2-5 間室が基部で隆起し, 特に2・3 間室の隆起は後方へ伸びる. 邦産種で
は両性共に体は短大, 触角は両性共に短く前胸背板後角端に達しない. インド原産の亜属基本

種(Elater coccmeus) や南西諸島- 台湾などに分布する種は, 本邦本土産の種とは上翅隆起間室の
位置, 触角節形状や体形などで幾分異質である. 本種は美麗なァカコメツキの一つで, 本州全域

から記録され四国・ 九州では少なく徳島と大分のみの様で, 韓国からも報告例(Kon-Kuk Univ.,
l994: 160) があるが, Kolbe ( l886: l97-l99) が朝鮮半島から記載した2 種のElater種(subcoslatus,
ana1ogicus) を検したGuIJeva( l979: 275-276) はこれを共にParelater種として記録しているので,
この何れかの種との誤認の可能性が強いと見られる.

Ampedus(Miwaetat,er) carbuncullus (Lewis,1879) ヒメクロコメツキ
長野県駒ヶ根市駒ヶ岳S.A内, 1 ♂, 9. V. l999.
岐阜 谷汲村岐礼谷, l ♂, l2. V. l985.
京都府京都市左京区久多峠, l ♀, 29. vI. l985; 同岩倉, l ♀, l t. v. l984
奈良県奈良市高畑, l ♀, l t. vI. l995.
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初 に各種花上に多い本邦固有種で, 藤南諸島以南の島 を除き北海道から九州および多く

の付属諸島に分布し, 済州島からの報告例もあるが資料未見でこれは疑わしい. 本亜属は台湾

産種(JElater habunensis Miwa, l934) を基本種とし, その触角第3 節の顕著な形状に基づき新亜

属Pseudelaterの名を付され, 台湾と本邦から10種ほど知られるが, 名称先取のためMi、、,aelaler
に変更された (W. Suzuki, 1999: l42). しかし本種以外では形態, 両性生殖器の形状共に一般の

Ampedus属種とよく似るが, 本種のみ被毛が長くやや密で交尾器側片先端形状も独特で, 他種
とは著しく異なる特徴ある形態をもち, 本邦固有の別属又は別亜属とも考えられる.
Ampedus (Ampedus) take‘lcllu Kishii, 1955 ウススジキバネコメツキ(写真81)
北海道留辺薬町石北峠(800-1000 m),1 ♀,11. vn. l999.
上翅が淡汚黄色で翅端から肩部内方に伸びる細い淡褐色縦条をもち, 一般に翅端部では明瞭

で肩部で淡色となるが, 全体が極めて不鮮明な個体もある. 体形は前胸半ばより上翅のほぼ2/3
近くまで平行状で, 小型であるが太短く重厚な感じが強い. 全体に光沢は鈍く触角は雄でも極

めて短く, 両性生殖器共に他のアカコメツキ類とはかなり異質である(cf 岸井, 2003a: 5, fig 8,
♂) . ユーラシア大陸北部から知られる上翅縦条の広いtrislisに似ているが, 淡色で前胸背板中
央の中央縦溝状の凹みは痕跡的である. 半世紀以上前になるが京都山科に居られたハバチ類の

権威, 竹内吉蔵博士の膨大な所蔵昆虫標本を, そのお住まいの横の別楝の研究室標本庫で拝見

し,  コメツキ資料検討のお許しを得て見つけた北海道産の本種( ♀) は, 一見して新種に相違な
しと判断し, 中根猛彦先生の所蔵標本にも l 頭(♂) の資料があることが分かり, ご意見でも新

種であろうとのことで記載した種である. 北海道はアカコメツキ類が種数, 個体数共に多く見

られるが, 本種は少なく北東部で時折得られているに過ぎない.
Ampedus (Ampedus) azurescens scutellaris (Lewis, 1894) セダカアカコメツキ(写真82)
長野県長谷村戸台, l ♀, 25. V 2003; 開田村開田高原西又, l ♀,8. VI 2003; 木曽福島町下中

沢, l ♂, 20. VII 2003.
小盾板が垂直状に前傾し, 上翅会合線基部が上方に隆起するので分かり易い種であるが,  こ

の会合線基部の隆起傾向は小盾板がほぼ水平な大部分のAmpedus 種にも稀に見られる. 原名亜
種は北海道に分布し, Lewis(l894: 35) が中禅寺湖●半 と女峰山からの資料で記載したものが今回

の本州亜種で, 記載時札幌産個体も用いられたが, 互いに両性生殖器構造に差異点があり, 前胸

部形状も異なるので互いに別亜種とするのは妥当である(Kishii, l985: l7; 岸井,2002: l3) . 本州
の近 圈以北に分布するが, 四国・ 九州からの報告例もある.
Ampedus (Ampedusl sappol'oensi、s W. Suzukj,1985 マルムネァカコメツキ(写真83)
北海道上士幌町三俣 l4 の沢, l ♀,27. VI. l989, 中村司 leg; 上川町三国峠(1100-1200 m),2
♀♀, l t. VII i999.
北海道産アカコメツキの中では大型の肥厚した体形をもち, 次種とよく似るが平均的にはよ

り大型で, 前胸背板の光沢は鈍く, 両性生殖器構造は明らかに異なる. 当初三輪勇四郎博士によ

り札幌からの資料に基づきElater rotundico/lisの名で記載されたが, 北米産種とのホモニムと
なり上記の置換名を与えられた(W. Su7:,nki, l985: 84) .
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85

写真 s l-92. 31, ウススジキバネコメツキAmpedus takeuchii (北海道留辺葉町石北 , ♀, 9.5 mm) ; 82,
セダカアカコメツキ A azta・escens scute11aris (長野県長谷村戸台, ♀, l3.3 mm);  83, マルムネァカコメ

ツキ A_sapporoensls (北海道上川村三国 , ♂, l4.4 mm);  34, フトアカコメツキA.pachycouis (岐阜県
高根村御岳日和田高原, ♀, l4.5 mm) ;  8:5, カイオオアカコメツキ A. hai (岐阜県高根村御岳日和田高原,
♀, 14.5 mm);  86, オオアカコメツキA. optabiiis optabilis (長野県王滝村御岳八海山, ♂,14.2 mm);87,
アカコメツキ黒化型 A. orientaiis (愛知県稲武町面の木 , ♀, l2.4 mm); 88, ツガルアカコメツキ A
tsl‘garu (長野県王滝村御岳田の原, ♀,12.1 mm) ;  89, マトバアカコメツキA matobai matobai (北海道斜
里町温音別河口, ♀, 10.7 mm);  90, アカコメッキ一種A sp. (長野県王淹付御岳田の原, ♂, 9.9 mm) ;
91  ミヤマアカコメツキA alticola alticola (岐阜県河合村天生 , ♂,9.6 mm) ;  92, クラマアカコメツキ

A kurama (岐阜県高根村御岳日和田高原, ♀, 10.3 mm) .

Ampedus(Ampedus) pachycoms Ohira, 1973  フ トァカコメツキ(写真84)
岐阜県高根村御岳日和田高原,3 ♀♀,3. VII i988; l ♀,30. VII i989; l ♀, 10. VI l990;3 ♀
♀, l5. VI. l991;3 ♀♀,24. VII i992; l ♀, l9. VI 2004; 同( l600m),3 ♀♀,23. VII i995;
小坂町御岳濁河温泉, l ♀, 8. VIn. l994.
本州中部と周辺の高地及び北海道に分布する大型肥厚度の強い種で, 岐阜及び長野両県には
多く東北・ 北陸・ 紀伊山地からも記録されている. 本州産個体に比し北海道の資料は平均してよ
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り大型で次種に似る. 前種と共にこれら大型の3 種では外見上の区別は少々 難しいが, 両性生
殖器の形状は互いに明瞭な差異点をもつ.
Ampedus (Ampedus) kai Kishii, 1986 カイオオアカコメツキ(写真85)
岐阜県高根村日和田高原(1600m), l ♀, 26. VII i987;1 ♀,15. VL1991; l ♀, l6. VIII.1992;

1 ♀, 7. VIII.1994;2 ♀♀,23. VII i995.
本州産アカコメツキ類では最大級の種で平均的には前種より大きく太めで, 分布域は現在山

梨・ 長野・ 岐阜3 県の高地帯に限られ, 雌貯精表内の刺状突起に顕著な特徴が認められる. アカ
コメツキ類は上翅色彩が鮮明な赤褐~赤橙色で分かり易いコメツキであるが,  当初考えられて
いた以上に多くの種に分化していることが判明してきた. これはョー ロツパでも同じ様で l990
年代以降に新しく複数の種の記載があり, ロシアでも同様である. 本邦ではMiwa(1934: 76-78)
により l5 種ほどが記録されているが, 最近までに50種を越えるものが報告され北海道と本州
間の別亜種もまた多い. 上翅の色彩を含めて外部形態的には互いによく似ているので分類の厄

介なコメツキの一つとされてきたが, 外部形態にも比較的分かり易い差異点があるのと, 両性
生殖器構造にはそれぞれ更に明瞭な相違が認められる.
Ampledus(Ampedusl optabllis optabilis (Lewis,1894)  オオアカコメツキ(写真86)
山梨県上九一色村富士山青木ヶ原, l ♀, 21. Vm. l988.
長野県開田村開田高原西野, 1 ♀, 22. VI 1997; 木曽福島町東山土場, l ♀, 22. Vn. l987; l ♀,

26. VII i987; 長谷村三峰川上流, l ♀, 2. VIII. l986; 王滝村御岳八海山, l ♀, 25. VII i992;
l ♀, 28. VII 2001.

静岡県水窪町門桁山( l300- l375 m), l ♀, l2. VII i992; 同(1200- l300 m), l ♀, 24-25. VII.
l999; l ♀,22. VII 2000.

岐阜県白川村白山大白川林道,2 ♀♀, l8. VI. l988; 高根村御岳日和田高原 l ♀,21. Vu.
l997; l ♀,8. VIII.1999;1 ♀,10. VII i994;1 ♀, 1. Vm 2003; 朝日村秋神川河畔, 1 ♂,
26. V I . l 999.

前3 種に次ぐ大型のアカコメツキで本邦で最も広く分布し普通に見られる種の一つで, 体形

的にはやや細日で特に前胸背板は梯形状で, 全身が黄褐色毛で被われる. 北海道から九州まで

広くみられ, 北海道(Jcusuii) と四国(α、va) に分布する個体群はそれぞれ別亜種とされる. なお従

来本種と して報告された資料には前述の大型種が含まれている可能性もあると思われる.
Amped1‘,s (Ampedus) orientalis (Lewis,1894) アカコメツキ(写真87)
山梨県須玉町増富, l ♀, 2. VII i988.
長野県王滝村御岳八海山, l ♀, 31. Vn. 1993.
静岡県水窪町井戸口山, l ♂, 7. XII. l986; l ♀, l5. VII i987.
岐阜県白川村白山大白川林道, l ♀, l6. VI 2001; 河合村天生峠, l ♀, 1. Vm. l999; 高根村御

岳日和田高原, l ♀, 29. VII 2000; l ♀, 27. VII 2002.
愛知県稲武町面の木峠, l ♀,5. vI. l988; 同段戸裏谷, l ♀,22. VII 2000.
本邦産アカコメツキの中では低地から山地まで最も普遍的に分布し個体数も多い. 今回の面
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の木峠産個体の上翅はi農 黒褐色( 写真87) であった. 本種では稀に上翅の黒化(濃赤褐色~ 黒色)
するものもあり, いわゆるクロコメツキ類の様な資料(宮城県金華山島, l ♂, 2 ♀♀ ; 新潟県佐

渡島, 1 ♂ ; 三重県南亦山, l ♀; 京都府芦生演習林, 1 ♀)を検しているが, 今回の資料はその
中間的な型でやや赤味の強い個体であった.
Ampedu1s(Ampedusl ts‘‘'gan, Kishii,1992 ツガルアカコメツキ(写真88)
長野県王滝村御岳田の原, l ♀,27. VIl. l992.
種小名の様に本州北端津軽地方の岩木山山頂付近で得られた一頭の雌資料のみ知られ, 中型

で全体的には光沢の極めて強い重厚な種である. 種類の多い邦産アカコメツキ類でも特異な体

形で似た種はなく再報はなかったが, 最近長野県山ノ内町からの l 資料(♀, l l . VI. l992) を検

する機会があり(岸井, 2003d: 6-7) , 今回続いて上記個体を見出した. 共に基本資料と貯精基内
刺状突起の形態から同種と判断したが,  これまでの資料は全て雌個体なので, 今後この中間地

域での樓息と雄の発見を期待している. 一般的にこの仲間の雄は極端に少ない.
Ampeals (Ampedusl matobai matobai Kishii,1982 マトバアカコメツキ(写真89)
北海道斜里町温音別河ロ, l ♀, 21. vII i998.
やや小さい中型アカコメツキで本州中央山地にも別亜種(yamayai) が分布する. 近似の種が多
いので, 両性共に生殖器構造を検する必要がある. 本種は前胸背板点刻が大きく極めて密な為

に光沢が鈍い点で分かり易い(岸井, 2003c: 5, fig.18, ♂; Kishii, l992: Plate II, fig 36, ♀) .
AmpedusCAmpedusl ainu ainu (Lewis,1894) アイヌアカコメツキ

北海道上士幌町三俣 l4 の沢, l ♀,27. VI. l989, 中村司 leg; 同三俣, l ♀, l9. vII i998; 上川
町ユーニ・イシカリ川河畔, l ♀, l9. VII i998; 留辺薬町石北峠(800-1000 m), l ♀,11. vIl.
l999; 羅臼町知床道路羅臼湖入口, l ♀,20. vII i998.

本種は道内で最も普遍的に見られる代表的なァカコメツキで 期花上で普通に見られ, 利尻
島・ 礼文島・ 奥尻島と南千島諸島からも記録されている. 本州中部山地(新潟・ 長野・ 岐阜) には別

亜種(hond,oensis) も分布する.
Ampedus(Ampedusl fagi fiagi (Lewis,1894) アカアシアカコメツキ
愛知県稲武町面の木峠(1100 m) , l ♀, 4. vu. l999.
従来, 脚部の赤いアカコメツキ類の大部分が本種と見なされていたが, 富士山周辺からの個

体で記載された本種は東海・ 中部地方以北を分布域とする.  北海道にも分布するが,  触角第3
節が長く両性生殖器構造にも差異点をもち,  脚部の暗化傾向が強いので別亜種(kitami) とされ

る. 近畿圈以西からの資料は見ていないが, 近似の別種(beppinとolome) が分布している. 静岡
長野両県の資料は検しているが, 愛知県のものを確認したのは初めてである.

Ampedus (Ampedusl sp. アカコメツキ一種(写真90)
長野県王滝村御獄田ノ原(2200m), l ♂,24. vII i994.
一般的外部特徴では 訪市 ヶ峰産の “アカコメツキの一種” として記録した種(岸井,

2003d: 6) 及び, goza;shiゴザイシアカやmotoshigeiキイアカに似るが, それぞれの生殖器構造に
は異なる特徴が認められ, 未記載種の可能性が強い.
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Ampedus (Ampedusl alticola alticola SiIfverberg, 1977 ミヤマアカコメツキ(写真91 )
長野県王滝村御獄田ノ原(2200 m) , l ♂,24. vII i994.
岐阜県河合村天生峠( l300-1400 m), l ♀, 6. VIII.1988; 高根村日和田高原( l600 m), l ♀,23.

VII i 995.

日光産の資料で記載(Lewis, 1894: 36-37, Elater "lontanus) されたが, Silfverberg(1977:92) によ

りScopoli (l763: 92) の記載種(現在Adrastus種) のホモニムとされ上記置換名が付された. 東北
関東・ 中部の山地帯に分布するが, 和歌山・ 兵庫の両県産資料も検している. 北海道産個体群は

多少大きく, 貯精基内刺状突起は小型で細く別亜種(tokoro) とされる.
Ampedus(Ampedus) kurama Kishii,1983  クラマアカコメツキ(写真92)
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♀,29. vIl 2000; l ♀, l9. vI 2004.
京都洛北の鞍馬山で得られた5 頭の資料(3 ♂♂, 2 ♀♀, 5. V. l965) で記載され, その後長く

記録はなかったが, 同じ洛北の八瀬渓谷からの個体(l ♂, 1. Iv. l993) を最近検し得た. 体表の
光沢が著しく美麗な上翅の赤橙色と共に最も美しいアカコメツキの一つであろう.  これまで京

都以外からの報告はないが今回の日和田高原産の2 雌資料は,  この京都産個体と主特徴が酷似

し同種と見られる.  ただ貯精表内の刺状突起が形状は同じであるが33 本あり,  京都産個体の

22-25 本よりやや多いが, 地域的な個体変異の範 に入るものと見ている.
Ampedus (Ampedusl co'n'exicoms(Lewis, 1894)  ムネダカアカコメツキ(写真93)
岐阜県高根村御岳日和田高原(l600 m),1 ♂,22. vI. l997.
愛知県豊田市千鳥町, l ♀,29. IV 2002.

Lewis(l894: 35-36) が日光からの2 頭の資料で記載した種で, これまでに青森・埼玉からの記
録もあるが希少性の高い種である. 筆者は長野県上高地産の雌資料を検したが,  これはハバチ

の著名な研究者であった竹内吉蔵博士が上高地で採集(17. vn. l919) されたもので, 三輪勇四

郎博士の同定ラベルが付されていた(Elater con、,exiconis Lew., dot. Y. Miwa) . かの素木標本と見

られるLewisの基本資料(Nikko VI, l880, G. Lewis leg) を, Miwa(l934: 76-77) は検しているの
で同定は正しいと考えられる. 今回得られた岐阜と愛知からのものはこの上高地からの資料と

同じ形態特徴を備えており, 本種と同定できるものであった.
Ampedus (Ampedus) takaoensils Ohira, 1973  タカオアカコメツキ(写真94)
岐阜県河合村天生峠(l300-l400 m), l ♀, 7. VIII. l988.
種名の様に東京都の高尾山からの雌資料で記載された種で,  現在までに福井・ 富山・ 新潟・ 栃

木・ 山形からの資料を検しており, 主として関東周辺山地から越後山系に分布するようで, 北海

道小清水町産の l 雌資料(岸井, 2003a: 6) も見ている. 両性生殖器構造に明瞭な特徴をもつ種で

判別は容易であるが, 外部形態では少々 困難な点があり, 殆どの部分では原記載に適合するが,
上翅末端の暗色傾向には両性共に変異が認められるものもあるので注意を要する.
Amped1us(Ampedus0 kibaneKishii,1994 エゾキバネコメツキ(写真95)
北海道上士幌町十勝三股. 2 ♀♀, l9. VIl. l998.
上翅は黄褐色に近く, 個体によっては淡汚黄色から橙黄色のものもあるが, 常に黄色が基調
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写真93-104.  93, ムネダカアカコメツキ Ampedus convexicollis (岐阜県高根村日和田高原, ♂, 9.7 mm) ;
94, タカオアカコメツキ A takaoensis (岐阜県河合村天生 , ♀, l t.3 mm); 95, エゾキバネコメツキ A
kiba,Ie (北海道上士幌町十勝三股. ♀, 9.l mm) ;96, ホウオウホソアカコメツキA. hotlwau (岐阜県高根村
日和田高原, ♂, 8.4 mm); 97, ミヤマチャバネコメツキA amakazaricola (岐阜県高根村日和田高原, ♀,
11.5 mm);98, ミヤマホソチャバネコメツキA. !()kugoensis (長野県王淹村御岳, ♀, 9.5 mm);99, ヤクア
カハラクロコメツキ A. hypogastricuskosugi (屋久島屋久町荒川林道, ♂, 14.5 mm);100, ホソクロコメツ

キ A Ie,naslria加s (岐阜県高根村日和田高原, ♂, 9.1 mm); 101, ケプカコクロコメッキ A ala・eoyeslilus
au;-eoyeslitus (岐阜県高根村日和国高原, ♀,8.5 mm); 102, エゾコクロコメツキA ataeoyeslitmshatoi (北
海道上川町三国 . ♂, 8.9 mm); 103, タカハチクロコメツキA takahachi (愛知県稲武町段戸裏谷, ♀,
l t.4 mm); 104, ケプカクロコメツキA. veslitus vestllus (静岡県水窪町門桁山, ♂,10.7 mm) .

色で, 特に基部は明瞭な黄色斑紋状に見え, 翅端部は広く多少とも暗色気味になる個体もある.
脚部も一様に黄色のものが多く, 稀に各節の中央部が暗化する. 前述の iakeuchiiウススジキバ
ネと同じく触角は両性共に短いが,  体形など一般形態は普通のアカコメツキ類に似ており,  両

性生殖器構造もそうである(Kishii, l994: Pl. III, fig 36, ♂; 岸井,2003a:8, fig 21, ♀) . 現在北
見市周辺の地域で殆どの資料が得られており , 全体と しても道東部でのみ記録されている.
Ampedus (Ampeclusl houwau Kishii, 1990ホウォウホソアカコメツキ(写真96)
岐阜県高根村日和田高原(l600 m), l ♀, l5. vI. l991.
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南アルプス東部の鳳凰山から得られた1 雄個体で記載され, その後同 じ山塊で2 頭の雌個体

も発見された. また新潟県蓮華温泉からの個体(1 ,i'、, 5. vn. l984, 山屋茂人 leg) も見ているの
で, 中部山岳地一帯には広く分布するものと思われるが, 岐阜県産の資料は初めて検した. 全体

が茶褐色に近い赤色, 細身の上に圧平度も高く極めて華奢な感じの強い種で, 触角第3 節は著

しく幅広の短三角形のため亜属MiM,aetaterのそれに似るが, 第4 節よりは短く小型で全体とし
てはコメツキ亜属の特徴をもつ.

Amped‘Is (Amped‘Is) amakazaricola Kishii et Ohira,1956 ミヤマチャバネコメツキ(写真97)
岐阜県高根村御岳日和田高原,1 早,29. vn. l988; l 早,29. vn. l995; l 早,3. vm. l998.
馬場金太郎博士による雨飾山( l (i'、, 25. vI. l955) の資料に基づき次種の亜種として記載され

た(岸井・ 大平, 1956: 75, 83: Elater tongipennis amakazaricola) . しかし後に独立種と見なされた
(Kishii, l987b: l41). 本州中部山岳地に広く分布するようで, 新潟(苗場山) ・福井(赤兎山) ・ 長野
(徳本 , 白馬岳, 戸隠山) からの資料も検した. 本種の雌貯精表内の刺状突起は小型で細長く,
先端を除くと角質化は弱く数は l ie本程がほぼ2 列に存在し, 次種に似てぃるがより細く軟弱
で数はそれよ り 10-l5%程度多いのが普通である.
Ampedus (Ampedus) tokugoensis W. Suzuki, 1985 ミヤマホソチャバネコメツキ(写真98)
長野県安 村上高地付近, l 早, 21. vn. l990; 王滝村御岳八海山, 2 (i'、(i'、, l 早, 23. vn. l995;
同御岳,1 早,5. VII i987.
静岡県静岡市二軒小屋西俣, l (i'、, l 早,4. vm 2001.
岐阜県白川村白山大白川林道, l 早,4. Vm. l990; l (i'、, l4. vi l 2001;1 , 27. v I l 2002.

本邦の本科甲虫を初めて体系化した三輪勇四郎博士の学位論文で記載(Miwa, l934: 76) され,
徳本 産のEtater 10,,glpe,,nisの名称が別種に先取のため, 上記置換名となったものである(w.
Suzuki, l985: 84) . 本種はその特徴ある体形で分かり易いが, よく似た複数の別種個体群も多く,
正確な同定には生殖器構造の精査が必要で,  これについては山梨県秩父山塊からの資料に基づ

き,  前2 種と共に類似の3 種間の両性生殖器構造における関係を示した(岸井,  2003b:  9-10;
Kishii, 2004a: 67-79) . 本種は青森から奈良まで多くの高地からの記録があるが, 検し得た資料

では山形県月山, 栃木県金精 , 山梨県瑞牆山と大菩産 , 長野県高地帯, 岐阜県濁河温泉など

で, この範囲内の地域にのみ分布するものと見られる.
Ampedus (Ampedus) hypogastricus hypogastricus (Candlilze, 1873) ァカハラクロコメッキ

新潟県粟島, l (i'、,29. IV. l984, 中村司 leg.
長野県大鹿村小渋湖畔, l , 2. vI 2001; 木曽福島町束山土場, l , 26. v n. l987; l , 26.

V I 2004.

岐阜県本巣町パルプ工場土場, 1 早, 9. vI. l985; 谷汲村岐礼谷, l 早, l2. V. l985; 根尾村字津
志, l (i'、, l t. V. l985.
愛知県稲武町面の木 (1100 m), l (i'、, l7- l8. vn. l999; 津具村面の木 , l (i'、, 11. vn 2004;
豊田市六所山, 2 ,9. V. l987; 同山中, l , l8. V. l985; 2 ♀♀, 5. VI. l999.
京都府京都市左京区久多 , 2 ♀ , 29. VI. 1985; 同岩倉, 2 , 5 早♀, l t. v. l984.
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兵庫県波賀町音水渓谷, 1 ♀,28. IV. l985.
本属の種としては付属諸島を含め本邦全域で, 里山を中心に海岸から山地で最も普遍的な固
有種と見られる. 済州島・ 韓国本土からの記録もあるが, 前者にはよく似た別種sanorlanが見ら
れ, 朝鮮半島には分布してぃなぃと思われるが, 幼虫がマツ材に関連が深いので移入されてい
る可能性はある. なお北海道と屋久島(次項) のものはそれぞれ別亜種である.
Ampedus(Ampedus) hypogastricuskos‘'gl Kishii,1982 ヤクアカハラクロコメツキ(写真99)
鹿児島県上屋久町大株歩道,3 ♀早, l t. vn. l995; 同平瀬林道, l ♀,7. Vn 2002(LT); 屋久町
荒川林道, l (i'、, 10. VII 2002.
屋久島亜種では平均的に本土産原名亜種個体に比べ大型で肥厚した体形と, 雄交尾器側片先
端の鈎状突起が細長く, 側方突起も長く突出し, 雌貯精表内刺状突起は細く長い.
Ampedus(Ampedus) tenul'striatus(Lewis,1894) ホソクロコメツキ(写真100)
富山県利賀村水無, l , 23 . V 2004.

山梨県上九一色村富士山青木ヶ原,1 ♀,21. Vul t988.
長野県安基村梓川上流, 1 早, 25. vII i987; 長谷村戸台, l ♀, l9. V 2002; l (i'、, 25. V 2003;

王滝村御岳, 1 ,5. vII i987; 同八海山, l ♀,20-21. VII i991; 川上村梓山戦場ヶ原,1 早,
7. vi l 2001; l ♀, l3. vI 2004; l 早,3. vIl 2004; 大鹿村小渋湖畔, l , 25. V 2003; 鬼無

里村戸隠西岳林道,1 早,31. V. l980; 木曽福島町新開, l ♀,26. VL2004(LT).
静岡県静岡市二軒小屋東俣,1 早,5. Vm 2001; 水窪町門桁山, l , l 早, 1. Vn 2001.

岐阜県白川村白山大白川林道, l ♀, l8. vI. l988; l (i'、, l6. VI 2001; 高根村日和田高原,2 ♀

,3. vII i988; 同(1600m), l ♀,16. VI.1991; l (i'、,22. VL l997; 高鷲村ひるがの高原, l
(i'、, l 早, 17. V 2003.
愛知県旭町旭高原元気村, 1 (i'、,4. Vn. l997; 2 ♀早, 27. VI. l998; 稲武町面の木 , l (i'、, 24.

v. l987; 2 ♀♀,5. vI. l988; 同(1000- l200 m), 2 早♀, 25. VI. l989; 足助町大多賀, l ♀,
l 8. V. 1985.

本州の中央部山地には普遍的に分布するが, 極めてよ く似た複数の種があるので同定は少々

厄介で, 次種及び四国・ 九州に多いohtsukaiオオッカクロとは特に類似性が高く, 前胸背板点刻
状態と両性の生殖器構造の精査検討も欠かせない. 分布面では次種が本種より低温地域で多く

見られ,ohtsukaiは現在四国・ 九州からのみ知られている. 本種はLewis( l894: 39-40) が主として

関束周辺山地からの資料で記載し, 用いられたものには熊本県湯山のものも含まれていて, 四

国・ 九州からも多くの記録報告例があるがこの地域の本種とされた資料は精査が必要で,  屋久

島には別亜種(未記載) と見られるものもある.
Ampedus (Ampedus) aul・eovestitus au,eovestit‘.'s Kishii,1966 ケブカコクロコメツキ

(写真 lei)
新潟県板倉町魚倉, l (i'、,31. v. l987, 金田吉高 leg.
長野県小谷村鎌池, l (i'、,30. v. l992;2 ♀・♀,22. VI. l996; 長谷村三峰川上流, l , 2. Vm.

l986; 開田村開田高原折橋 , l (i'、,2 ♀早,5. VII i997; f滝村御岳八海山, l , 26. Vn.

47



1986; l 早, 22. VII. l987; l ,3. Vm. l987; l 早, 4. VII. l993; l cl'、, 31. VII. l993; 2 (i'、 ,i'、, l
早,23. Vii i995; 同御岳, l (i'、, l ,5. VII i987; 大鹿村鳥倉山林道, l (i'、,3. VI 2001.
岐阜県白川村白山大白川林道, l ,4. vm. l990; l 早, l6. vI 2001; 河合村天生 , l 早, l8.

VI.1989; 上宝村平湯(l300-l400m), l 早, l9. VI. l988; 高根村日和田高原(l600 m),6 (i'、
(i'、, l 早, l5. VI. l991; 同(l600- l700m),2 cl'、(11、, l3-l4. VI. l992; l ♀,29. VII i995; 同御岳

日和田高原(l600m), l (i'、,3. VII i988; l ♀,22. VI. l997; l ♀,3. Vm. l997.
前種とは極めて類似性が高いが, 本種の方が低温嗜好性が強いようで近畿圈の山岳地帯から

以北の山地に見られ, 体は比較的軟弱扁平に近く, 被毛も長く密で軟毛且つ黄味がかっている.
前種は関東から以西の低山地に分布するようで, 体は強固肥厚型に近く被毛は普通黒色で直立

型, 両性生殖器構造にも差異点を認め得る. 北海道分布個体群は次項の別亜種である.
Ampedus (Ampedus) aureovestit,Lls kato' Kishii, 1998 エゾコクロコメツキ(写真102)
北海道上川町三国 , l (i'、, l9-23. VII i988, 中村司 leg.
オホーツク沿岸の女満別と北見市の資料で記載したが, 後に小清水町と愛山渓温泉からの個

体も検している.  この愛山渓産の個体を報じた際にも述べたが, 今回の個体と共に未だに雌資

料を検してぃなぃので貯精表内の刺状突起構造は不明である(岸井, 2003c: 6-7) . 一般に本属の

種では野外で雌個体を得る機会が多いが, 本種では雌個体の検討が望まれる.
Ampedus (Ampedus) japonicus japonicus Silfverberg,1977 アカアシクロコメツキ

長野県安理t村梓川上流, l ♀,9. vn. l988; 長谷村戸台, l (i'、,1 早,4. V 2003; 南糞輪村権平

, l (j'、,21. vIl 2001; 木曽福島町東山土場, l 早, 20. VII i986; 同新開, l (ll、,26. VI 2004
(LT) .
静岡県水窪町井戸口山,2 (i'、(i'、, 2 ・♀早,7. XII. l986; 1 (i'、,6. XI i988; 1 早,17. XI i991; 2 早

, 1. VII 2001; 門桁山家老平(1200m), 2 exs., 24. VII i999.
岐阜県本巣町パルプ工場土場, l 早,5. V. l986; 根尾村水鳥谷, l ♀,29. IV. l987.
愛知県旭町旭高原元気村, l ,:i'、, 27. VI. l998; 稲武町面の木 , l 早, 5. VI. l988; 同(1100 m),

l 早,17. vII i999; 同段戸裏谷, l ,cl''', 21. VII i996; 豊田市猿投山, 2 ,i'、(i'、, 4. V.1988; 同六

所山,4 (i'、(i'、, l 早,9. V. l987; l ♀, l5. 11. 1988.
Lewis (l894: 40) が神奈川県(Miyanosita, Hakone, Oyama) と熊本県(Konose) からの資料で記
載したEtater rufipesは, ヨーロッパ産の同名の種に種名が先取されていて上記の置換名が与え
られた. 本州・ 四国・ 九州各地と佐渡の分布が知られ, 屋久島・ トカラ中之島には別亜種(次項) が

棲息する.なお筆者が北海道から本種の亜種として記載したokhotska,u,s(Kishii, l997: 10-l l ) は

筆者の単純な勘違いミスで, hypogastricusアカハラクロの北海道亜種とすべきもので, その処
置は別に報告したい.
Ampedus(Ampedus) jlaponlc‘1s kos‘lg,'ens,s Kishii,1983 ヤクアカアシクロコメツキ

鹿児島県上屋久町白谷雲水峡, l ♀, 9. Vn 2002.
屋久島産個体の雄交尾器側片先端の鈎状突起は短く側方突起は長い. ト カラ諸島の中之島か
らも一頭の雄個体が得られていて同一亜種と見られる.
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Ampedus(Ampedus) takahachi Kishii, 1985 タカハチクロコメツキ(写真103 )
愛知県稲武町段戸裏谷, l 早,6. VI. l993.
鳥取県の高鉢山が基産地で, 後に広島・ 京都・ 山梨の資料も検しているが, 上記資料を本種と
見なすにはやや疑問な点もある. 貯精表内の角質剌状突起の形状には差異点はないが, 30本程
度で極めて少なく, 近畿以西の資料では45 本前後で, 山梨県御座石鉱泉の資料で50本弱であ
る. 地域的な変異の範解内の可能性も考えられるが資料集積の上結論を出したい.
Ampedus(Ampedus) ivanoyi(Jakobson,1913)  クロコメツキ
鹿児島県内之浦町大浦(材中), l , l ♀, 2. 1. 2005.
Lewis(18g4: 38_3g) により神奈川(Miyanosita) と熊本(0yayama) の資料でEtater 'ugroventris
の名称で記載されたが, 既にReitter(l889: ll2) によりEtater pomorum var. 'ugrive'ttrisも記載さ
れており Jakobson(l913: 750) が上記の置換名を付したものである. 北海道から九州まで広く記
録されているが島l興からの報告例は無い. 今回検した雄の交尾器形状は近畿圈からの資料とは
微妙な差が認められるが, 外部特徴の違いはない.
Ampedus(Ampedus) vestit‘Is vesmus(Lewis,1894)  ケブカクロコメツキ(写真104)
静岡県水窪町門桁山, l ♀,22. VII 2000; l ♀, l2. VIII 2000.
愛知県稲武町面の木 (1100 m), 1 ,5. VI. l988; l ♀, 28. VI. 1986; 同(1100m), l ♀, 20・

VI. 1993.

北海道から九州及び隠岐に分布し, 本邦固有種と見られ済州島からの記録例もあるが, これ
はァカハラクロの項でも述べたように誤認の可能性が強い. 前種とよく似るが体表被毛は本種
の方が黄褐色, 前胸背板の点刻は大きく極めて密, 腹節周緑, 特に末端節は通常黄橙色を帯び,
雄交尾器側片の側方先端は小さく細く突出するが, 前種では太く厚めである.  また雌貯精表内
の剌状突起は本種の方が多く強固である. クロコメツキ類も近似種が多いので同定には注意を
要し, 特に両性生殖器構造の検討が重要である.
Ampedus(Ampedus) vestitus y,aku,'nsulan‘Is Kishii,1983 ヤクケブカクロコメツキ
鹿児島県上屋久町白谷雲水峡, l 早, l2. Vn.1995.
屋久島産の本種は当初複数の雌個体のみ検し, 貯精養内剌状突起が本土産のものに比し少な
く, 顕著に短大なので亜種yakuensisとしたが(Kishii, l979:7) , その前年既に屋久島から得られ
た大型のアカコメツキを, A yakuensisヤクオオアカコメツキとして記載しており上記名に訂正
した(Kishii, l983b: 53) . 雄個体はその後トカラの中之島と屋久島宮之浦から得られ, 交尾器側
片先端の鈎状部形状が本土産のものと異なることが確かめられた.
Ampedus(Ampedus) yaku ohdai Kishii,1983 オオダイクロコメツキ(写真105)
愛知県稲武町面の木峠, l 早, 5. VI. l988.
本種は屋久島宮之浦岳花之江河での l 雌で記載され (Kishii, l969: 7-8), 後に結方健氏(小郡
市) の採集した雄資料も検し得た(Kishii, l983a: 35-36) . 雌上翅は全体が淡黄褐色で会合線周緑

のみ暗褐色, 雄では全体黒色で僅かに基部と側縁は赤褐色である. 当初屋久島固有種と思われ
たが, l960年代以降に両性共に上翅黒色の種で, その他の外部形態と両性生殖器構造がこの屋
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久島産種と酷似する, 比較的多数の個体が紀伊半島台高山系で採集され, 別亜種とみな して記

載した(Kishii, l983b: 53-54) . 本亜種はその後, 栃木・ 三重・ 滋賀・和歌山・ 愛媛からも得られ, 山
梨 (笹子 ) ・ 長野(蓼科山) の資料も検していて,  本土産個体群は独立別種の可能性が強いかも

知れない. また邦産Ampedus 属の黒色小型種, いわゆるコクロ又はホソクロ類では次種のよう

な近似種が多く, 時に上翅に黄褐色或いは赤褐色の縦条をもつものもあり, 大部分は高所性で
稀なグループであるが, 近来多くの方々のご好意で少なからぬ資料を検討し得た. これまでこ

の様な個体は, 日光の中禅寺湖畔でLewisが1881 年8 月中旬頃に2 頭採集して記載したEtater
graci1lpes (l894: 42) ミヤマタテスジとされていた向きが強い. このグループ全体の両性生殖器
構造には比較的明瞭な差異点があり, 複数種の混在が明らかとなっていて(Kishii, 2004a: 67-
79) , 調査が進めば更に種が增える可能性をもつグループである.
Ampedus (Amped‘Is) gyo,'ya Kishii, 2004 ギョウジャホソクロコメツキ(写真106)
愛知県稲武町面の木 , 1 早, 5. VI. l988.
マレー ゼトラップによる秩父山塊(瑞牆山周辺) からのコメツキ資料を山梨県森林総合研究所

の大澤正嗣氏のご依頼で検討した際, 前述のように小型細身のクロコメツキ類には未記載のも

のが相当数あることが判り(岸井, 2003b: 10-l2) , 本種もその一つで三重・ 奈良・ 徳島からの資料
と共に記載(Kishii, 2004a: 71-73, 78) し, 今回愛知県での分布も明らかになった.
Ampedus(Ampedus) pauxinus(Lewis,1894) チビクロコメツキ(写真107)
長野県王滝村鈴が沢, 1 , 4. vm. l991; 同御岳八海山( l800-2000 m), l ♀, 22. vIL l994; 開

田村開田高原折橋 , 1 (i'、, 5. VII i997.
静岡県水窪町門桁山, l 早, l3. vuI 2000.
岐阜県高根村日和田高原( l650 m), 1 早, 26. Vn. l987; l , 18. IX. l988; l (i'、, l 早, 7. Vm.

l994; l ♀, 29. VII i995; l , 28. VII 2001; 小坂町御岳濁河温泉, l 早, 9. VII i994.
邦産本属種では最小の種の一つであまり多くないが, マレー ゼトラップでは多くの個体が得
られたこともある(岸井, 2003b: l2) . 本州北端から紀伊半島の台高山系の山地と徳島県からの

記録もある. 岐阜県山地には多いがこれまで報告例は末見で, 静岡県からも初めてのようであ

るが, 目立たない種なので見過ごされている可能性が大きい.

ELATERINAE( コメ ツキ亜科) : Physorhinini( アシブトコメツキ族)
Podeonius aqu,'ltls aqui'lus (Candeze,1873) クリイロニセコメツキ
岐阜県根尾村温見 (950 m), 1 ,i'、, l8-l9. vm. l990; l 早, 8. vm. l998; 本巣町温見 (950

m), 2 ♀♀, l5. VIII 2003.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200m), 4 (i'、 (i'、, 6 ♀早, l7- l8. vn 2004; 高山町甫与志岳 (FIT),

2 ,i'、(i'、, l6-l9. VII 2004, 野田亮 leg.
邦産アシブトコメツキ類はCandize(l873: 8) 以来, Le Conte(l853: 459) による北米南部分布

のA,tchastus digitatusを基本種とするAnchastus 属種とされ, Fleutiaux(l928: 37-43) も東南アジ
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写真105_ll8 105, オオダイクロコメッキAmpedlusyaku ohdai (愛知県稲武町面の木峠, ♀, 8.8 mm) ,
106, ギョゥジャホソクロコメツキA.g,,,oJya (愛知県稿武町面の木 ,♀, 6.7 mm) ; 107, チビクロコメツ

キ . uxl・//us (長野県王淹村御岳八海山, ♀, 5.9 mm);108, クロスジヒメコメツキ aloP加 a a luS

(岐阜県高根村日和田高原, ♂,6.l mm) ;109, ニホンヒメコメツキD mpone'tsls  (長野県大鹿村鳥倉山
林道, ♀,6.7 mm) ; lie, ナオミヒメコメツキD naomii (長野県長谷村戸台, ♀,7.9 mm); ll l, ヒダムネナ
ガカバイロコメツキEcamlshidaensis (岐阜県高根村日和田高原, ♂,11.5 mm) ; ll2, オオカバイロコメッ

キE dahuricusp,ersimilis (岐阜県高根村日和田高原, ♀,11.5 mm); ll3, オキナワホソコメッキLudio-
schema oE, t -e,m・ s(石垣島平野,  ♂ ,l3.l  mm) ; l l4,  コヒゲナガコメツキ Mub-eMsllnfeaa‘S(鹿児島県
佐多町杉山谷, ♂, 8.9 mm) ; l l5, 同 (鹿児島県佐多町杉山谷, ♀,9.7 mm); l l6, リュウキュウコナガコメ

ッキM aureopj1osus (石垣島吉原, ♂,12.0mm); l l7, コガネホソコメツキSerious bifoveolaa (長野県

王淹村鈴が沢, ♂, l l.6 mm); l l8, 同 (岐阜県河合村天生 , ♀, 11.2 mm).

ァ産の種にはAnchastus と Anchastelater を用いた.   しかしユーラシア大陸分布の種は全てこれ
とは異質性が高いとし, Dolin(l976: 645-647), Guljeva(l979: l23-l29)など旧ソ連系研究者は
podeonius, Astanchus, Chastanus, Porthmidiusの4 属に分割して論じた. また大平(l996: l-l4) は
Anchastusとして邦産種7 種と l 亜種を報じたが,  後にこの全てをPodeonius種とした(大平,
2003: lg_21) . 筆者は本邦産種の所属は以下の様になると考えているが, 小笠原諸島から記載さ
れたAnchastus yamamotoiは資料未検で除き, またcastaneus とされる資料中には別種と見られ
る個体があるがこれも除外した.
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赤褐色

前胸腹板側縁は直線状. 前胸腹板突起先端は単純な鈍端. 後脚基節板後縁は顕著に広がる. 体
は黒色

前胸背後角隆起線は一本.
前胸腹板側縁は湾曲する. 前胸腹板突起先端は剔れる. 後脚基節板後縁は僅かに広がる. 体は

S u知ela ter OaOa

A ki tsu ″1u s

前胸背後角隆起線は二本.後脚基節板後縁中央部は明瞭に広がる.
触角第3 節は前節の2 倍長で4-10節は長方形. 前胸背板点刻は極めて大型, 密, 明瞭に二重

状で粗雑. 前胸腹板突起先端下部は多少とも剔れる. 体は黄褐色一一Chastanus castaneus
触角第3 節は前節の3 倍長で4-10節は鋸歯状. 前胸背板点刻は小型, 疎, 亜二重状.
前胸腹板側縁は湾曲. 前胸腹板突起先端は単純. 体は赤褐色一ーーーーーーーー一 Podeon,us nagaoi
前胸腹板側縁はほぼ直線状.
前胸腹板突起先端は単純. 体は黒色一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー一 Po deon ius ruf pes
前胸腹板突起先端下部は多少とも剔れる.  体は栗色から黄褐色.
前胸背板点刻は大きく寧ろ均質で点刻間は点刻径の2 倍前後 一ー一 Podeonius aquilus
前胸背板点刻は小さく不均質で点刻間は点刻径の3 倍前後一ーーー一 Podeonius amanuens,s

本種ではMiwa(l934:86) 以後の報文で種小名をaquilisとするものも屡々 見られるが, 原記載
ではaqu,lus である. 北海道を除く本土全域と殆どの付属諸島及び南西諸島の大部分, 国外では
台湾に分布し燈火飛来が多く,  奄美大島から先島諸島(ryukyuensis) 及び台湾(foormosensis) の個

体群はそれぞれ別亜種とされるが, それぞれ独立種の可能性もある. また済州島からの記録例
もあるがこれは資料未見で少々 疑わしい点もある.
Podeonius aquilus ryukyu,ensis (0hira,1968) リュウキュウァシブトコメツキ

鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♂,26-29. VI 2003.
前種の島 型亜種として奄美大島から西表島までの多くの島々 に分布し,  これまで種子島と

屋久島で得られる個体群も同じものとされていたが,  これらの地域と高知県一部には原名亜種

と本亜種と見られるものが混じて分布し, それぞれ別種と見なすのが妥当かもしれない.

ELATERINAE( コメツキ亜科) : Agriotini ( カバイロコメツキ族)
Dalop,'us al'nu Kishii,1962 エゾナカグロヒメコメツキ

北海道羅臼町茂瀬苅別林道, l ♂,20. Vn. l998.
北海道産Da1opius属の種は従来本種のみであったが,  音別町キナシベシ浜から kushiroensis
クシロヒメが記載され2 種となる. 本種は利尻・ 礼文・ 奥尻・ 国後・ 色丹島と樺太(Gurjeva, l979:
352) からも記録されているが, 最近イタリアのS. Rieseから同定依頼の樺太産資料47 頭には既

知種でないもの数種も含まれ, 本種は国後島からの l 雌個体を除き認められなかった. なお従
来北海道から報告された別種名称の本属種は全て本種であろう (Lewis, l894: 316, as palagiatus
fl・om Junsai; Miwa, l934: l35-l36, as marglnatusfi・om Sapporo, etc.) .
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Daloplus exlilis Kishii, 1956 ナガナカグロヒメコメツキ

長野県安最村上高地付近, 2 ♂♂, 21. VII i990; 同梓川上流, l ♀, 25. Vn. l987; 王滝村御岳

八海山,1 ♂, l9. VII i986; l ♂,27. VII i986;4 ♂♂, 5. VII i987;2 ♂♂, 25. VII i987; l
♂, 2. VIII. l987; l ♂, 5. IX. l987;2 ♂♂, 23. VII i988; l ♂,3 ♀♀, 4. VII i993; l ♂, 28.
VII 2001;1 ♀, 1. VIII 2003; 同(1800-2000 m),1 ♀,24. VII 2004; 同鈴が沢, l ♂,4. Vm.
l991; 上村しらびそ高原, l ♀,1. IX. l990; 長谷村三峰大曲, l ex., 28. VII i985.
岐阜県河合村天生峠(l300- l400 m), l ♀, l8. VI l989; l ♂,20. vII i990; l ♂,29. VII i990;
高根村日和田高原(l600 m), l ♂, l6. vI. l991; l ♂,7. vm. l994; l ♂, 29. vii i995; 2 ♀

♀,3. VIII. l997;2 ♂♂, 2 ♀♀,31. VII 2004(LT); 本巣町温見峠(950 m),5 ♂♂, l5. VIII.
2003.

属の基本種(E1,atermarglnatus) はョー ロツパからモンゴル辺りまで分布する様で, かってはロ
シア沿海州・ 中国東北・ 朝鮮半島・ 樺太・ 本邦からも記録されていた.  しかしこの地域分布の個体

群はGulJeva(l979: 344-353) により本邦を除き別の3 種に分けられた.   Da1opius属は北米で極
めて多くの種に分化していて(Brown, 1934, 42 spp) , 本邦産のものも最近までの研究で大凡 l3
種が記載され, 更に数種の未記載種も存在する. 本種はその中では細長い体形と上翅間室が圧

平され, 雄生殖器形状は前種に似るが他種より長いので分かり易い. 分布範囲は広く本州全域

と佐渡から知られるが, 中国地方と四国・ 九州からの記録例は検討を要する.
Dalopius tamui Kishii, 1957 ホソナカグロヒメコメツキ

山梨県上九一色村富士山青木ヶ原, l ♂,2 ♀♀,20. vm. l988;2 ♀♀,21. vm. l988.
和歌山県古座川町大塔山松根, 1 ♂, l t. vI. l988.
徳島県東祖谷山村剣山, l ♀, l7. viI i988.
本種は前種および次種と共に東海・ 近畿圈を中心に最も広い分布域をもつ種の一つで, 北陸・

関東・ 中部・ 中国・ 四国・ 九州の一部からの報告例もあるが, 外部形態からは同定の難しいグルー
プなので誤認のものが含まれる可能性もある.  しかし通常種毎の雄交尾器形状に顕著な形態差

が認められ,  また雌貯精表内の羽毛状角質構造でも形態的な違いがあるので,  その比較精査で
の確認は欠かせない.

DalOp'uS pafagi‘atus(LelMs,1894) クロスジヒメコメツキ(写真108)
長野県王滝村御岳八海山, l ♀, l9. VII i986; l ♂,26. VII i986; l ♂, 22. Vii i987; l ♀,25.

VII i 991.

静岡県静岡市二軒小屋西俣, l ♀,4. vm 2001.
岐阜県高根村日和田高原,2 ♂♂, l ♀,3. VII i988; 同(l600 m),2 ♂♂,2 ♀♀, l5. vI.1991;

l ♀,10. VII i994; l ♂,29. VII i995; l ♂,29. VIl 2000.
愛知県稲武町段戸裏谷,7 exs., l8. V. l985; 同面の木峠, l ♂,2 ♀♀, 2. VI. l985; l ♀,28. VI

l986; l ♀,24. V. l987.
Lewis(1894: 315-316) がChiuzenji, Hakone, Wada-toge, Junsai から記載したが, この資料中に
複数の別種が含まれていた事がMiwa(l928b: 49; l934: l36) や中根(l959: 91-93) により判明し
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処理された. 本種は本州中央山地に広く分布し上翅の黒条は明瞭, 直線状で中央部も広がらず,
本属種と しては比較的分かり易い. 近畿地方から東北地方までの山地での資料を確認している

が, 従来報告例をもつ中國・ 四国・ 九州に関しては誤認の可能性もあると見られる.
Dalop''usj1apon''c‘'s Kishii,1984 ミヤマナカグロヒメコメツキ
長野県王滝村鈴が沢, 1 ♂, 4. VIII. 1991.
前胸部は一般に赤褐色から黒褐色, 上翅の黒条はやや薄く 中央部は側方に広がる傾向が強く ,
体も前種より小さく軟弱である.  よく似た次種との比較では雄生殖器中片は特異的に幅が広く

大型で分かり易い. 中部以北の山地に分布する.
Oalop,us m - a, Ohira, 1972 ナカグロヒメコメツキ

岐阜県高根村日和田高原, 2 ♀♀, 26. Vn. l987.
前種によく似るが一般に上翅の黒条は細く中央部が側方に広がる事は殆ど無い. 体も前種よ

り小さい. よく似た前種とは雄生殖器形状が明らかに細く, 特にその中片は多くの他種同様に

幅が細いので分かり易い. 中部・ 関東以北の山地に分布し佐渡からも記録されている.

Dalop'us nl'ponensis Ohira,1970 ニホンヒメコメツキ(写真109)
長野県大鹿村塩川,1 ♀, 2. Vm.1987; 同鳥倉山林道, l ♀,30. IX 2003.
静岡県静岡市赤石ダム(l200 m), l ♂,23. vm. l 992.

- 般に細身で全身が黒灰色を帯び黄色部は無いのが普通(稀に上翅側縁部が僅かに黄褐色) な

ので分かり易いが,  よく似た小型の未記載種が台高山系で多く採れており注意が必要である.
伊豆半島天城山の資料で記載され, 現在までに記録のある地域は少なく, 福井・ 神奈川・ 静岡・ 山

梨・ 三重位であるが関東・ 中部の山岳地に広く分布すると見られる.
Dalopius naomii Kishii, 1981 ナオミヒメコメツキ(写真110)
長野県松本市扉, l ♂, l4. Vu. l990; 長谷村戸台, l ♀,25. V 2003.
直海俊一 郎博士が岐阜県新穗高温泉で採集された資料と,  新潟・ 長野両県からの標本に基づ

いて記載したもので, その後東北・ 関東の山地帯に広く分布することが判明した. 他の本属種で
は同じフィールドで多数個体が得られるのが一般であるが本種では少ない. 大分県からの記録

もあるがこの資料は検していない. 邦産本属種の中では最も特異な種で, 全体が赤茶色で上翅
に暗色縦条斑を持たず, 雄交尾器が極めて短大幅広の形状で本邦では他に類を見ない.
Ectinoides 'ns'gnitus lnslgnitus (Lewis,1894) ヨツキボシコメツキ

長野県長谷村戸台,1 ♀,25. V 2003;1 ♂,2. V 2004.
静岡県三ヶ日町本坂峠, 1 ♂, 4. IV. 1987.
邦産Agriotini族種の中では上翅に鮮明な4 黄斑をもつ特異な種で, 前胸腹板側縁溝と後端の
形態, 中胸腹板孔形状, 両性生殖器形状の特異性から独立属とみなした(Kishii, l966: 40; l984:
12, 21-22) . 本種は当初Candeze(l873:30) の記載したAgriotes let,cophaeatusとされていたが, 大
平(1972: 69-72) はインドシナ辺りのものの混入か誤認によるものと推認し, Lewisが神奈川県
の資料で記載した上記名が本種名称とされた.  Gurjeva(l979: 431, fig 773) は1eucophaeatus名
で本種をロシア沿海州から記録しているが,  この報告で図示された雄生殖器は少なく とも本種
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のものではなく Ectinus insidiosusキアシクロムナボソに似た点がある.本州・四国・九州・粟島か
ら知られ, いわゆる里山など低山地が主たる樓息域で, 屋久島産の個体は上翅の黄色斑が大き

く広がり, 斑紋輪郭が不明瞭で別亜種(ogat,ai) とされる. 本土産原名亜種では斑紋は鮮明で小型
化するものが多く , 稀に斑紋の大きいものもあるが常に輪郭は明瞭である.
Ectinus insidiosus(Lewis, 1894) キアシクロムナボソコメツキ
富山県利資村水無, l ♀, 23. V 2004.

長野県安 村梓川上流, l ex.,25. VII i987.
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ex., 10. vm 2003; l ex., 1. Vm 2004.
日光からの資料で記載された本邦固有種で, 本州全域の山地の花上に普通で佐渡からも知ら

れるが, 四国・ 九州からの記録例はやや少ない. 触角基部数節の形状と長さ, 前胸腹板突起先端

の小さな剔れ, 両性生殖器共に他の本属種のものとはやや異質な特徴をもつ.
Ect inus lligonius (Lewis, 1894) クロムナボソコメツキ

富山県利資村水無, l ♀, 23. V 2004.
前種より分布範囲は広く北海道・ 粟島・ 奥尻島・ 屋久島からも記録され, 期山地の花上に多

い本邦固有種である. 邦産Ectinus属は現在15 種知られるが, 両性生殖器構造の特徴から交尾

器側片先端部形状の異質性が高いもの(exulatus, higonlus と insidiosus) , Agriotes種に類似の交
尾器形状のもの(koshiki) ,  貯精表内の角質板が亜半月形(勾玉状) のもの(dahuricus,  obakoae,
sa1loanus, sepes,  serlceus) 及び貯精表内角質板が円盤形(パレット状) の(hidaensls, 10,7gico11is,
miyakei, nlpponlcus. obscurolineatus, puberulus) の大凡4 グループに分けられる.
Ectinus longicollis (Lewis, 1894)  ムネナガカバイロコメツキ
長野県安 幸川上流, l ♂, 1 ♀, 25. Vn. l987; 川上村梓山戦場ヶ原, l ♀, l3. VI 2004; 同

鳥倉山林道, 5 ♂♂,3 ♀♀, 3. VI 2001; 王滝村御岳八海山,9 ♂♂,4 ♀♀, l9. VII i986;3
♂♂, 2 ♀♀, 26. VII i986; l ♂, 27. VII i986; 3 ♂♂, 9 ♀♀, 22. VII i987; 2 ♀♀, 3. VIIi.
l987; l ♀, 1. VIII 2003; 同御岳黒沢口,4 ♂♂, 25. VII i992; 同氷ヶ瀬, l ♀, 29. VII i988.
岐阜県河合村天生峠(1300- l400 m), l ♂, l8. vI. 1989; 2 ♀♀, 20. VII i990.
日光からの資料で記載されたが, 一般的形態・ 色彩・ 両性生殖器形状などの酷似した複数の別

種があり, それぞれ次種, nlpponlcus=ホンカバイロ, obscurolineatus コゲチャムナポソとされ
た. 本種の東北地方から近畿圈までの個体は確認しているが, 四国・ 九州から記録されたものは

次種とコゲチャムナボソの可能性が強い. 触角各節の形状と長さの比, 前胸背板点刻状態, 前胸
腹板突起形状, 交尾器側片先端形状などの比較精査が必要である.
Ectinus tlidaensis Ohira, 1998 ヒダムネナガカバイロコメツキ(写真 I l l)
長野県安 村梓川上流, l ♂, 9. vn. l988.
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♀,27. VII 2002; l ♂, l9. vI 2004.
岐阜県を基産地と して記載された本種は, 更に山梨・ 長野・ 奈良・ 大阪・ 愛媛からも記録されて

おり比較的広く分布する.  前種によく似ているが触角第2・3 節の長さの比較で区別は容易で,
似た別種としては前述のように他にも数種あるので注意を要する.
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Ectinus puberulus (Miwa, 1928)  キンケオオカバイロコメツキ
山梨県上九 色村富士山青木ク原, l ♀,20. Vm. l988; l ♂, 21. Vm. l988.
札幌と岩手からの資料で記載され, 北海道・ 本州の高地帯に分布し四国・ 九州からの報告例も

ある. しかし体形の類似するmiyakei ミヤケムネナガと誤認される可能性もある. これは大分県
久住山原産で, 四国山地と紀伊半島の台高山系では両種と もに確認されている.
Ectinus dahuricus pet'si1milis (Lewis,1894)  オオカバイロコメツキ(写真 l l2)
北海道千歳市支笏湖, l ♂, l2-14. vn. l988, 中村司 leg.
山梨県須玉町増富, l ♂,2. VII i988.
長野県安最村梓川上流, l ♀,25. VII i987; 川上村梓山戦場ヶ原, l ♀, l3. VI 2004.
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♂, l ♀, 3. Vn. l988.
原名亜種はシベリア東部からの資料を基にCandeze(l863: 394) が記載し, ロシア沿海州まで

の広い地域に分布する. GurJeva(l979: 359-360) はLewisが北海道から記載した邦産のpersimilis
をシノニムと見なしたが, 大平(l968: l-4) は上記のように別亜種とした. 両者の雄生殖器はよ

く似ていて明らかに同系であるが, 差異点もありこの処置は妥当と見られる.  しかし北海道産

と本州産の個体群間にも微妙な差が認められるので更なる検討をしてみたい.
Ectinus sepes (Lewis,1879)  キアシムナボソコメツキ
愛知県稲武町面の木峠, l ♂, 24. V. l 987.

現在知られている本属邦産種では本種は最も小型で,  exulatus ムナボソの小型個体に似てい

るが, 触角基部数節, 前胸腹板突起先端部形状, 両性生殖器構造などに明瞭な違いが認められる.
近畿圈以西に分布し, 北東部では三重・ 愛知- 富山の資料を検したのみである.
Ectinus sericeus senceus (Candeze,1878) カバイロコメツキ
北海道小清水町野上峠, l ♂, 23. VII i998.
新潟 板倉町魚倉, l ex 31. V. 1987, 金田吉高 leg.
山梨県上九一色村富士山青木ヶ原, l ♀, 20. Vm. l988.
長野県王滝村御岳, l ♂,  5. VII i987; 同八海山, l ♀,3. Vm. l987; 開田村開田高原西野,1
♀, l5. vi l992; 同折橋峠, l ♀,5. VII i997; 川上村梓山戦場ヶ原, l ♂,2 ♀♀, l3. VI
2004; 同信州峠,2 ♂♂,3 ♀♀,3. VII 2004; 木曽福島町新開,2 exs., l9. VI 2004(LT) ; l l
exs.,26. VI 2004 (LT) .
岐阜県白川村白山大白川林道, l ♀, l8. vI. 1988;1 ex., 5. vn. 1997; 高根村日和田高原, 1 ♀,

29. vII i995; l ♂, 20_ vIl 2003; 本巣町温見峠(950 m), l ♂, l9. VII i999; 神岡町跡津川

上流, l ♂, 28. V. l989.
愛知県旭町旭高原元気村, 8 exs.,4. VII i997;2 exs., 23. VI. l998; l ex.,5. VII i998; 稲武町

面の木峠, l ♂,28. VI. l986; 豊田市六所山,5 exs.,9. V. l987.
北海道とその付属諸島・ 本州・ 四国・ 九州・ 粟島・ 佐渡・ 隠岐に分布し, 低山地から高地帯まで最
も普通的な種で樺太からの記録もある. 対馬に分布するものは別亜種(bahai) とされ, 類似の別

種(ta″lnaensis) が済州島に分布する. Guljeva(l979: 361) はロシア沿海州からも記録しているが
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資料未見で幾分疑わしい点もある. 普通上翅のみ茶褐色で時に全体が黒色の個体もあり, 中部

以北から北海道産の個体は上翅茶褐色のもののみで, 黒化型は近畿圈の台高山系個体でほぼ半

数, 中国西部・ 四国・ 九州あたりでは殆どが暗色系で, 上翅茶褐色個体は極めて稀となる.
Agnotes elegantulus Lewis, 1894 ヒメカバイロコメツキ

長野県王滝村御岳八海山(l650 m), 1 ♀, 29. Vn. 1988; 南木曽町大平峠, 1 ♀, 2. Vm. 1997.
岐阜県根尾村温見峠(700-1050 m), l ♂, 3 ♀♀,9. VIll i991; 同(900-1000 m), l ♀,10. Vm.

2002 (LT) .

ユーラシア大陸では本属の分化が著しく極めて多くの種が知られ, その幼虫が各種の草本植
物根茎食害虫として著名なものも含まれる. 一般には中型種が殆どであるが, 本種は小型で真

期花上飛来個体を多数見かける.  この様な小型種は南西諸島にも2 種分布するが, 台湾など東
南アジアでは極めて多くの種が見られる.  東北地方南部から四国・ 九州まで広く分布するが付

属島較からの記録はない. 三輪勇四郎博士が九州大学の安松京三先生による祖母山で採集され

た l2 頭の資料(3. Vm. l931) で記載された種(三輪, l933b: 69 &71, as Agrioles yasuttlatsla) と同
じもので, 後に本種のシノニムとされた(岸井, l955: 109) .

ELATERINAE ( コメツキ亜科) : Elaterini( オオナガコメツキ族)
Ludioschema vitti、ger fuscoma'gmatum (Lewis, 1896) クロヘリツヤコメツキ

鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♂, l ♀,26-29. vI 2003.
本種に相当すると見られるコメツキが本邦から報告されたのは,  Lewisによると見られる資
料に基づきCandeze(1873: 31) が鹿児島からの1 頭をインド東部原産のAgonischius obscuripes
としたのが最初で, 更にLewis(l894: 314) は Jansen標本とされる“Central Japan[!] ”の資料2 頭
を検したと述べた.   しかしこの種の本邦本土近辺での分布については疑問が多くその可能性

は極めて低い. 本邦周辺産資料に基づき最初に記載したのはHoyden(l887: 267-268) で朝鮮半島
産資料をAgonischius vittigerと命名し, 次いでLewis(l896:337) が“0shima(奄美大島) ”からの

資料をAphanobius fus(;o″targlnatusと命名したが, この際 Jansen標本についてもo1bscuripesに
ついても触れていない.  これまでに筆者が検した朝鮮半島産資料(Hokusanmen, Cerea, 2 ♂♂,
19. VI 1933, K. Yarnauchi leg) と多数の奄美大島産資料の形態から, この両者は明らかに同種

で, 互いに別亜種関係となるものである. またMiwa(l927a: l8) が沖縄本島と石垣島産の資料を

Megapenthes vittico11isと記載した種は, 後に、,ittigerと同物とされ(Miwa, l929: 350), 南西諸島
産個体群はすべてLewisのfuscomarginatusと見なされた. 従来このグループの所属には変通が

多くAgonlschius, Aphanobius, Megapenthes(Megapenthini) , Chiagosmus 等の属名が用いられてい
たが, Platia・Gudenzi(1998: 60-61) によりReitter(1891: 238) が創設した Ludioschemaの名称が復
活有効名となり, Suzuki(l999: l78, 252) により台湾及び本邦産の種にも適用され, 属名のジェ
ンダー の関係で上記名称となったものである. 本亜種は奄美大島から西表島まで南西諸島には

広く分布し奄美では普通で, 台湾産個体群は別亜種とされ原名亜種個体群によく似る.
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Ludioschema okinannsis (Miwa, 1927)  オキナワホソコメツキ( 写真 l l3)
沖縄県石垣島平野,4 ♂♂,29. Iv 2001.
本種の頭・ 前胸・ 上翅の色彩は黒・ 茶褐・ 赤色および, その組み合わせなどに変化が多く, それ
ぞれ複数の変異名が付されおり, 今回のものは全て上翅と触角が濃黒褐色で, 他は全て紅橙色

のMiwa(1927a: 20) によりMegapenthes iwasakiiと命名されたもので, 本種の色彩変異の一つと

見なされ, 沖縄本島と先島諸島に分布する. 前種と共に本属の種は色彩変異が著しいが, 交尾器
形態では種間の明瞭な差異点が認められるので分類はさほど困難ではない.
Mulsanteus」unior junl'or (Candeze,1873) ヒゲナガコメツキ

奈良県奈良市春日山白毫寺,1 ♂, l t. vI. l995.
本種の属名も前々 種や前種同様に変遷が多く, Ludius, Trichophorus, Nleolric;,optlorus, Nairus
などが用いられ, スペインのSanchez-Ruiz (l996: l54) によりGozis(l875:50) の上記属名が有効

適格名となった. 北海道から九州までと多くの付属諸島から知られ灯火飛来が多く, 低山地で
のマレーゼトラップで多くの個体を見ることがある. 屋久島産は別亜種(ya1luen,sls) とされ, 原
名亜種より触角は短めで雄交尾器形態にも相違点が認められる.
Mulsanteuslinteatus (Candeze,1873)  コヒゲナガコメツキ(写真 l l4, l l5)
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m), l l ♂♂,1 ♀, l7-l8. vIl 2004; 屋久町栗生, l ♂,16. vIl.

1993 .

北陸・ 近畿圈以西の照葉樹林帯での灯火採集で極めて稀に見られるが, 今回杉山谷で l2 頭も
得られたのは大変珍しい事である. 屋久島はその南限分布地で, 奄美以南の南西諾島及び朝鮮

半島からの記録例もあるが疑わしく , 次種の可能性が強いであろう. 雌(写真 l l5) は短い触角の

みならず体形も大きく肥厚し, 上翅色彩も暗色で雄(写真 l l4) との性差が強く, 兵庫 丹波産の

本種雌個体にNeolrichophorus? aureopi1osus ya1mamotoi の名が与えられたが(Nakane et Kishii,
l955a:  44-45), 後に本種の雌であることが判明している(岸井, l985b: 21-22) .
Mulsanteus aureopilosus(Miwa,1934) リュウキュウコナガコメツキ(写真 l l6)
沖縄県石垣島吉原, l ♂, 30. IV 2001; l ♂, 4. v 2001.
西表島からの平山修次郎氏の資料( l ex., V. l932, 平山修次郎 leg) で記載され, 奄美大島

(0hira, 1967: 29) ・沖 本島(中條, l973: 26-27) ・伊平屋島(大平, l978: l4) ・石垣島(岸井, l984:
21) からも記録されているが, 竹富島(l ♂,  l ♀) と与那国島(l ♂) の資料も検している. 大平

(1998: 24) は本種を前種の亜種と見なしたが, 本土産前種とは異なり独立種と見て良いと考え

ている.  本種より大型でよく肥厚した台湾原産の rubugmost‘sが石垣島から報告されているが
(0hira, l967:30, as Neolrichophorus rubiginosus[! ] ) , 本種の誤認の可能性がある.
Serious bifoveolatus(Lewis,1894) コガネホソコメツキ(写真 l l7, l l8)
山梨県須玉町增富, l ♀,2. vII i988.
長野県王滝村鈴が沢, l ♂,20-21. vII i991.
岐阜県河合村天生峠(l300-l400 m) ,1 ♀, 7. vm. l988; 高根村御岳日和田高原(l600 m), l ♂,

22. VL l997; 根尾村温見lb:l・, 1 ♀, 1. vIII. l998.
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l25

l23 1124

写真 l l9-l30.  l l9, オオナガコメツキ Nipponoelaler sleboldi (岐阜県根尾村温見峠, ♂, 24.1 mm) ; l20,
ヒメオオナガコメツキ N. konletsuki (長野県王淹村松越, ♀, 26.6 mm); l21, アマミオオナガコメツキN
amaml (電美大島第二油11 f,林道, ♀、29.0 mm), l22, ヒメクロナガコメツキElater gee,gelewisl (鹿児島
県佐多町杉山谷, (j'l, 22.3 mm) ; l23, アマミツヤクチブトコメツキ0ki,tawa,Ia;1ataya,naiamanM (?美大島
第二汕井 林道, ♂, 7.3 mm), l24, ヨナグークチポソコメツキGlypho,lyxyotlagtnli (石垣島オモト岳, ♂,
8.5 mm); l25, シバタクチポソコメツキG. shlbala1 (?美大島第二汕井 林道, ♂, 7. l mm); l26, アカホ

ソクシコメツキ /),,of)us fe, rug1,ielpe,1,1,s terr,‘glt,elpe,1,us (石.fii島屋良部 , ♂, 10.9 mm) ; l27, ヤクヒラタ

クシコメツキMela,tea‘s lsslkii (屋久島上屋久町白谷雲水峡, ♂, l4.2 mm); l28, ヒメクシコメツキM
1egaloides (鹿児島県佐多町杉Ill谷、 , 17.2 mm), l29, ルイスクシコメツキ M low'sl /e、,,l、sl (鹿児島県佐

多町杉山谷, ♂、 l9.4 mm); l30, スケナガクシコメツキM stlke,1aga1 (石.t面島屋良部 i, ♂, 19.3 mm) .

愛知県稲武町面の木峠, l ♀, 27. vI, I992.
本種は当初Megapetlthes種として記載されたが, 1/ul11etus種として本族に移され(岸井, l955:

109) , 更に両性生殖器構造の相似性が高いSerious種と見なされた(Kishii, l987b: l73) . ,So,let,s
属は一' - ラシア大陸に広く分布する1/ater brunneusが基本種で本邦にも分布し, Miwa(l928b:
40-41) が樺太から記載した1-)1110,lotus sacha11,1enslsはその亜種で(鈴木, l987: 6-7) , 北海道と本

州の個体群も同じ亜種とされる. 台湾産のSill,・eu/,,s fo,-,nosanusが新属新種で記載され(0hira,
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1966: 271-272) , これは本種と近似の種でこの属と見なす報文もあるが, 体形と体表の顕著な金
属光沢を除くと Serious属と変わらぬ特徴を多くもつので変えることはないと考える.  本種は

本属としては分かり易い形態をもつが, 近年複数のより細い体形の小型種が相次いで記載され

(hiramatsui, Jezoensis, tanakai etc.) , 未記載種もあり全て本種の小型個体に似るが, それぞれ本属
特有の雄生殖器側片形状には種毎の明確な特徴をもつ. 本州から九州までの本土に分布する固
有種で, 付属諸島からの記録例はない.
Nipponoellater sieboldi (Candeze,1873) オオナガコメツキ(写真 l l9)
静岡 水窪町門桁山, l ♂, l2. vIII 2000; 静岡市畑薙ダム(1100 m),1 ♀,22. vul t992.
岐阜県根尾村温見峠(950 m), 2 ♂♂,18- l9. vm. 1990; 本巣町温見峠(950 m), l ♂,10. vm.

2002 (LT) ; 同(900-1000 m),2 ♂♂, l3. Vm 2004 (LT) .
鹿児島 佐多町杉山谷打詰(FIT) (l50-200 m), 2 ♂♂, 9. VII 2004, 野田亮 leg ; 同稲尾岳南

麓, l ♂, 1 ♀, 7. VIII 2004, 野田亮 leg ; l ♀,5_ IX 2004, 野田亮 leg; 上屋久町白谷林道,
3 ♂♂, l4. VII i984; 同平瀬林道,1 ♂,6. VII 2002(LT); 屋久町大川林道, l ♂,18. vIl.
l 993 .

当初本種の記録例は本邦から台湾まであったが, 複眼間の広さ, 触角節側葉の形状と長さ, 前

胸各部の点刻状態などで地域的に3 種2 亜種(sieboldi, anlami,bahai; subspp. seinol, taiwanus)
に分けられた(Kishii, l987a: l2-l7; 岸井, l989: 37,49-50) . 本種の分布域は北海道から屋久島と

付属諸島に限られ, 未確認であるが轉国からの記録もある. 本種と同系の東アジア分布の複数

種など類似数種の所属を北米系の0rthostethus属とする報文もあるが,  アジア系の種では中胸

腹板は単純で, 腹板溝側縁は直線状, 一方0rthostethus 基本種の北米産Aphanobius infuscatusで
は, 中胸腹板のほぼ中央が内方に段刻状に大きく屈曲し, 腹板溝もほぼ中央で直角的に陥没湾

曲する. 背面観は互いによく似るがそれぞれの地域で互いに別系統分化したもので, アジア系
の種群ではこれらの特徴に基づく上記属名(Kishii, l985:23) と見なすのが妥当と考える.
Nipponoelater kometsuki (Kishii,1985) ヒメオオナガコメツキ(写真 l20)
長野県王滝村松越, l ♀, 24. VII 2004(LT).
岐阜県根尾村温見峠, l ♂,8. Vm. l998; 本巣町温見峠(950 m), l ♂,10. vm 2002(LT); l
♂, l5. Vm 2003; 同(900-1000 m) , 1 ♂, l3. VIII 2004(LT) .
長野・ 岐阜両県からは初めてだが筆者の手元には伊那谷の資料もある(l ♀, Inadani, l4. vm.

1989, 林靖彦 leg.) . 茨城(holotype) ・ 新潟・ 京都の資料で記載したが, これまでに千業・神奈川・ 東
京・ 愛知・ 奈良・ 岡山・ 鳥取・ 広島・ 徳島・ 香川からも報告され分布域は広いが前種よりは少ない.
前種によく似た種であるが平均的に小型で光沢は強く , 前胸背板点刻はより疎, 前胸腹板突起

後方下面の段刻は突起中央より後方で短小, 触角第3 節以降の側葉先端の発達は弱く, 上翅末

端部は鈍端状で刺状に突出しない. この上翅末端部形状の図示で記載時(Kishii, l985 : 22-24) に

付図の表示番号を誤記したので下記のように訂正する.
[記] p 22: 図番号: 70(誤) →72 (正), 72(誤) →70(正) ; 図説明と記載文の図説名(p23) は

変更なし.
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Nipponoelater amaml' (Kishii, 1987) アマミオオナガコメ ツキ(写真 l21 )
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♂, l ♀,26-29. VI 2003.
本邦に広く普通に分布する前々 種の亜種として記載され, 後に奄美大島と加計呂麻島に特有

の独立種とされた(大平, 2003: l6) . なお, 奄美大島にはよく似たN bahai selnoiアマミフトナ
ガも分布するので注意を要するが, 触角節の形状が異なるので分かり易い. この種の原名亜種
は西表島原産で, 沖系電本島と石垣島の分布も知られ, 別亜種(ta,wanus) が台湾に分布する.
Elater (Palallelostethus) georgel,ewlsi W. Suzukj,1985 ヒメクロナガコメツキ(写真 l22)
岐阜県本巣町温見峠(950 m), l ♂, l5. vm 2003.

鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m) ,5 ♂♂,17-l8. VII 2004.
Lewis( l894: 265) は長崎で採集した資料(curious species) に, 当時のコメツキムシ研究の権威

Dr. Candeze に献名してLudius Candezeiと命名したが, 同名別種が既に記載されていることが

判り, 上記置換名が付された(W. Suzuki, l985: 88) . 本州北端から九州本土及び京都冠島と高知
沖ノ島から記録されているが多くはない. 四国本土からは報告例はなく, 九州では基産地長崎

以外に福岡- 大分・ 熊本からの記録もあるが, 鹿児島は初めてのようである. よく似たE.0Elater)
niponensisオオクロナガは北海道から長崎及び屋久島に分布し本種とよく似ているが,  これは

体形がより肥厚し, 本科の基本種ヨーロッパ産のE ferrugmeus と近似の種で色彩のみ異なり,
前胸腹板突起先端の段刻は突起のほぼ中央近くで大きく円弧状に剔れている.
Vuilletus viridis (Le、MS, 1894) ミ ドリヒメコメッキ

長野県大鹿村小渋湖I半, l ♀, 23. v. l998.
岐阜県白川村白山大白川林道, l ♂, l ♀, l 8. vI. l988; l ♂, l6. vI 2001; 同保木脇, l ♀, l8.

V 2003; 根尾村水鳥谷溪谷, l ♀,5. V. 1986; 谷汲村岐礼谷, l ♀, l2. v. l985.
愛知県稲武町段戸裏谷, l ♀, l2. VII i987; 足助町平沢, l ♀,3. v. l985.
本属の種は体表全体が顕著な緑色金属光沢をもつ美麗なもので, 南西諸島を経て東南アジア

に多い. 本邦固有種で広く本州・ 四国・ 九州の各種花上に普通であるが, 付属諸島からの記録例
はない. 前胸背板点刻は大きくやや疎で点刻間は明らかに離れて平滑であるが, 徴細なat状構
造で被われる個体(ab form_ subopacus) もあり, これを別種又は亜種と見なす研究者もいる. こ
の属の種では両性生殖器構造に差異点が少なく分類の難しいグループである.
Vuilletus yamazakii Ohira, 1987 ツヤミ ドリヒメコメツキ

岐阜県高根村御岳日和田高原, 2 ♂♂, 2 ♀♀, 26. vII i987.
段戸山(愛知) ・ 上高地(長野) ・ 平倉(三重) の資料で記載され, 後に新潟・ 福井・ 山梨・ 岐阜・ 奈良
からも報告された.兵庫県の福知渓谷産資料(l ♂, l ♀,3. VI. l976, M. Yuma leg) も見ている

ので, 近畿圏から東海・ 中部山地帯に分布する. 本種については岸井・ 大平(l956: 74) が, 新潟県
黒川村の馬場金太郎博士の蒐集資料で, Melaricusnitidic()111s Nakane et Kishii(MS) (Ctenicerinae
ヒラタコメツキ亜科) の新属新種の名称で報告したのが初めてで(l958: 35-36; 未記載で無効) ,
後に中根(1959: 93-94) はBMNH所蔵のSericosomus 、,iridis Lewis, 1894 のタイプ資料と照合の

上これと同物とみなしたが, Ohira(l987: 285-287) が命名した本種は明らかに上記の本種つまり
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nllidico11isで, viridis とは異なる種と見なして好い. この両者間には外部形態で差異点が認めら

れ, virid,,sよりやや大きく肥厚度も強く, 色彩と光沢は赤紫色に近い個体が多い. また前胸背板

点刻は大型密で後角部は殆ど平滑部で占められ, 僅かな徴小点刻があるのみである. 中根は同

時に本邦各地産の資料を検討した結果として, 主として前胸背板の点刻と点刻間の徴細構造の

特徴などで, 2 亜種と1 異常型(subsp及び f と表記) を新設したが, その分布域の殆どで重なる

ことが多く , 同じ発生期や花上で見いだされるなどで, 岸井(l986: 32) は命名規約の主旨に従い

その全てを独立種としたが, 確定的な処置とするには検討課題も多い. また本属の本土産種個
体群間では両性生殖器構造は互いに類似し, 明確な違いを見いだすのは困難である.
Vuilletus peropacus (Nakane, 1959)  ツヤケシミ ドリヒメコメツキ

岐阜県白川村白山大白川林道, l ♀, l8. VI. l988.
滋賀県日野市綿向山, l ♂, l4. V. l 983.

前胸背板の光沢は鈍く, 点刻は小さく密で点刻間は顕著に微細な 状(般肌) 構造で被われる.
前2 種と共に得られることもあり, 体表は一般的には赤銅色を帯びた緑色で体形も大きく肥厚

度も強い. しかし個体によっては前々 種のsubopacus型に近いものもある. 両性生殖器構造も殆

ど同じである.  確認できた産地は富山・ 石川・ 福井・ 岐阜・ 三重・ 滋賀・ 京都・ 奈良・ 和歌山・ 兵庫で,
北海道・ 青森・岩手・ 山形からの報告例もあるが,  これには近似のcrebrepunc回usオオミドリヒ
メの誤認の可能性もある.
Dolerosom‘Is g'acilis (Candeze,1873) キバネホソコメツキ
長野県大鹿村小渋湖畔, l ♂, 29. V. l999; 開田村開田高原西又, l ♂, l ♀, 24. V 2003.
岐阜県本巣町パルプ工場土場, l ♂, l t. V. l985; 3 ♂♂, 4 ♀♀, 5. V. l986; 同日当土場, 3 ♂

♂, 10. V. l986; 谷汲村岐礼谷, 3 ♂♂, 3 ♀♀, l2. V. l985; 神岡町跡津川上流, 2 ♀♀, 28.
V. l989; 根尾村高尾谷, l ♂, 25. IV. l987.
愛知県足助町大多賀,2 ♂♂, l ♀, l8. V. l986; 同平沢, l ♂,2 ♀♀,3. V. l985; 豊田市六所

山, l ♂, 9. V. l987.
滋賀県日野市綿向山, l ♂, l4. V. l983.
京都府京都市左京区岩倉,3 ♀♀, l t. V. l 984

和歌山県古座川町大塔山松根, l ♂,2-3. VI. l990.
北海道から九州までと殆どの付属諸島で, 早春から初 の候各種の花上で普通の本属種とし

ては唯一の本邦固有種で, 交尾器側片形状は独特で, 外形共に北米に多いsilaceus, deb出sなど
とよく似る. 両性の性差は触角・ 色彩などで明らかであるが, 稀に紛らわしい個体もある.

ELATERINAE( コメ ツキ亜科) : Synaptini ( ニセムナボソコメツキ族)
Siles i、s musculus musculus Candeze, 1873 クチブトコメツキ

栃木県下都賀郡野木神社近傍(渡良瀬遊水池), l ex., 22. VI. l986.
長野県白馬村猿倉, 1 ex., l8. VIII 2000; 安 村梓川上流, l ex.,25. VII i987; 上村しらびそ高
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原, 1 ex., 1. IX. l990; 王滝村御岳八海山, 1 ♂, l ♀, 3. Vm. l986; l ♂, 19. Vn. l987; 1 ♀,
5. IX. l987; l ♀, 20-21. VII i991; l ex., 25. VII i991; l ♂, 20. VII 2003; 同 ( l800-2000

m), l ex., 24. VII 2004; 同鈴が沢, l ex., 2. VIII. 1992; 同牧尾ダム, l ex., 22. VII i995; 木

曽福島町東山土場, 2 exs., 20. VII i986; l7 exs., 5. VII i987; 2 exs., 22. VII i987; 3 exs.,
26. VII i987; 同新開, l ex., 26. VI 2004(LT); 南木曽町上在郷, l ex., l9. VII i997; 長谷村

三峰大曲,3 exs.,28. VIl. l985; 同戸台, l ex.,28. vIl.1985; 同三峰川上流, l ex.,2. Vm.
l986; 川上村梓山戦場ヶ原(l400m), l ex., l5. VIL l997; 2 ♂♂, 3. VII 2004; 開田村開田
高原西又, l ex., 24. VII i992.
静岡 水窪町門桁山, 3 exs., 12. VII 2003; 2 exs., 22. VII 2000; 同家老平( l200 m), l ex., 24.

VII i999; 静岡市大間,3 exs., l4. VIII. 1993; 同畑薙ダム(1100 m) , 1 ex., 22. VIII. l992.
岐阜 高根村日和田高原(l650 m), l ex., l8. IX. l988; 同(l600 m), l ♂, 7. VIII.1994; 根尾

村温見峠, 2 exs., l5. VIII.1997; l ex., 1. Vm.1998; 同(950 m), 3 exs., l8-l9. VIII.1990; 1
♂, l5. VIII 2003;1 ex.,8. VIII. l998; 同(900-1000 m),4 exs.,10. VIII 2002(LT) ; 本巣町パ

ルプ工場土場, l ex.,24. VI. l990; 同温見峠(950 m),5 exs., l9. VII i999;1 ex.,10. Vm.
2002(LT); l ex., l6. VIIL2002(LT); l9 exs.,15. VIII 2003; 同(900-1000 m),8 exs., l3.
VII[.2004 (LT); 荻原町大洞ダム湖畔, l ex.,6. VII 2003.
愛知県旭町旭高原元気村, 1 ex., 4. VII i997; 稲武町面の木峠(1100m), 2 ♂♂, 23. VII i984;

1 e x .
,

1. VIII. l 998.

本種が最初に記載されたのはMotschulsky (l866: l66) によるAgriolesferruginelpennisで, 次い
でCandeze(l873: 31-32) のSilesis musculus であるが, 前者の名称は北米産種に先取されていて

(Le Conte, l861:348) , Lewis(l877: l6) が置換名をAgriotes Candezeiとした_ しかしこれもまた

Lewis(l894: 315) のSilesis musculus var. favipennisと同物とされ (0hira1969: 21-22) , Cand,elze
の上記名が採用された.  里山から高地に最も普遍的な種で黒色・ 茶褐色・ 赤褐色・ 黄赤色など色

彩変異も多く, また地域的な変異も見られる. 北海道から九州までと殆どの付属諸島に分布し,
普通赤褐色の触角と黄褐色の脚部を除き全身黒色であるが,  北部日本産の個体に比し四国・ 九

州など南西日本に分布するものは, 体幅がやや広く体色も茶褐色~赤褐色気味で, 特に前胸背
後角部と上翅側縁部では明陳に赤味が強い(Kishii, l976: 50) . Candezeの記載文(prothorace - ,
marginibus rufescentibus, - ) からは南西日本産個体を基にしたもののようであるが判然としな
い. この両個体群は紀伊半島辺りで微妙に分かれているようで,  Ectinus sericeus カバイロの体
色変異傾向とよく似る.  八丈島(nomurai) ・ 対馬(tsushimens,s) ・ 済州島(quelpartianus) の個体群は
それぞれ別亜種とされ, 屋久島からは類似するが独立種として次種が知られている.
Silosis yaku Kishii, 1976 ヤククチプトコメツキ

鹿児島県上屋久町白谷雲水峡, l ♀, l2. vII i995; l ex., 9. vn 2002; 同白谷 l7 号支線,1 ♂,
l t. VII i986; 同平瀬林道,2 exs., 6. VIl 2002(LT);3 exs.,7. VII 2002(LT); 屋久町大川林

道, l ♀,19. VII i993; 同荒川林道, l ex.,10. VII i995; 同小島, l ex.,7. VII i995.
小杉谷で l950年代に複数個体が採集され,  本邦山地で広くかつ極めて普通に見られる前種
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小杉谷で l950 年代に複数個体が採集され,  本邦山地で広く かつ極めて普通に見られる前種

として報告されたが, 後に屋久島固有の独立種(Kishii, l976: 51-53) とされ, 島内では広く普通

に見られる. また屋久島西北方にある黒島からの記録例もある.
Okinawana hatayama, amam,' Kishii,1976 アマミツヤクチブトコメツキ(写真 l23)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二i由井岳林道, l (i'、,26-29. VI 2003.
当初Sitesis属として沖縄本島と徳之島の資料で記載(Kishii, l975: 6-7) されたが, 翌年前胸腹

板突起先端部の独特な形状, 特異な雌貯精表内ブラシ状角質板などと, その他多くの差異点か

ら新設の0kinawana属の基本種とされ, 奄美大島産個体群を別亜種とした(Kishii, l976:54-55) .
今回の資料と共に再検討したが, 奄美大島のものは沖縄本島の原名亜種個体群との間に差異点

が多く, 或いはそれぞれ独立の別種の可能性もある. また徳之島の資料は l 頭のみであるが, 奄

美大島産個体とは異なる特徴をもち, これもその別亜種の可能性が強い.
Glyphon''x' yonagun, Kishii, 1974 ヨナグニクチボソコメツキ(写真124)
沖縄県石垣島吉原, l , 29. IV 2001; 同オモト岳, 2 , l 早, 3. V 2001.
本種は前胸背板点刻が極めて密, 同後角部から前縁近くまで伸びる長い側緑隆起線, 上翅間

室の不規則で密な横較の隆起状構造などで台湾産の tongutus, formosanus, grossus, c'upe,,sis 等
と同系統と見なされる. 与那国島産の l 雌個体で記載されたが, 石垣島オモト岳からはこれま
でにも比較的多くの個体が得られている.
Glyphonyx pamd''pes Miwa,1934 サキシマクチポソコメツキ
沖縄県石垣島屋良部岳, l (i'、, 1 , 3. v 2001.

南西諸島には本属の種が多いが, 石垣島からは全体がほぼ黒色で最も小型の本種が最も多く
見られ, 次いで小型で黄色上翅に黒条のある irio,note,,sisイリオモテクチボソ, 屋久島のヤクク

チブト(Silesis yaku) に似たhaterumarum takahashiiタカハシクチボソ及び前種の4 種知られて
いて, それぞれ大きさ色彩などが明確に相違し区別は困離でない.
Glyphonyx ,lhai Ohira, 1968 イハクチボソコメツキ

鹿児島県奄美大島瀬戸内町第::: l,由井岳林道, l , 26-29. V I 2003.

奄美大島の本属種はesakii, ihai, kishiii, ,natobai,oki,tawa,Ms, shibatai, yoshimotoi, yuwancotaな
ど8 種知られているが, 互いに両性生殖器構造も類似するので同定には注意を要する. 本種は

最も小型で黒色上翅の基部側方に近く明瞭な黄色縦斑があるので分かり易い.
Glyphonyx shibatai Ohira,1968 シパタクチボソコメツキ(写真 l25)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第:::Ir由井岳林道, 2 exs., 26-29. VI 2003.
(:ityp/,o,,yx 属は本邦本土では種数が少ないが,  南西諸島以南では台湾(34 種) や東南アジアで
の分化が著しい. 本種はokinawanusオキナワムネァカクチボソに似て, yuwancotaユワンクチ
ボソを除くと大型で, 体は黒色で触角と脚部は鮮明な黄赤色, 体はより細長い

Glyphonyx uedai uedai Kishii,1977 ウエダクチ ボソコメ ツキ

鹿児島県上屋久町小瀬田, l ♀, l2. Vn. l986; 屋久町栗生, l (i'、,6. VII 2002.
屋久島分布の本属は3 種あり, 本種はbicotor yakuヤクキバネクチボソに似るが, 細型で前胸
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Glyptlonyx dalopioides Nakane, 1959 ク ロスジクチボソコメツキ

栃木県下都賀郡野木神社近傍(渡良瀬遊水池), l ex.,22. VI. l986・
長野県南木曽町上在郷, 2 exs., 19. VII i997.
Da10pMs palagja加sクロスジヒメの項でも触れたが, この種の記載時(Lewis, l894, 315-316) ,
資料中に複数の別種が含まれていたことが, Miwa(l928b:49; 1934: 136) や中根(l959: 91-93) に
より判明し, その一つが上記のように命名されたものである. 北海道から九州までの広い地域
から記録されており珍しい種ではないが, 種名のようにDa1opius属の種と似ているので誤って
Dalopius種として記録されている可能性はある.
Glyphonyx illepidus Candeze,1873 クチボソコメツキ
長野県南木曽町上在郷, l ex., l9. Vn. l997.
本州分布の本属は3 種知られ長野県からの本属種はbicolorキバネクチボソのみであったよ
うである. 青森から長崎まで広く分布し,  日当たりの好い広葉樹の葉上で多数個体が活動する
事もあり, 燈火にもよく飛来する.

MELANOTINAE( ク シコメ ツキ亜科)
priopus (priop‘,s) fem,gmeipennis fierrugmeipennls (Miwa,1927) アカホソクシコメツキ

(写真 l26)
沖縄県石垣島屋良部岳, l ♂,30. IV 2001.
沖縄本島から記載(Miwa, l927b: lie) されたが, 後に原産地は石垣島に訂正され同時に西表
島からも記録された(Miwa, l934: 256) . しかし後に沖 本島の分布も明らかになり新しく別亜

種として(h‘,u,yoshii, Ohira, l967: 37) 記載され, また与那国島からは類似資料が得られ別亜種と

して(yonaguni, Kishii, l982: 47-48) 記載されたが, これは現在与那国島固有の独立種とされる.
本種の分布地として韓国と済州島(Lee, 1995: 76-77) も知られているが, この済州島の個体はこ
の報文の付図(p78, figs. l &3, 図番号と説明が一致していないが, 図からはl が全形図,3 が雄

交尾器の図と判断される) から, 最近独立の別種とされ記載された(bibarl, Kishii et J.-C Paik,
2002: l7-l8) . 韓国本土の資料は検していないが少なくとも本種ではないと考えられ, 本種の分
布地は南西諸島に限定されると思う.
Melanotus castan●pes matsumurai Schenkling,1927 ハネナガクシコメツキ
北海道羅臼町茂瀬苅別林道, l ♀, 20. vII i998; 小清水町野上峠, l ♂, 23. VII i998; 幌加内

町白樺, l ♂,26. VII i998.
長野県王滝村御岳高原(l300 m), l ♂,24. VII i992; 大鹿村鳥倉山林道, l ♀, 8. VII 2001;
川上村信州峠,1 ♂,3. Vu 2004.
静岡県静岡市赤石ダム(1200 m), l ♂,23. VIII. l992; 同二軒小屋西俣, l ♂,4. Vm 2001.
岐阜県高根村日和田高原(l600 m), l ♂,10. VI. 1990; l ♂, 7. Vm. l994; 2 ♂♂, 29. VII.

l995; l ♂, 5. VII 2003.
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本邦のク シコメ ツキと しては最も高所に生息する種で, 分布域は広く北海道から九州までの

高地帯から知られ, 国外では樺太- 済州島・ 朝鮮半島の資料も本亜種であると確認している. 原

名亜種はユーラシア大陸全般から北米までの広い範囲から記録され, 大陸東限分布域の一つと

してロシア・ ハバロフスクからの資料で大平・ 山内・ Novomotdnyi (2005: 31) が報告している. ク

シコメツキ類は一部の属を除いては, 一般に一様に黒色または濃褐色で外見的な特徴の差異点

は少ないが種分化は著しく, Hayek(l990: 37-l l5) によるこのグループの再検討以後, 中国・ 台湾
や東南アジアなどの資料で多くの論著が出るようになった(Platia et Schimmel, 2001: 638 ppな
ど) . 本亜科では両性生殖器構造に明確な差異点が多く , その研究技法の進展に伴い, このコメ

ツキの中でも特に難解と言われていたグループの解明には極めて有効であった.
Melanotus annosus Candeze, 1865  クロツヤクシコメツキ

岡山県川上村上徳山, l ♀, l2. VI. l994.
本邦四島全土と, 南西諸島を除く大部分の付属諸島に分布し, 国外では朝鮮半島(Miwa, l933:

l58) と済州島からの記録(Lee et al., l985:407) もある.Okamoto( l924: l82) も済州島から本種を

記録したが, Miwa(l934: 102) はこの資料を1egatusであるとした. これは済州島を含め朝鮮半島

に広く分布する別亜種1egalus leeanus(Kishii, 2002: 20-21) を指すものであろう. コメツキムシ
類は当初から分類困難なものの代表的甲虫の一つとされ, 前述したようにこのクシコメツキ類

はその中でも以前から同定の厄介な仲間とされていたが, 生殖器構造比較検討では同定もさほ

どの困難はない. 本種は前胸背板点刻が疎で光沢が強く, 雄交尾器側片先端部の形状が単純, 中

片先端も短大なため本邦産他種とは区別し易い.
Melano tus senins senili s Candeze, 1865 クロクシコメツキ

岐阜県本巣町パルプ工場土場, l ♂, 9. VI. l985.
愛知県安城市実輪, l ♀, l6. V. l985.
本邦固有種で本州・ 四国・ 九州と粟・ 佐渡・ 神津・ 三宅・ 平戸などの島Iaに分布し, 屋久島と口永

良部島からは別亜種(yakuinsulanus) が知られる.  前胸背板の点刻が大きく極めて緊密に接して
いて, 北海道にも類似個体群が分布し, これは別種ocellalopunctalus Iゾクロクシとされる.
Melanotus co,rectus Candeze, 1865 ヒラタクロクシコメツキ

長野県長谷村戸台, l ♀,3. V 2003; l ♂,25_ V 2003; 王滝村鈴が沢, l ♂, 2. Vm. l992; 木曽

福島町新開,4 ♂♂, l ♀,26. VI 2004(LT); 南木曽町清内路峠, 2 ♂♂, 28. VII i995; 開田

村開田高原鵜類沢, 1 ♀, 26. VII i996.
静岡県水窪町門桁山(l200-l300 m), l ♂,24-25. VII i999.
岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♀, 3. VIn.1997; 小坂町御岳濁河温泉, 1 ♂,5. VII 2003; 朝

日村秋神川河畔, 2 ♂♂, 26. VI. l999.
愛知県旭町旭高原元気村, l ♂,4. VII i997; 稲武町面の木峠(1100 m), l ♂, 2-3. VII i994; 2
♂♂, l7. VII i999; l ♂, l7-l8. VI l. l999.
滋賀県日野市綿向山, l ♂, l4. V. l983.
色彩体形の似た種が幾つかあるが, 圧平度の強い体形と触角第2 ・3 節が明瞭に短小な点で他

66 -



種と 区別するのは困難ではない.  本州・ 四国・ 九州全域に分布し粟島・ 佐渡・ 隠岐・ 平戸島からも

知られ, 種子島の記録例もあるがこれは次種の可能性もある. 北海道本土からの記録例は見て
いないが, 渡島小島からの報告例がある.
Melanotus issikii Miwa, 1929 イ ッシキクシコメツキ (写真 l27)

鹿児島県上屋久町白谷 l7 号支線, l ♂, l4. Vu. l986; 同白谷雲水峡, 1 ♂, l4. VII i995.
屋久島特有の種として, 一色周知博士の採集された資料で記載(Miwa, l929: 346-347) された

が, 中根・岸井(l958: 38) は前種の亜種とした. 三輪はspernendus ナガチャクシに似ていて前種
とは上翅がより長いので異なるとしたが,  触角第2-4 節の形状と長さの比および雄生殖器形状

でもこれとの関連性は低い. 交尾器側片形状は互いに似るが, 交尾器の幅が広いspernendus と

では細長い他の2 者とは明らかに異なる. 前種の腹部下面は黒色, 触角と脚部は通常黒褐色か

ら赤褐色で, 本種のこれらの部分は常に赤色ないし黄赤色で, 鹿児島県大隅半島南端部からの

個体もこれに近い体色の個体群が棲息し, 前胸背板点刻状態と交尾器側片の形状にも差異点が

認められるので, やはり記載者の見解の様に独立種と見なすべきであろう.
Melanotus legatoides Kishii, 1975 ヒメクシコメツキ(写真 l28)
長野県王滝村鈴が沢, l ♀, 31. VII i993; 木曽福島町東山土場, 1 ♂, 5. VIi i987; l ♀, 26.

VII i 987.

岐阜県白川村白山大牧ダム, l ♂, 4. v. l997; 根尾村温見峠(950 m), 1 ♀, l8-l9. vul t990;
本巣町日当土場, 1 ♂, 24. VI. l990; 同温見峠(900-1000 m), 1 ♀, l3. VIII 2004(LT) .
愛知県旭町旭高原元気村, l ♂, 3. VIII. l996; 2 ♂♂, 4. vii i997.
鹿児島県佐多町杉山谷(150-200 m),5 ♀♀,17- l8. VII 2004; 同稲尾岳南麓, l ♀,5. IX 2004,
野田亮 leg.; 上屋久町平瀬林道, 10♂♂, 7 ♀♀, 6. VI1 2002(LT); 屋久町栗生,2 ♂♂,1
♀, l6. VII i993; 同大川林道, l ♀, 17. VII i993; 同小楊子林道,4♂♂, 1 ♀,5. VII 2002
(LT) .

北海道から屋久島まで広く分布し燈火によく集まるが, 鹿児島県本土からの記録例は無いよ
うである. 外見のよく似た次種と紛らわしいが, 両性の生殖器構造は著しく異なる. 本種記載時

に屋久島の栗生・ 平内・ 安房・ 永田からの各一頭が福模式標本に指定されているように屋久島で

は普通種である. 今回の資料にはなかったが, 本島には次種の別亜種ogataiオガタクシも分布
していて紛らわしい. この両者は前述のように交尾器側片先端の鈎状部形状が著しく異なり,
前頭点刻状態と触角第2-4 節の形状も異なる.

Malanotus legatus legatus Candeze,1860 クシコメツキ

長野県王滝村鈴が沢, l ♂, 2. Vm. 1992; 同牧尾ダム, l ♂, 22. VII i995; 同 ノ湯, l ♂, l8.
V II i 987.

岐阜県本巣町パルプ工場土場, 2 ♂♂,24. VI. l990.
愛知県旭町旭高原元気村, l ♂,2. VIII. l997; l ♂,27. VI. l998; 岡崎市鴨田,2 ♂♂,8. V.

l 987.

京都府京都市左京区八瀬, l ♂,20. vI. l984.
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鹿児島県佐多町杉山谷 (l50-200 m) , 3 ♂♂, 17-l8. Vn. 2004; 同稲尾岳南麓, l ♂, 7. Vm.
2004, 野田亮 leg ; 高山町甫与志岳(FIT),2 ♂♂, l ♀, l6- l9. VII 2004, 野田亮 leg.
邦産コメツキムシでは最初に記載された種で, 本土全域と付属諸島の大部分に広く分布し最

も普通で, 伊豆諸島(mas,akianus) ・ 大隅諸島とトカラ諸島(ogatai) ・ 沖永良部島(erabu) ・ 済州島と
朝鮮半島(1eeanus) の個体群はそれぞれ別亜種である.

Melanotus lewiis' lewisi Schenkling,1927 ルイスクシコメツキ (写真 l29)
長野県長谷村美和, 1 ♂, 2. Vm. l986.
愛知県知立市西町, l ♂, 31. V. l985; 旭町旭高原元気村, l ♂, 27. VI l998; 津具村面の木峠,

l ♀, l t. VII 2004; 豊根村みどり湖●半, l ♂, l6. VII 2000; 名古屋市緑区相原郷, l ♀, 4. VI
l999; 豊田市山中, 2 ♂♂, 22. V. l999.
京都府京都市左京区久多峠, l ♀, 29. VL 1985.
鹿児島県佐多町杉山谷(l50-200 m),39 ♂♂, 9 ♀♀, 17- l8. VII 2004; 同稲尾岳南麓, l ♂, 4.

VIII 2004, 野田亮 leg;2 ♂♂,5. VIII 2004, 野田亮 leg ; 屋久町小島, l ♀,7. VII i995.
前種及び前々 種に類似の種で分布域は北海道を除く本土全域とよく似ていて, ほぼ同じ時期
に出現し共に走光性が強いので紛らわしい種である. 本土中央部での個体群は大型で前胸背板

光沢が鈍く, 本種特有のオパール状となり分かり易いが, 九州南部と屋久島などの個体は小型

化傾向が強く, 前胸背板点刻間の驗肌状構造が極めて弱いので光沢は明瞭, 高倍率での検鏡で
弱いa交肌構造を認め得るのみである. 今回検した鹿児島県南部の資料は全般的に小型で対馬産

個体群とよく似ていて,  前胸背板は一見平滑に見え1egatoides又はtoga加sの様に見られる個
体が多かった. 今回の鹿児島県佐多町の多くの資料は特に1egatoidesと似た個体が多く, 雄生殖

器は明らかに前種と同系の形状であった.  普通本種は平均的に大型で前胸背の幅もより広く ,
前胸背板は前述のように肉眼でも光沢が弱くオパール状光沢をもつが, legatoidesの触角第4 節

は両性とも鈍角状の短三角形状, /egatusでは鋭角状の長三角形, 本種の前胸背表面は前述のよ
うに極めて徴細な縞(1酸肌) 状構造で被われ, 完全に平滑で光沢が強い他の2 種と異なり, 体は

本種が最も大きく /egatoid,esが最も小さい.  前胸背板点刻間の徴細構造は地域的な較差はある
が, 今回の資料では弱い徴細な較肌状構造を認め得た. また雄生殖器側片端の鈎状部の形態は

1egatoides で最 も短く突起も明瞭で鋭利, 他の2 種では長い半精円状で突起は不明瞭で鈍端で異
なるが多くの資料検討は欠かせない. なお対馬産は別亜種tsushimensisツシマクシとされ, 屋久

島と トカラ中之島のものもこの亜種に似た点をもっ.
Melanotus sukenagai Kishii, 1986  スケナガクシコメツキ(写真 l30)
沖縄県石垣島屋良部岳, 2 ♂♂, l ♀, 3. V 2001.
本種は邦産のクシコメツキ中で最も大型且つ強壮な体躯をもち, 雄生殖器も短大幅広でその

側片先端部の形状は台湾産のkintarouiに似るが, より大きく触角も長く前胸背板点刻はより小

さく密である. 南西諸島では島 毎に独自の本属の種が分布する傾向が強く, 本種は石垣島の

固有種と見られ, 他にもbro、,・,t11oraxムナビロクシとvan,ayaiヤマヤクシも現在のところ本島固
有の種とみられる.
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田 132

写真 l31-l45.  l31, バンナクシコメッキMelanotusbannaensis (石垣島吉原, ♀, l7.4 mm) ; l l2, ヤェヤ

マクシコメツキ M am1a (石垣島吉原, ♀, l6.0 mm); l33, サキシマカンシヤクシコメツキM
satol samshime,tsls (石垣島平野, ♀, 14.8 mm); l34, ヤマヤクシコメツキM yamq,,al (石垣島オモト岳,
♀,23.1 mm) ; l3:5, オモトクロクシコメッキSphe,uscosomus omoloensis (石垣島屋良部岳, ♀,22.0 mm);
l36  リュウキュウクシコメツキ S. 1oochooensis (奄美大島第二油井岳林道, ♀, l7.8 mm); l37, アマミク

シコメツキS amamlenslsamamiensis (奄美大島第二油井岳林道, ♀, l4.2 mm) ; l38, ハネナガオオクシコ

メツキS. japonicl,s (岐阜県白川村大白川林道, ♀, 18. l mm); l39, シバタチビマメコメッキQuasimus
shibata1 shibatai (屋久島上屋久町平瀬林道, ♀,2.4 mm) ; l40, ニセホソマメコメツキYuhomatamul (屋
久島上屋久町白谷雲水峡, ♀, 3.3 mm); l41, ヤママメコメツキ Y monlicola (屋久島上屋久町平 林道,
♀, 3.5 mm); l42, アマミオオハナコメッキDicrotlyehus amamianus (奄美大島第二油井岳林道, ♀, 10.6
mm) ; l43, タムラハナコメッキDisplalynychustamura1 (石垣島吉原, ♂,8.8 mm) ; l44, オオアカアシコハ
ナコメッキPa-acar,diophorusseql,enspurpuratus (屋久島屋久町栗生, ♀,6. l mm) ; l45, トカラアカアシハ

ナコメッキ石垣亜種P tohara subsp. (石垣島平野, ♀, 6.2 mm) .
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Melanotus bannaensis Ohira, 1978 バンナクシコメツキ(写真131 )
沖系電県石垣島吉原, 2 ♀♀, 29. IV 2001; 同富野, l ♂, 29. IV 2001.
前種に似るがやや小さく触角も短く, 且つより細型平行状で雄生殖器はより細い. 現在の所

先島諸島の石垣島, 西表島と与那国島からのみ知られ, 隣接の宮古列島からの報告例は無いが

分布する可能性は強いように思われる.

MelanotusyayeyamacolaKishii,1974 ヤェヤマクシコメツキ(写真 l32)
沖縄県石垣島吉原, l ♀, 2. V 2001.
先島諸島の殆どの島に普通の種で一見本土産の legatus に類似し,  両性の生殖器系の形状も
よく似ていて, 明らかに共通種に由来した隔離進化による, 先島諸島系の固有個体群を形成し

たもののようである.  しかし本土産の1egatus とは触角各節の鋸歯状傾向が弱く, 2-4 節の形態
と長さの比率が雄では著しく異なり, 頭部点刻は大きさ密度共に極めて粗雑不規則である.
Melanotus satoi sakisllimensis Ohira, 1982 サキシマカンシャクシコメツキ(写真 l33)
沖縄県石垣島平野, l ♂, 3 ♀♀, 29. IV 2001; 同富野, l ♀, 29. IV 2001; 同吉原, l ♀, 30. IV.

2001.

原名亜種となる本種satoi サトウクシとその亜種群は, 南西諸島全域でその幼生(通称ハリガ
ネムシ) が甘蔗根系食害虫として著名なクシコメツキ類で,  島戦毎に交尾器を含め微妙な形態

的変異があり,  東南アジア産の1,ameyi(ベトナム・ 台湾) や tan,suyens,s(台湾) と極めて近縁の種
である. Ohira(l982: 21-24) は鹿児島県本土南端部からトカラ諸島までの個体群をsatoi, 奄美

大島・ 徳之島・ 沖総本島・ 南大東島分布のものをokinawensisオキナワカンシャクシ, 先島諸島分
布のものは今回の sakishimensisとし, それぞれ独立の3 種とした. これら3 個体群は何れも互

いによく似ていて, 一般的外形や両性生殖器構造でも顕著な差異点は見いだし難い. 頭部構造

と雄交尾器先端部等の形態差で区分されているが,  産地不明資料では同定困難な場合もある.
筆者(1999: 94) はこれら個体群は同じ種から比較的最近に甘蔗伝来と共に隔離分化した, 同一

種 satoiの亜種関係にあるとみている.  なおこのグループの和名に屡 カ々ンシヤクシとカンシ

ョクシが混用されるが, 当初甘蔗(サトウキビ) を甘藷(サッマイモ) と区別するためそれぞれを

カンシャ, カンショと訓み分けていた事もあり, 本種の原記載では“Kansya” を和名としてい
るので従来のままでよいであろう .

Melanotus J'amaya' Kishii, 1985 ヤマヤクシコメツキ (写真 l34)

沖縄県石垣島オモト岳, 1 ♂, 3. V 2001; 同オモト岳山頂, 1 ♀, 3. V 2001.
本種及び八丈島から知られる hachijoens,s ハチジョウクシも前種と近縁の種で体色を含め,
一般的な形態はおおむね同じである. これらの近縁種中で本種は著しく大型なので分かり易く,
触角節や頭部並びに前胸背板の点刻など及び雄交尾器にも差異点があり, これらの特有の特徴

から本島固有種と認められる.  l984 年5 月に長岡市立科学博物館の山屋茂人さんがオモト岳

で得られた4 雄資料(原記載で2 female paratypesとあるのはmaleの誤記) で記載(Kishii, l985:
26) して以後長く再報されてないが, 今回検し得た雌資料は更に大型(23.5 x 6.3 mm) で貯精表

内角質構造は台湾産のtamusuyensisカンショクシによく似た形態であった.
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Molanotuseryalropygus erythropygus Candeze, 1873  コガタクシコメツキ

長野県開田村開田高原西野,2 ♂♂, l5. VI. l992; 木曽福島町新開, l ♀,26. VI 2004(LT) ; 王
滝村御岳高原 (l500 m) , 1 ♀, 29. VI. l997.
愛知県稲武町面の木峠(1100 m) , l ♂,5. VI. l994.
岡山県川上村上徳山, l ♀, 12. VI. l994.
本土全域の低地から山地に掛けて広く普通に見られ, 伊豆諸島・ 隠岐・ 屋久島を含め付属諸島

の多くからも得られていて, 佐渡(sade) と対馬(ta,shu) の個体群はそれぞれ別亜種である. 済州
島と韓国からも幾つかの記録があるが, これは最近になり朝鮮半島分布の別種 coreanusとされ
(S.-H. Lee et al., l999: 40-42), 筆者も中国東北地域までの資料(Kishii et Paik,2002: 23) で確認

したので, 本種は本邦固有種の一つである. 体形が小型で細く触角第2 ・3 節が著しく短小で, 本

属種としては異質の形態である. 他に若干の同形態種が知られそれぞれ未記載と見られる.
Splleniscosom‘Is omotoensis (0hira,1966)  オモトクロクシコメツキ(写真135)
沖縄県石垣島屋良部岳, l ♂,29. XII. l997; 1 ♀, 30. IV 2001; 西表島船浦, l ♂, 3. VI 2000.
本種はこの上記両島固有種と見られる極めて大型強壮なクシコメツキで, 現在までに知られ

る本邦産クシコメツキ類では最大のものである.  Melanotus 属では前胸腹板突起がその基部で

内方に明瞭に屈曲するが, 本属では突起がその基部( 前脚孔後縁) で内方に曲らず後方へ直進的

に伸びる. Schwarz(1892: 132) はこの特徴を重視しSpheniscosonMsを創設し, Lewis(1894: 191)
も同じ判断で2 年後に邦産種Melanolus ceteを基準種にMelan()lops,s属を創設したが, Schwarz
(l906: l85) により前者のシノニムとされた. 筆者は前胸腹板突起が後方へ伸張し, 稀に中央近

くで斜め内方に曲がるものも含めて独立属と見なしているが, 独立属, 前属の亜属, また分割せ

ずに同属として扱う報文も少なくない. 本亜科は最終氷期以後の草原拡大と共に比較的新しく

分化が始まったグループと見られ, 明確な種間差異点の少ないグループであるが, 両性生殖器

構造には分かり易い相違点があるので, 最近急速に分類研究が進みその論著も多い.
Sphemscosomus l,oochooensl's (Miwa,1929) リュウキュウクシコメツキ(写真 l36)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♂,2 ♀♀,26-29. vI 2003.
本種は当初沖縄本島からの l 雄資料を本邦産普通種の1egatus クシコメツキと誤認し(Miwa,

l927b: l l2), 後に別種とされ記載された(Miwa, l929: 347) . 以後Melanotus 属とされていたが,
前胸腹板突起は全長の中央近くで斜め内方に曲がる種で, 続く 2 種も同じ様な突起形状をもち

雄生殖器形態も次種に似るのでSphenlscoso"lus種と見なした(Kishii, 2004c: 175) . トカラ中之島
から沖縄本島・ 久米島までに分布し, 長紡鍾形状で前胸が台形に近い体形で分かり易い.
Spheniscosomus koike' (Kishii et Ohira, 1956) ヒラタクシコメツキ

愛知県足助町香嵐渓, l ♂,27. VI. l992.
外見からの体形が legatusに似るので当初Melanotus 種として記載されたが, 前述したように
前胸腹板突起基部は後方へ伸長し, 突起の半ば近くで内方へ緩く曲がり両属の中間的形態をも

ち, 両性生殖器官形態は本属のものである. 北海道から九州まで広く分布し少ない種ではない

が, 島●典.では冠島・ 五島中通島・ 平戸島のみのようである.
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Spl,eniscosomus amami,ensis amamiens●s (0hira, 1967) アマミクシコメツキ(写真 l37)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ♂,3 ♀♀,26-29. VI 2003.
前種に近似の種であるが体は短大で, 前種のような細型でない. 奄美大島・ 加計呂麻島に分布

し, 沖縄本島には別亜種(yambarus) が分布する.
Sphemscosomus clibricollis (Faldem、ann,1835)  オオクロクシコメツキ

岐阜県根尾村パルプ工場土場, l ♂,9. VI. l985.
従来Candeze(l865: 47-48) が本邦から記載した restrictusとされていたが, 中国から済州島を

含む朝鮮半島に広く分布する上記種との差異は認められず, 両性生殖器形態からも同一種と考

えるが別亜種とする報文もある. 本邦では山形・ 新潟以西の本土全域と粟・ 佐渡・ 淡路・ 対馬から

知られていて, 沖縄本島からの記録もあるが資料は未見で南西諸島分布は疑わしい.
Spheniscosomus cete cete (Candeze,1860)  アカァシオオクシコメツキ
長野県松本市美須々湖, l ♂, 6. VII i990; 王滝村御岳高原 (l500 m), l ♀, 29. VI. l997; 開田

村開田高原西野, 2 ♂♂, l5. VI. l992; l ♂, 21. VI. l992.
岐阜県本巣町パルプ工場土場, l ♀, l7. VI. l990.
愛知県豊田市山中, l ♀, l8. V. 1985.
邦産種では legatusクシコメツキと共に最も早く記載された種で, 強い走光性をもち, 北海道
から九州までと屋久島・ 対馬を含め, 大部分の付属諸島を含めて広く普通に見られ, 朝鮮半島産

の複数個体も検している. なお中国からの報告例もあるが資料未見で確認していない. また ト

カラ中之島からは別亜種(tokarensis) が報告されている.
Spheniscosomusjlaponicus(0hira,1974) ハネナガオオクシコメツキ(写真 l38)
長野県木曽福島町東山,2 ♂♂, l ♀,5. VII i987; 王滝村九蔵, l ♀,21. VII i997.
岐阜県白川村大白川林道, l ♀, l8. VI. l988.
愛知県稲武町面の木峠, 2 ♀♀, 28. VI. l986.
北海道から九州まで分布域は広く普通的に見られ, 伊豆御蔵島からも記録されている. 時に

極めて多くの個体が燈火に集まることもある(京都市比ll又山, ca 40 exs.,4. VI l959) . 前種に似

るが細長くやや圧平気味なので分かり易い.

NEGASTRIINAE( ミ ズギワコメ ツキ亜科)
Menoko difficili、s(Lewis,1894) ウスチャミズギワコメツキ
北海道上川町三国峠, l ♂, l9. Vn. l998; 小清水町野上峠, l ♀,23. VII i998.
北海道全域と国後島・ 色丹島から知られているが,  上翅など黒色から淡茶褐色まで地域的な

色彩変異が認められる. Menoko属は爪基部の内側に明昧な膜状片をもち, 雄生殖器中片先端は

細長く , 側片先端も僅かに側方に膨らむのみで, 生態的には水際の地上性と言うより, ヨモギの
ような草本類などの低い植物の茎葉表面を早い速度で歩き回る傾向が強く,  本邦から 10種程
知られその大部分は北海道と本州高地帯に分布する.
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知られその大部分は北海道と本州高地帯に分布する.
Menoko pl'riIka Kishii,1994 ピリカツヤミズギワコメツキ
北海道幌加内町白樺, l , 10. vn. l999; 束川町野花南, l , l t. v n. l999.
前種と共に北海道固有の種で, 中央山地周辺と道東地域に多く, 特にオホーツク沿岸に多い

ようである. 前種に似るが体色は濃く雄交尾器中片先端部は丸く, 側片端は外方へ曲がり先端

は半円状である.
Menoko alpens's Kishii,1987  オオホソツヤミズギワコメツキ

長野県川上村梓山戦場ヶ原, l , 3. VI I 2004.
乗鞍岳からの一頭の雌個体で記載されたが再報はない. 今回の資料は雄で交尾器は細型で側

片先端も小さく僅かに弧状に膨らむ. 長野県からは近似の ,,iger クロホソツヤミズギワも知ら

れ, これは稲子湯温泉を基産地とし, 八ヶ岳・ 山形・ 山梨等からも知られている. 本種はこれより

大型なのと前胸背板点刻が密な点で異なるが, この両者は互いに地域的変異の可能性もある.
Oedostethus yamamotoi (Kishii,1976) ヤマモトッヤミズギワコメツキ
長野県開田村開田高原西野, 4 exs., 3. vIII. l996.
京都府南部の井手町木津川河畔で得られた複数個体で記載され,  栃木・ 群馬・ 長野・ 大阪から

も報告されていて淀川上流の三川合流点の河川敷には多い. 手元には東京(保谷市, 1 (i'、, 18. vI.
1990, 西尾悠子 leg) と岡山(川上村, 1 ex., 29. VI. l986, 八木正道 leg)の資料もある. 本属は一
般に地表性で爪基部内側は単純, 雄生殖器中片先端は太く膨らみ, 側片先端も側方に明瞭に膨

らみ, 前属とは明らかに異質なグループである. 10種余知られるが大部分は本州に分布し, 前属

とは異なり地表性で一般に平地近辺の水辺に見られる.
Oedostethus teHuri's (Lewis, 1879) クロツヤミズギワコメツキ
長野県長谷村三峰川上流, l ex., 1. vm. 1987.
山口県萩市の資料でLewis(1879: 156, Haagi[ !] ) によって記載された種で, 東北地域を除き北
海道を含め全国的に広く報告例をもつが, 本属では局地的な分布をする別種が多く知られるの

で, l980年代以前に記録された本種については再検討を要する. 特に雄交尾器形状にそれぞれ

特有の形態差があるのでその精査が必要である.
Oedostethus sp.  ツヤミズギワコメツキ一種

栃木県下都賀郡野木神社近傍(渡良瀬遊水池) , 10 exs.,22. vI. 1986.
栃木県の渡良瀬遊水池からは興味ある面白い水辺性コメツキが色々 得られており, 本種もそ
の一 つで未記載の可能性が強い形態をもつので精査検討したい.
目eutiauxe//‘Is (Neom,giwa) quadrillum(Candeze,1873)  ヨツモンミズギワコメツキ
愛知県稲武町面の木 , l 早, 28. vI. l986.
上翅に4 個の黄橙色紋をもつミズギワコメツキ類は多く知られるが, 本種が最も普遍的な分

布をし, 北海道と本州での平地や低山地では車原の地表や畑地に多く, 燈火にもよく飛来する.
四国(徳島・ 香川) ・ 九州(福岡) からは記録例はあるが少ない. 本種は前胸背板はあまり密でない

点刻で被われ, 小粒状の微突起にはならず光沢が目立ち, 雄交尾器中片側片共に幅が広く短か
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l二leutiauxellus (Neomigiwa) nikkoensis (Kishii, 1976) ニツコウミズギワコメツキ

長野県王滝村御岳八海山, l ♂, 20-21. Vn. l991.
群馬県片品村の丸沼周辺で得られた25 頭の資料で記載されたもので,  日光国立公園内と言

うので命名した種で, 原記載で栃木県としたのは誤りである. 上翅無紋の点を除くと一般的な
外見からは前種によく似ている. 本種は高地性でこれまでに岩手・ 山形・ 栃木・ 群馬・ 長野から知

られている. 続く 2 種にも似た感じもするが, 前胸背板前縁の一部に微粒状部が認められても

大部分が点刻状で, 雄交尾器中片側片共に幅が広く短めである.
Fleuti,auxellus (Migiwa) tutus (Lewis,1894)  キアシミズギワコメツキ
長野県安最村樺川上流, 1 ♂, 25. vII i987; 長谷村三峰川上流, l ex., 2. VIII. l986; 同三峰大

曲,5 exs., 28. VII i985; 同戸台, 3 ♂♂,28. VII i985; 開田村開田高原西野, l ex.,3. VIII.
l996; 大鹿村塩川, l ♀,2. vIII.1987; 王滝村御岳八海山( l800-2000 m), l ♂,23. VII i994;
l ♂,20. VII i997; 同御岳山,6 exs.,26. VII i986.

岐阜県高根村御岳日和田高原, l ♂, l9. VI 2004; 本巣町パルプ工場土場, l ♂, 24. VI. l990;
同温見峠(950 m),2 ♂♂, l5. Vm 2003.
次種に似るがより細めで, 特に前胸はより小型で背板中央の縦線は不鮮明で消失気味, 全体

の光沢は強く, 脚部は全面的に鮮明な黄色で腿節も暗色にならない. 本州全域で知られるが岡
山・ 隠岐を除く中国地方からの報告例はなく, 四国・ 九州からも記録はあるが少なく, 一般に次

種より高地の山地を主生息域とするようで河川の水際に多い. 前胸背板の大部分は密な小突起

状の微粒状部が殆どで, 普通の点刻部分は後縁近くのみに僅かに認められ, 点刻のみで全面が

被われることはなく , 雄交尾器中片側片共に幅が細く長めである(Migi、va亜属) .
Fl,eutiauxellus (Mi,giwa) curatus claatus (Candeze,1873) ミズギワコメツキ
長野県安最村梓川上流, l ♂,25. VII i987; 王滝村御岳八海山, l ♂,26. VII i986;2 ♀♀, 27.

VII i986; l9 exs., 23. Vii i988; 1 ex., 25. VI I i992.
岐阜県本巣町温見峠 (950 m), 1 ♀, l5. VIII 2003; 荻原町大洞ダム湖畔, 1 ♂, 6. VII 2003.
低地,  山地を問わず本州・ 四国・ 九州及び佐渡・ 屋久島で最も広い地域の水辺とその周辺に普
通である. 別亜種が北海道(次項) - 沖縄本島(okinawanus) ・ 朝鮮半島(済州島を含む) (coreaensis)
からそれぞれ知られており, 中国東北地域の資料も検していて,  これは朝鮮半島亜種と同じ個

体群に属すると見られるが, 資料数が少ないので何とも言えない. 外観は前種に似るが光沢は
鈍くややォバール状を呈し, 体幅はより広めで, 前胸背板は明瞭で密な微粒状点刻で被われ, 通

常前胸背板中央に縦隆線(個体によっては殆ど消失することもある) をもつ. 脚部は黄色で前種

に似るが, 本種の腿節は通常黒色~暗褐色で, 雄交尾器中片側片共に前種よ り長めである.
Fleutiauxellus (Migiwa) curatus septentrionalis (Kishii, 1976) エゾキアシミズギワコメツキ
北海道上川町三国峠, 1 ♂, l9. Vn. l998.
道内で得られる本種雄の触角は本州産個体に比べて頭胸部より短く第2 節も短い. 雄生殖器

はより細型である. 現在の所大雪山周辺や道東周縁部から多くの資料が得られているが, おそ
らく道内全域に分布すると見られる.
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Quas″nus,annn‘,lsKishii, 1970 ニセニホンチビマメ コメ ツキ
静岡県水窪町門桁山(l300- l375 m),4 exs., l2. VII i992.
本邦産のマメコメツキ類(Quasimus, Miquasus, Yukoana属) は極めて多くの種が知られるよう
になって, 奄美大島以南の南西諸島を除いた本土分布のものでほぼ40種弱が報告され, 南西諸
島など付属島l真分布のものを含めると現在80種余のものが知られている.  しかしそれぞれの
種の分布域が充分判明しているものは, 限られた僅かの種に過ぎない. l950年代以前には邦産
種は若干の固有種と,  ユーラシア大陸に広い分布域をもつ本属の基本種である Cryptohypnus
nanutissimus のみとされていたが, この種の本邦分布は疑問で, 検し得た多数の資料にこの種に
相当するものは発見できなかった. またl960年代に入ってからの暫くは, 報告される本属種と
してその殆どが, 本邦の広い範囲で最優先的な分布をし, 極めて普通なJaponicus ニホンチビマ
メとされていた可能性が強い. 本種はこれよりは前胸背板点刻が大きく密, 小盾板凹陥部は長

五角形状で両側縁は直線状である. 京都市北西の景勝地嵐山の亀山公園内のヒラドツヅジ葉上
で得られた資料で記載したもので,  本州・ 四国・ 九州に広く分布し佐渡・ 五島列島でも発見され

ている. なお japonicus では前胸背板点刻が徴小で疎, 小盾板凹陥部は長精円形状である. この
仲間では小盾板表面の凹陥部形状, 前頭隆起線基部形状, 前胸背板点刻状態, 前胸腹板突起形状,
中胸腹板中脚基節孔後縁の隆起線形状などと, 雄生殖器形態で種の同定にさしたる難点は少な

いが, 微小種のみなので実際上は厄介な点が多い.
Quas,m‘,s stlibatai shlbatai Kishii, 1970 シバタチビマメコメツキ(写真 l39)
鹿児島 上屋久町楠川林道, l ♂,2 ♀♀,8. VII i995; 同平瀬林道, l ♀,7. VII 2002(LT).
屋久島からは本属既知種として本種と他に3 種記録があり(yakuensis, yasuli, satoi kimurai) ,
小盾板表面の圧平部や後胸腹板隆線部の形状などの特徴が明瞭に異なる. 本種は本島から記載

されトカラ中之島からも得られていて,  奄美大島・ 徳之島には別亜種 (matobal) アマミチビマメ

が分布する. 本土に広く分布するJaponicusとよく似ているが, 幾分大型で体はより平行状, 触
角は長め, 体毛は黄味を帯び, 前胸背板点刻は粗雑, 小盾板平滑部は長五角形状で後半部が側方
に膨らみ, 前半方向に緩やかに狭まる.
Quas"nus sp. チビマメコメツキ一種

鹿児島県上屋久町大株林道, l ♂, l t. Vn. l995.
屋久島産の既知種や邦産 guasmus 属の既知種とも多くの点で異なる特徴をもつ興味深い種
で, 資料が乏しいので決定を控えるが, 未記載種の可能性が大きい.
Yukoana elllptilca (Candeze, 1873) へリマメコメツキ

長野県王滝村鈴が沢, l ♀,20-21. VII i991.
岐阜 高根村御岳日和田高原, l ♀, 3. vn. l988; 同(l600 m), l ♂, l5. VI. l991.
愛知県稲武町段戸裏谷,2 ♂♂, l8. V. l985; 豊田市六所山, 2 ♀♀,9. V. l987.
本亜科の中では上翅条線消失がマメコメツキ類の主な特徴で, 本邦から3 属が知られ, 前属

では触角第2 節が次節より大型で長く, 本属では触角第2 節が次節より小さく短い. 共に小盾

板上に圧平部をもつが, 第3 の属(Miquasus) では触角第2 節が次節より長く小盾板は単純で圧
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平部はない. 本種の所属する Yukoana 属は一 般的には本グループでは大き く (2 .5 -4 .5 mm) , 触角

の性差が明瞭, 前属では微小種のみで(1.5-3 mm) , 触角の性差が一部の種を除き小さい. 本種と
Lewis( l894: l88) の記載したcarlnlcouisへリムネマメは互いによく似ていて,  この両種の区別

はなかなか難しい. 後者の触角は強壮で前者は通常であるが, 触角の性差が顕著なので同性個

体で比較する要がある. また前胸背後角部側縁は後者では顕著に湾曲するのに対して, 前者で
は僅かに内方へ狭まるのみであるが個体による偏差もある. 小盾板平滑部の前縁は共に不鮮明

で消失または消失気味であるが, 後者では小盾板前縁と明瞭に離れ, 前者では近接する傾向が

強い. 共に本州・ 四国・ 九州の本土と佐渡から記録されており, へリムネマメでは北海道渡島半

島の津軽海峡沿岸部からの報告例もある. 生態的には本属の種は葉上などでの単独行動が殆ど

で, 前属Q,‘asimus 種の多くの種で時に見られるような,50~200頭余の多数個体が狭い範囲内
の葉上で活発に動き回ることは無いようである.
ylukoanatamui Kishii,1959 ニセホソマメコメツキ(写真 l40)
鹿児島県佐多町杉山谷( l50-200 m), l ♂, l7-18. VII 2004; 上屋久町白谷 l7 号支線, l ♀, l4.

vII i986; 同白谷雲水峡, l ♀, 9. VII 2002.
屋久島の小杉谷・ 宮之浦岳・ 花之江河などからの資料で記載されたが, 今回鹿児島県本土の分

布も確認され, 九州本土では長崎以外の各地からの報告例もある. 本土に広く分布する前種や
近似の carinico1lisに似るが, 触角が長く小盾板平滑部が精円形状である. 種小名は筆者の以前
の勤務校先任の丹信資(Nobuzane Tan) 氏の姓に由来し, ご本人が “Tamu” の表示を強く希望さ

れたので上記種名としたものである. 離島生物相調査に生涯携わり, 典型的な博物学者でもあ

った氏に, 屋久島を初め多くの離島調査行に筆者も同行させて頂いた.
Yukoana monticola Kishii, 1961  ヤママメコメツキ (写真 l41)
鹿児島県上屋久町白谷雲水峡, l ♀, 8. VII i995; 同平瀬林道, l ♀, 6. Vn 2002(LT);2 ♀♀,

7. VI I 2002.

前種よりやや大きく肥厚度も強く , 小盾板は広く平滑部は長卵形, 後胸腹板の一対の隆起線

は短く間隔が広い.  本島固有の種であるが屋久島からはもう一種e1ongataナガマメが知られ,
これは種名のように平行状の長い体形で分かり易い.

CARDIOPHORINAE(ハナコメツキ亜科) : Cardiophorini(ハナコメツキ族)
Dicronychus nothus(Candeze,1865)  オオハナコメツキ
山梨県須玉町増富, l ♂, 2. VII i988.
長野県長谷村戸台, l ex., l9. v 2002; 川上村梓山戦場ヶ原, l ex., l3. VI 2004; 大鹿村小渋湖

畔, l ex.,29. v. l999; 木曽福島町東山土場, l ex.,26. VII i987; 同東山,4 exs.,5. VII i987;
開田村開田高原西又, l ex., 8. VI 2003.
愛知県稲武町面の木峠(1100 m), l ex., l7- l8. VII i999; 足助町平沢,3 exs.,3_ V. l 985.

本亜科は前胸腹板突起の形状が独特で後方へ伸長せず, 前脚孔後方で裁断状となる. その他
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の特徴でも変わった形態が多いため本科と分離され別の科として提唱されたこともある. また

同属間で種間差異点を外部構造で見いだすのは大変厄介な仲間でもある.  しかし幸い両性の生

殖器構造には時に顕著で固定的な差異点があるので, その比較検証は欠かせないが, 一般の外

部構造では性差が殆ど見あたらない種が多いので, 資料全ての生殖器処理が必要なこともある.
本属と次属は爪が中央で2 分し, 先端部は細く鋭利に伸長し, 基部は大きく三角状で, 他のグル

ープは全て単純な爪である. 本種の属もこれまで変遷が多く種名のシノニムも多い. 邦産種は

全てBrulle(l832: l38) のDicronyc1lus 属とするか, Motschulsky (l858: 59) の創設したPlatynychus
属とするかの見方に分かれるが, 強いて分ける程の差異点は少なく, 同属と見なすのが妥当で
あろう.  本種は本邦四大島の本土と奥尻・ 佐渡・ 伊豆諸島・ 種子・ 屋久・ 口永良部の諸島 に広く

普通に分布し, 各種植物上に多い.
Dicronychus amam●anus Kishii,1979 アマミオオハナコメツキ(写真 l42)
鹿児島県奄美大島瀬戸内町第二油井岳林道, l ex., 26-29. VI 2003.
北海道から屋久島まで普通に見られる前種によく似ていて, その亜種として奄美大島から記

載され付属の請島・ 徳之島にも分布し, 現在は独立種とされている. やはり別亜種とされた沖
縄本島以南に分布するものも独立種 loco/,ooensis オキナワオオハナとされているが, 何れも本

土産nothus との差異点は生殖器構造を含めて少ない(Kishii, 1979: 9-11 ) .
Displatynychus atuutor (Candeze, 1873)  アカアシハナコメツキ

栃木県下都賀郡野木神社近傍(渡良瀬遊水池),1 ex.,22. vI. l986.
愛知県旭町旭高原元気村, 1 ♂, l4. vn. l 99 7.

鹿児島県佐多町杉山谷( l50-200 m), l ♂, l7-18. VII 2004.
長く前属として扱われていたが, 前胸腹側板後縁の外方が強く剔られる特徴などで, 前属の

亜属として創設され(大平, l987: 92), 更に属に昇格された(大平, l999: 357) . 本州以西の本土

と付属諸島の大部分から記録されていて, 南西諸島からも報告例があるが, これは次種の誤認
と思われる.

Displatynychu1s tamul,ai (Kishii,1974)  タムラハナコメツキ(写真 l43)
沖縄県石垣島吉原, l ♂, 2. v 2001.
当初前種の亜種とされたが, 大平(l999: 357-361) により独立種と見なされた. 石垣島から記

載され, 奄美大島以南の南西諸島に広く分布が知られている.
Cardi,ophon◆s ping_s Lewis,1894 クロハナコメツキ

山梨県須玉町増富, l ex.,2. VII i988.
北海道から九州までの各地と多くの付属諸島(利尻・ 礼文・ 飛・ 粟・ 佐渡・ 隠岐など) に広く分布

し, 小笠原諸島の父島・ 母島からの報告例もある. 本属も多くのシノニムが知られ, 前胸背板と

腹側板は前半部が融合状で, 側縁後角には明瞭な l 隆起線をもつが短く, 別に前下方に l 細線
が湾曲して伸びるが側縁半ばで消失する.  ユーラシア地域で多くの種に分化していて60種程
知られるが, 本邦からは本種と次種のみである. Motschulsky(l860: I l l) がシベリアから記載し,
後に本邦からも記録(Motschulsky, l866: l65) した, ロシア沿海州地区周辺に分布するvulgarls
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を, Miwa(l934: 94) は邦産種の名称と して本種pinguisをシノニムと したが, この両者は別種で
あり, 本種は本邦固有種でvtdgarisは本邦には分布しないと見られる.
Cardiophon●s niponicus Lewis,1894 ホソハナコメツキ
長野県長谷村戸台, l ex., 25. V 2003.
愛知 旭町旭高原元気村, l ♀,14. Vn. l997.
前種に似るが細長い体形で特に前胸部が細いので区別は比較的容易である.  これも本邦固有
種で北海道から九州までの本土から知られ, 付属諸島からは記録されていない. 前種より少な
いが珍しい種ではない.

pal,acardiopho,us pullatus puHatus(Candeze,1873) コハナコメツキ
長野県長谷村三峰川上流, l ♂, 1. VIII. l987; 同黒川, l ex., 4. V 2003.
前述のようにユーラシア地域では前属が多数の種に分化しているが邦産種は少ない.  しかし

本属では逆にユーラシア地域には属基本種(musculus) l 種のみ知られ,  本邦では9 種分布しそ
の内の4 種には多くの島峡性亜種が知られている. 本属の前胸部は背板と腹側板間は明瞭な側

縁隆起線で分離されるが別の細線はない. 本属も外部形態では相互に明確な差異点が少なく分
類の難しいグループであるが, 両性共に生殖器構造では明確な差異点が発達している. 本種は
本邦の内陸部を含め最も普通的に分布する種で体毛は常に黄味が強く, 雄交尾器側片先端内方
にある突出部は短小である.  北海道・ 奥尻島(yasudai) と八丈島(haGl,ifo) に分布する個体群はそ
れぞれ別亜種であるが, 伊豆諸島の大島・ 利島・ 三宅島・ 新島からも報告されており, 資料未見の
ためこれらの島戦の亜種関係は不明である.  また対馬産個体群は朝鮮半島に分布する別種の
coreanus に類似し, 共にmusculusの別亜種とされたが(Kishii, l977b: 52-56) , 現在は共にそれぞ
れ別種とされている(tsushimensisツシマコハナ) .
Pa,acardiophon,s opac‘Is (Lewis,1894) クロコハナコメツキ

山梨県上九一色村三ツ峠, l ex.,20. VIII. l988.
長野県安 村梓川上流, l ex.,25. VII i987; 長谷村三峰川上流, 1 ex., 1. VIII. l987; 同戸台,2

exs.,28. vII i985: 川上村梓山戦場ヶ原, l ex.,3. VII 2004; 大鹿村塩川, l ex.,2. VIII. l987;
木曽福島町東山土場, l ex., l4. VI. 1992.
岐阜県高根村日和田高原, l ex.,23. Vn. l995.
愛知県稲武町段戸裏谷, l ex.,6. VI. l993.
北海道から九州までの広い地域の内陸部山地に分布し, 付属諸島からの報告例はないが, 淡

路島及び瀬戸内沿岸地では少なからず見られる.   しかし瀬戸内の西域では類似の別種である
nakaneihondoensisホンドコハナの可能性もあるので注意を要する. 何れにしろ前種と紛らわし

くよく似ているので誤認される可能性が強いが, 本種の体毛は常に白色で, 雄交尾器側片先端
内方にある突出部は極めて長い. また雌貯精表内角質片構造にも明確な形態差がある.
paracardiophorus sequens purpuratus Kishii, 1977 オオアカアシコハナ'' メツキ(写真l44)
鹿児島県屋久町栗生, l ♀, 10. VI l. l995.
原名亜種は北海道から九州までとその多くの付属諸島の外洋海浜部に広く分布するが, 大き
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原名亜種は北海道から九州までとその多くの付属諸島の外洋海浜部に広く分布するが, 大き
な河川では内陸部の河川敷にも分布域を広げている. 脚部が鮮明な黄赤色で分かり易いが, 稀
に脚部の大部分が黒褐色で端部のみ赤色の個体が混じたり, 前々種又は前種と極めて紛らわし
い脚部色彩の個体も屡々 見られるので注意を要する. 屋久島産の個体は大型で体表が紫色の光
沢をもち別亜種となる.  しかし屋久島周辺に分布する脚部が鮮明な赤黄色の本属種には次種も
あり, 屋久島には両種とも産し共にそれぞれの別亜種となっていて,  互いに極めてよく似てぃ
るので区別は大変難しいが, 両性生殖器の構造差は極めて明瞭で誤認の恐れは少ない.
paracard,,'0phorus tokara Nakane et Kishii,1955, subsp. トカラアカアシハナコメツキ石垣亜種

(写真145)
沖縄県石垣島平野, 1 ex., 29. IV 2001.
本種は l953 年の大阪市立自然科学博物館(現: 大阪市立自然史博物館) によるトカラ諸島調
査行で採集されたもので宝島から見出され, 美麗な黄橙色脚部と特徴ある雄交尾器側片先端部
の形状で新種とされた. 後に南西諸島の幾つかの島 からも採集され, 雄交尾器側片先端部の

形状差などで島 毎に4 別亜種(屋久島: yakuensis; 沖永良部島: erabu; 徳之島: heianus; 喜界島'
加計呂麻島: kikai) として記載された(0hira, l970: l2; Kishii, l977: 51-54). 更に与論島'沖縄本
島・ 石垣島・ 魚釣島などからも記録されたがそれらの亜種関係は未解明で, 今回の石垣島産個体
群は別亜種の可能性が強い. また奄美大島には脚部が黄赤色でよく似た別種ama,u アマミハナ

が分布する.
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[後 記]

今回のリスト作製は2005 年秋頃にほぼ終わり, その後暫くしてから水野さんから, 細川氏が

その後に南西諸島などへ採集旅行をされた際の資料もあるとのことであったが, これに関して

は次の機会に種め, 適当な機関に発表させて頂くこととし, 一先づ当初の資料に基づくリスト
に限って発表する事としたものである.
現在本邦全域からのコメツキムシ科甲虫は,  大凡700弱の種と 200余りの亜種の分布が報

告されている状況で, その他に国後・ 択捉などの北方領土や, 未記載確実な種と亜種も相当数あ

るので, これらも含めるとこの狭い国土に1000程のタクサが棲息するのは確実で, これは本邦
の甲虫相全体の中でも単一の科としては極めて多い部類に入るであろう. なおこの中からは是
までに 10種ほどの,  本邦分布の単一報告例のみで再報例のないユーラシア大陸・ 東南アジア・

北米などの国外種については除外している. 本邦は多くの火山帯と高山を含む山岳地の多い四

大島と, 多くの島 からなる南北に長い列島弧を構成し, 西方の大陸とは充分な間隔の距離で

隔離され, 且つ周囲を寒流系親潮と暖流系黒潮という2 大海流で囲まれる為の, 顕著に周期的

な気象変化に起因すると見られる複雑な自然環境が形成され, この狭小な国土にも拘わらず極
めて多様性に宮むファウナとなったものと見られる.
以前筆者が手を着け始めた頃, 本科は200種程かせいぜい300種程分布するだろうと言われ
ていて, いわゆる雑甲虫の一部とも見られていたことからすると, 現在の状況は予想外とも言
うべき大変感慨深いものがある. その最大の原因は当初から多くの研究者により屡々指摘され
ていた, この仲間の分類同定の困難さに行き着くと思う. この見方は本邦の研究者のみならず,
歴史的にもョー ロツパの先駆者達の論著内でもそのような表現が屡々 見受けられ, 複雑怪奇と
まででは無いにしても, これまでの先達研究者諸氏は皆大変苦労されたようである.  しかし先

の大戦の終わり頃から, 外骨格生物と しての昆虫における生殖器官構造の固定的形態について

の詳細な研究観察が進んだ結果, その有意性が高く評価されるようになり, 当然甲虫分類の有
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力な手段として重視されるようになったものである. その際最も問題視されたのが同種個体群

内での個体変異の状況検討である. 多くの種での精査検討の結果として, コメツキでも多くの

地域からの多数個体による, 同一種内及び近似種間での雄交尾器及び雌産卵管と貯精基内に発

達する角質構造部の形状が, 同じ属内では特定の形状内で変化し, 異属間では大きな形状変化

を伴い, 種間では相互に一定の形状変化があり, 亜種と判断される個体群間でも同じ事が認め

られた.  これはそれぞれ同一 タクサ内では極めて僅かな変異に止まるなどの点で, 外観上では
極めて類似した個体群間の関係を判断する上で, 重要な決定が可能な形態的差異点として, 積

極的な取捨選択上の判断と採用が可能となったとみても良いと思う.
今回細川さんが蒐集された資料の大部分は中部山岳地帯からのものであるが, この地域には

周知の地質的にも重要な構造変換線があり, それは当然植生上に大きな影響がもたらされたに

違いなく, それによる自然環境変化に伴うであろう結果として, 短期間で世代交番の行われる

コメツキの様な甲虫類には大変大きな分化要因となり, それは現在なお進行中であろうと考え

て良いと思われる. 特に本邦で際だって多くの種や亜種が見いだされているミヤマヒサゴコメ

ツキ亜種群(Homotechnes nlotschulskyi subspp), シモフリコメツキ類(Actenicerus属), Ampedus
属のアカコメツキやクロコメツキ類, ナカグロヒメコメツキ類(Da1opius 属), カバイロコメツ
キ類(Eel,nus 属) などではこの地域でのそのような傾向が強いようで,  今回の資料中にもそれ

を示すと見られる以下のような数多くのものがある.

ミヤマヒサゴコメツキは今回長野県長谷村北沢峠から亜種のセンジョウミヤマヒサゴ, 及び

未記載亜種と見られる岐阜 河合村天生峠からの資料をみたが,  長野・ 岐阜・ 静岡・ 愛知の四

からは是までに l2 亜種の分布が知られ, 栃木( l4 亜種) ・新潟(5 亜種) と共に, 現在記録されて

いる本種の全亜種大凡55 亜種の内ほぼ60%がこれらの地域に接息し,  現在なお顯著な分化過
程上にある地城と見て良いだろう.  シモフリコメツキについては主として高地の湿原帯近辺に

生息域をもつ, Ado,ucerus orlenlalisオオシモフリ類似のものに局所的分布をするオンタケシモ
フリ toyoshimalと,  それに類似性の強い幾つかの個体群が同じ山系に属する乗鞍岳や岐阜県北

東山岳地域, 長野・ 新潟の県境域等から得られており, 何れも未記載種の可能性のi農 いものであ

る.  また書てコメツキムシの代名詞でもあったElater(現A,,,pedus) 属として多くの種が記載さ
れているグループでは, 本邦全域で実に多くの種分化がなされたようで本邦固有種が極めて多

い. 中でもいわゆるアカコメツキ類とされるものでは中部山岳地帯で特に多くの種分化が見ら

れ, 今回の資料中にも以下のように l4 種, alacola ( ミヤマアカ) , a,nakazaricola( ミヤマチャバ

ネ) , aa"・escens scutellaris (セダカアカ), con、,exicollis (ムネダカアカ), fagi (アカアシアカ),
houwau(ホウォウホソアカ) , kai (カイオオアカ), kurama (クラマアカ), optabilis (オオアカ) ,
or lenta lis (アカ), pachycollis (フトァカ), takaoensis (タカオアカ), tsugart‘ (ツガルアカ), sp.
(アカコメツキ一種) が入っており,  クロコメツキ類にも 9 種見いだされた. 更にDa1opius 属

では6 種, Ectinus 属では9 種で, 何れも自然環境がほぼ同じ地域に拘わらず, 同属の種がこの様

に多く見いだされる地域は他には殆ど見受けられない.
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今回の資料を府県及び島戦毎に種・ 亜種のタクサ数で機めると,  山梨(16) ・ 長野( lei ) ・ 岐阜

(98) ・ 静岡(37) ・愛知(58) のように中部山岳地周辺の資料が多いのは, 細川氏のお住まいの関係

で当然であるが, その他にも北海道(23) , 福島(2) , 新潟(4) , 富山(7), 栃木(4), 八丈島(1), 三重

(l) , 滋賀(5) , 京都(9) , 奈良(3) , 和歌山(4) , 兵庫(2) , 岡山(3) , 鳥取( l) , 徳島(7), 宮崎(2) , 鹿児

島本土(24) , 屋久島(27) , 奄美大島(l6) , 石垣島(24) , 西表島(l) となり, 本邦の極めて広い地域
から蒐集されたものを含む大変貴重な資料であった. 最初にも述べたように, 中部山岳地帯か

らは本科甲虫類についての多くの報文が是までにも発表されているにも拘わらず, また各地に

多い同好組織による記録類の全ては見ていないが, 細川さんの今回の資料中には県別の初記録

種も多く見られた. 更に未記載種又は新亜種と見られるものも下記の様に4 種4 亜種見受けら

れた. これらについては精査の上適当な学会などの機関誌で発表したい.
Homolechnes motschulskyi subsp. ミヤマヒサゴコメツキ岐阜県河合村天生峠亜種.
Actenicerus sp. シモフリコメツキ一種長野県開国村開田高原西野.
Pseudoanostlrus・ dilatatus subsp. オオクロヒラタコメツキ本州亜種静岡市, 岐阜県高根村御岳.
Gamepenthes plctipennls subsp. キマダラコメツキ北海道亜種幌加内町白樺.
Ampedus CAmpedus) sp. アカコメツキ一種長野県王滝村御獄田ノ原.
Oedostelhus sp. ツヤミズギワコメツキ一種栃木県下都資郡野木神社近傍 (渡良瀬遊水池) .
Quasimus sp. チビマメコメツキ一種上屋久町大株林道.
Paracardiophorus tokara subsp. トカラアカアシハナコメツキ石垣亜種石垣島平野.

(2006 年 2 月 2 日)
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